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序

臼 田町 教 l'f委且会

教育長 三石晴夫

このたび国宝、 lit要文化財等保存整備費同庫補助りり業により 、昭和61年から63年にわたり、

町内遺跡詳細分布調査を行なった。 東西25,8キロメ＿トル、南北5,3キロメ ー トルに総而柄邸，41

平方キ ロメー トルの全町にわたり、関係地椛者の皆様の文化財に対する深いど理解とご協力を

いただき現地謁杏を行なった。

この調在の中で、環境の変化により保存状態が良くなく 、梢滅し去ったものなどについては

整理統合した結果、総数で194件 とな った。 このうち新しく発見されたものは87件 の多数にの

ぼり 、貴重なものが多い。

遺跡の中には、片貝川流域の小田切方面に新しい発見が多かった。また雨川・ 谷川流域に縄

文と平安時代の前なった遺跡が数多く発見され、古代からこの千曲川流域の佐久平が、いかに

翌かな生活曰境を備えていたかを知る一助となった。

田口地区、雨川の北岸にある古坦群には、新海神社等の所有地が多いことなど、歴史上から

も、今後の解明が待たれるところである。

このたび発見さ れた岩水の舟久保古積は、佐久町の凶原、 北沢地籍と共に、佐久地方の古切

のはほ＇南限であることが確認されたことは、学術的にも意義深いものがある。

このほか城跡では、従来、入沢の十二山は、これまで、前方後円柑ではないかと伝えられて

いたが、このほどの調杏で、城跡であることが確認された。戦国時代武田勢の佐久進攻のおり、

この地方では、比較的大きな城である入沢城を本城とする、磯部城、赤谷の水石城 と共に十二

山城が出城としての役割りを果 したのではないかと思われる。

また町内の遺跡から、すでに出土 したものに、際立つた特色のある共団品が多いので、今後

地域をあげて、壮大な千曲川水系佐久平の光り輝く人類のいとなみの足跡である先人の文化遺

産として大切に保存し、後世に守り伝えてゆきたいものである。

終り に、 本遺跡分布調在にあた り関係土地所有者の告様、毀料の提供 ・現地への案内を して

下さ った地域の方々並びに、 町文化財関杏委且、佐久考古学会且の桔先生方には、現地調査あ

るいは、試掘調査及び本調査報告行編集にあたり 、安料の整理、位地図の作製、土地台帳の照

合など多大など指導と、ご協力を戴きました，特に南佐久郡誌編纂委且品田恵子氏には、献身

的なご協力を戴いたことを巾し添え併せて肛く感謝中し上げる。

昭和63年 (1988) 5月



例 言

1 . 本名は、昭和61年 ・62年・ 63年度の 3年次にわたり文化財保護事業として実施した「臼田

町遺跡詳細分布調査」の報告杏である。

2. 本関査は、昭和6 1 年11 月 1 日 ~63年 6 月 25 日まで、第 1 次• 第 2 次• 第 3次の 3年間にわ

たって実施した。

3. 本開登は、国皿補助祁業で行なわれた。

4. 調査に関する事務局・調査団の構成は下記の通りである。

事務局 教 野 長 三石睛夫

総務教育課長 丸山 正俊

(61年度）社会教育係長 土展雅城

社会教育係 浅川 博

教 育 長 三石睛夫 教 育 屁 三石間夫

総務教百課長 三石 子A・ 総務教育課長 土屋 学

(62年度） 社会教育係此 土屋雅城 (63年疫） 社会教育係長 市川 昭 治

社会教育係 日向 浩 社会教育係 日向 浩

調査団 団及 三石延雄 （長野県考古学会且・臼田町文化財副委貝長）

副団長 篠原太郎 （臼田町文化財委具長）

洞究貝 井山 正義、佐藤敏、吉沢的、島田恵子 （以上及野県考古学会且）

協力者 臼田 哲、北村太平、佐藤保、桜井功、鷲見渡、大工原徹

丸山 好雄、 三み・ 行雄（以上El田町文化財調行委且63、3、31現在）

地元協力者 井出竜蔵、宇井照治郎、新沌 三郎、日向領治、日向長雄、

日向翌ー、小林清 澄、 伴野 似一郎、小林秀人、小林耕助、

小林袈裟雄、 沖浦悦夫 （南佐久郡詑刊行会編纂委且投）

5. 本l1t作成の作業分担は下記の者が行な った。

カー ド作成 ・遺跡一覧表……井出正義 地図作成・・・...佐藤敏、吉沢靖、島田屈子

地番調ペ・・・・..三石延雄、島田恵子、占沢靖 写ll撮影・・・・・・品田恵子

表面採集遺物の整理・・・・・・三石延雄、佐藤敏、品田恵子、文化センター館長北原佐久生

6. 迫跡番号は、佐久市の境から臼田、切原、田口、 1lr沼の地区lll月に附した。

7. 使用した地凶は、臼田町基本図（
I 

て可百 寧）を使用した。

8. 木柑の編集は品田思子が行ない、 三石延雄団及が校閲・監條した。
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遺

番

跡

号
ー 遺跡名 原 円

遺跡の

種類 句 蔵 地 部落名 臼 ．．
 

田

地 目 水 田 面 積 20,000rd 時 代 古坑• 平安
詞査

年月日
61年11月22日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

原

名 地

1132 

1133-1 

1133-2 

1134 

1135 

1136 

番 氏名

三石 辰男

平林貞雄

平林楊興

平林 隆

平林利三郎

平林利三郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既出 遺物 （古～平） 土師器

位置

地形

環境

臼田町の北方、野沢町との中間、千曲川左岸の水田地帯の中央部に位骰し、東は高柳IC

北は鍛治展地箱に接する。南端には堂川分水の水路が東西に通じている。



.. 

り
‘
〗



遺

薔
跡

号 2
 

遺跡名 蛇 塚
遺跡の

種類 包 淑； 地 部窪名 臼 田

地 目 畑、宅地 面 積 40,000 nf 時 代
縄文・弥生

古坦•平安

鯛 査
年月日 I61年1J月14日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

法印塚

源吾庭

地番

1014-1 ~4 

1017 

1019-1 ~2 

1031-3 

1105 

1128-1~2 

氏

品

井

下

井

多

下

田

桜

山

桜

本

山

名

松犬

惣宙

耐一

フr:-

広

多内

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （古～平）土師器

既出 遺物 （縄）打製石斧（弥）太形蛤刃石斧

位置

地形

環境

．千曲）11左岸の平地に立地する。臼田高等学校の北端から北へ約350mの間、西は国迅141

号線を西限として東へ約15Qmのり」をもって遺跡の範囲とする。遺跡地内に蛇塚古坦、

法印塚が包含される。旧称法印塚遺跡と蛇塚遺跡は連続しているので、一｛本のものとし

て、蛇塚遺跡とする。

3
 



遺

番

跡

号 3
 

遺跡名 災単在家
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 臼 田

地 目
住宅地

水旧・畑
面 積 30,000 rd 時 代

縄文・弥生

古墳•平安

調査

年月日
61年11月14日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

美用在家

地

1570 

1571 

1622 

1631 

1649-1 

1659 

1670-2 

番 名．

和夫

江原和夫

相沢信五

小林 勝

松永周一郎

木内常雄

山下法雄

氏

江原

字 名

災里在家

地 番

1652 ~ 3 

氏

田品
名泰

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄 ・ 中期））~I曽利 E式土器、石鏃、打製石斧、凹石（弥・中期）栗林式土器

（古～平）土師器、須恵器

位置

地形

環境

臼田町市街地の北端、国迅141号線と片貝川の中「』の平坦な微茄地に立地するが、視在

はほとんど全面が住宅街となっている。南端は臼田閏等学校正門前の道路から北は佳里

保育園前までとし、東は追路、西は低い段丘端をもって限界とする。

4
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遺

薔

跡

号 4
 

遺跡名 滝の沢
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 臼
m~ 

地 目 畑 面 積 s,ooon:f 時 代 平 安
調査
年月日

61年IJ月10円

所

在

地

・

土

地

所

有

着

字名

水沼

地

1450-1 

1479 

1480 

1482-1 

番 氏

井

柳

沼

林

桜

冑

浅

名

三郎

俯一

孝尭

勇治

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土師器2(窃台付、内黒）、灰釉 1

既出遺物

位置

地形

環境

臼田町美里在家から片貝川を渡って約200m、滝の沢の出口で大沢万面に通じる道路を

はさんで、畑地の中に分布する。片貝川左岸の小さな山麓台地に立地する遺跡で、その

北西端は、佐久市大沢地区との境界となっている。遺跡内逍路の西側に安井佳設の機材

四場ができている。

6
 



遺

番

跡

号 5
 

遺跡名 荒 谷
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 臼 田

地 目 畑 面 積 3,000 af 時 代 縄文 • 平安
調 査
年月日 61年11月10日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

荒

名

谷

地

3729 

3730 

3758 

番 氏 名

田島が1九且II

桜井災宏

北村 佑一

字 名 地 誉 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土師器3

既出遺物 （縄）打製石斧

美里在家から大沢に通じる道路が片貝川を渡って約50m、滝の沢ffj側の浅い沢の出ロ

小段丘上の斜面に立地する。入口に食棠「新玄」ができ、開発が進もうとしている。

位置

地形

環境

7
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遺

書
跡

号 6
 

遺跡名 七曲り下
遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 臼 田

地 目 畑• 水田 面 積 5,000 of 時 代
弥生

古t.n• 平安

調査
年月日

61年11月100

所

在

地

・

土

地

所

有

着

字

加 石

名

護

地

191J 

1917 

番 氏名

井出照四郎

植木 求

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （弥 ・後期）箱泊水式土閉¥,f2

既 出 遺 物

（古～平）土師器8

位置

地形

環境

医王寺の北方に隣接し、片貝川左浮と臼田山の山麓の狭くて細長い綬傾斜面に立地する。

片貝川にかかる七曲橋を中心にして南北に約2QQm、巾約30mの範囲に分布する。北半

部は水田となっている。

，
 



遺

番

跡

号 7
 

遺跡名 平
遺跡の

種類 包
．

政 地 部落名 臼 田

地 目 畑・吝舎 面 積 10,000of 時 代 縄文• 平安
調査

年月日
61年11月19日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

平

名 地

3100 

3101 

3102 

3104 

3111 

番 名

佐々木源治

佐々木源治

嶋崎逸夫

嶋崎逸夫

臼田町

氏 字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄）石鈍、黒曜石片

（平）土師器、須恵器 （井出泡蔵氏所蔵）

位置

地形

環境

臼田町の西方約 3km、臼田山奥の麻原状平地に立地する。平集落の西端の迅路に沿った

畑地で、揉高905mの独立丘の北西約lOOm付近を中心とする範囲に分布する。

遺跡内の東北部分に帝舎がある。遺跡の西方約lOOm付近で町営運動場の建設工事が進行

している。
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遺

番

跡

号 8
 

遺跡名 寺久保
遺跡の

種 類 勾 践 地 部落名 臼 Ill 

地 目 畑 面 積 7,000 ref 時 代 縄文 ・古坦
謂査

年月日
61年1]月1OU 

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

庚

名 地

3509 

3510 

3520 

3521 

番 氏

井出

閲沢

相沢

相沢

名

朝子

孝乎

健児

健児

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄 ・中期）勝坂式土器、石錨

（古）須恵器

位置

地形

環境

臼田町片貝川西方、医王寺背後の尾根上の南而する緩傾斜面に立地する遺跡である。

東南下方には下の城遺跡があり、西方尾根上約6oomには滝の沢古坦、滝の沢経塚がある。

南方の谷11flには台が坂遺跡がある。ここは山間の傾斜地であるが、かつて古い集落が存

在 したという伝承をもっている。現在はリンゴ園が多い。
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遺

薔

跡

号

，
 

遺跡名 下の城,. 

遺跡の

種類
包 ・蔵 地 部落名 臼 田

地 目 畑 面 積 2,000 of 時 代
縄文・弥生

古項•平安

謂査

年月日
61年11月10日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

寺久保

名 地

3546 

3547 

3549 

番 氏 名

井出俊一

今井竹次郎

井出貞夫

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器、須恵器 -r' 

既出遺物 （縄）打製石斧（弥・後期）箱清水式土器

臼田町の西方医王寺山頂の下の城跡の西方の山麓にそって、南西面する斜面に立地する遺

跡である。旭ケ丘団地に下る道から東側の畑地を遺跡範囲とする。

位置

地形

環境

・・J 

- 14 -



遺

薔
跡

号 l 0 遺跡名 台が坂
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 円 田

地 目 畑・ 住宅地 面 積 30,000 of 時 代
縄文

古墳 • 平安

鯛査

年月日
61年11月19日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

向平

台ケ坂

地

2532 

2536 

2541 

2549 

2556 

2558 

番 氏 名

市川隆夫

小林稲之助

井出 元

勝俣 茂

桜井克二

井 出 長 平

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （縄）打製石斧 • 黒曜石（占～平）七師器

既 出 遺 物

位置

地形

環境

臼田町中心街の西方約7QQm,片貝川左岸の段丘上を西方｀平方而に向かって入る沢の

入口部分から約BOOmにわたり、右岸にそって約50m巾で連続する山麓段丘而に立地する。

遺跡の東端は旭ケ丘団地の住宅地を包含している。平に通じる道路を北限とする。

- 15 -



遺

書

跡

号 l 1 遺跡名 反 田
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 臼 田

地 目
市街地

住宅地
面 積 30,000 irl 時 代 縄 文

調査

年月日
61年11月11日

•

9
,

'

，
ヽ

9
9
9
9
9
9
,

．

郎

冗

一

夫

一

雄

夫

名

四

欣

邦

修

寅

忠

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

反田

✓ 

地

2161 

番

2170-1 

2175-2 

2195-2 

2230-1 

2231-5 

2237-2 

氏

中島

井出

井出

井出

井出

井出

井出

字 名 地 番 氏 名

遺

物・

採集遺物

既出遺物 （縄）石鎧、凹石

位置

地形

環境

臼田町市街地の中心部、国道141号線から西は佐久病院看謹学校裏の道路まで、南は佐

久病院入口逍路、北は臼田小学校入口道路からそれぞれ西にみとおした線とする。東西

に長い長方形の区域であるが、西方片貝川に面した地域もほとんど住宅地化している。

- 16 -



遺

番

跡

号 1 2 遺跡名 城 下
遺跡の

種類
包 双 地 部落名 臼 田

地 目 市街地 面 積 30,000 rrf 時 代 縄 文
謂査
年月日

61年11月11口

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

城山

城 下

5
 

地

48-1 

80 

82-1 

91-1 

123-1 

128-2 

番 氏名

上田啜種協
同組合

菊原文雄

閥堀内糾

土屋 頓

渡辺正枝

臼 田町

洞庭 ,(f

字 名 地 誉 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物 （縄 ・中期）加曽利E式上器

位置

地形

環境

稲荷山の北方山麓の平地で、千曲川左岸にのぞんで立地する遺跡で、その範囲は臼田橋

から西方に直逍する迅路の延扱線上片貝川岸までを見通す線を北の限界として、西は切

原線迅路を限り東は臼田橋から三叉路の交通信号に達する追路を限界とするほぼ三角形

の地域である。現在ほとんど市街化されている。

- 17 -
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遺

番
跡

号 1 3 遺跡名 横 山
遺跡の

種類
包 蔽 地 部落名 臼 田

地 目 畑 面 積 l.000 rrf 時 代
縄文・弥生

古rJl• 平安

調査
年月日

61年11月11日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

下城

地

7-5 

8-1 

番 氏

村

井
川

油

名

秀人・

一郎

字 名 地 誉 氏 名

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器3

既出遺物
（縄 ・中期）加匂利 E式土器、石鉄、石匙、打製石斧、府製石斧、焦曜石片

（弥 ・後期）箱酒水式土器、磨製石鏃

位置

地形

環境

片貝川とその支流滝川の合流点の内側の小独立丘である横山の西面に立地する遺跡であ

る。宅地化がすすみ現在は切原線道路の西側に残存する小丘陵上の畑地斜面にわずか

に残存するに過ぎない。
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遺

薔
跡

号
l 4 遺跡名 城 山

遺跡の

種類 包 蔵・，地 部落名 臼 田

地 目 畑 面 積 l ,500 uf 時 代
縄文 ・

古旧・平安

謂査

年月日 61年11月110

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

城山

地

34 

42 

43 

52 

52 

68 

番 氏名

川村多稼蔵

川村乾ー

川村窪英雄

長岡信義

浅川治久

高見沢ぬい子

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物

（古～平）上師器 1

（縄 ・後期）堀の内式土器

稲荷山城跡の西南面の山麗に立地し、旧臼田学園西方住宅地の逍路の西方にそって狭長

な畑地に残存している遺跡である。周囲は住宅地化がすすんでいる。

位置

地形

環境

- 20 -



遺

番

跡

号
1 5 遺跡名 小山崎

遺跡の

種 類 包 萩 地 部落名 臼 田

地 目 水 田 面 積 6,000 rd 時 代 縄 文
調査

年月日
61年11月11日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

小山崎

地番

135-2 

136-1 

137-1 

137-2 

138-1 

氏名

三ツ井宗人

高 柳 茂 樹

市川教雄

仲沢数進

宇井照治郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既 出 遺 物 （縄） 石鎌

位置

地形

環境

下小田切部落の東方、片貝川左岸の駈状地に立地する遺跡で、西北辺には迅路が通じ、

周辺は住宅化がすすんでいる。道路の西側は旧称前田逍跡であるが、今回それを合して

小山崎遺跡と改める。片貝川の右岸の勝間原の段丘上には丸山遺跡がある。現在は耕地

整理されて水田となっている。
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遺

薔

跡

号 1 6 遺跡名 小 山
遺跡の

種類 包 蔵 地 部窪名 臼 田

地 目 畑 面 積 1,500 rrf 時 代
縄文

古泊•平安

調査

年月日
61年11月11日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

小 1J1

地番

148-1 

157 

158-1 

159 

159-1 

氏

旧

11
内

内

宙

市

堀

堀

堤

名

フジ

健二

忠雄

徳夫

倍義

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （縄）黒曜石 （古～平）土師器、須忍器

既 出 遺 物 （古）須思器

片貝川と滝川の間の平坦地の中央部微高地上に位骰する。束は中小田切に通じる道路を

限り、北は小山崎遺跡に接する。微麻地上南方には、日影、見次遺跡がある。

位置

地形

環境

- 23 -



遺

薔

跡

号
1 7 遺跡名 丸 山

遺跡の

種類 包 萩 地 部落名 下小田切

地 目 畑 面 積 30,000a/ 時 代
縄文・弥生

占瑣 • 平安

馴査
年月日 Is1年J)月11日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

着

下小田切字勝間

地

490 

511 

530 

545 

549 

番 氏 名

土fil iE侶

臼田鉄造工業

佐久広域
老人ホーム

堤茂

東信ヤンマー

販売闊

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物
（弥 ・後期）箱清水式土器

（古～平）±師器（内黒）、須恵器、灰釉

既出遺物
（縄） 1JU曽利E式、同B式土器、石鰈、磨製石斧、凹石

（弥 ・後期）箱沼水式七器、 （平）上師器、須患器

位置

地形

環境

下小田切部落の東方、片貝川右岸の勝間原の台地の西側傾斜面に立地する。遺跡地内に

佐久広域老人ホームがある。丸山頂上から老人ホーム敷地にわたり、東は国道141号線

から、西側は片貝川の水田面に達する。南は原遺跡に接する。
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遺

番

跡

号 1 8 遺跡名 勝問原
遺跡の

種類 包 蔵 地 部窪名 下小田切

地 目 畑・ 宅地 面 積 30,000 ref 時 代
縄文・弥生

古項 • 平安

調査
年月日 I61年11月11日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名 地

下小用り）字勝lh1460 

468 

470 

482 

490-2 

494 

番 氏

屈

田
土

窃

土屋

名

弥市

丑蔵

正嘉

宇井照治郎

土屋朝生

堀内徳夫

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 I<弥・後期）箱惰水式土器（古～平）土師器、須恵器

位置

地形

環境

縄・後期）石鏃、堀の内式土器 （七展潮碓氏所蔵）

既出遺物 K弥・後期）箱清水式土器、甕、壷、鉢、閲坪、ミニチュア土器、野石、凹石

（臼田町文化センター股示）

片貝川流域低地の東方、勝間原台地に立地する遺跡で、国迅141号線から匝方、片貝川

流域の水田面に接するまでの、西面する段丘斜面上に位四する。果樹園が多いが、泉丘

団地の住宅地の一部も含まれる。西北方は丸山達跡に接し、南方には北川勝間、栗の木

遺跡がある。旧称下小田切勝間遺跡は本遺跡の中に包含される。

昭和62年 4月中部屯力隊の送m線鉄塔工事のため一部調究する。

弥生時代後期箱沌水式期の住居址 2棟、溝 1基を検出、 62年12月報告 刊行。

"" 

口鵬＇瓢三 l!llll 可工
ー・・__,. J,.A .,,..-:.. 

. -~ ~.... ,.~ ・~.、. ~. :-,.:.',-'.:'、".',..、 'J

. .. ・: ・.: ,4. ・.: ・兌ご‘・・:•. /~ 森：•... • . ;. •. . >・:.• ・'.. ・. ベ. • .. ,.'  
•• ,、, .... ． `  ・ヽ . ● , o・・；．

.、 J・ • ,. "I,・,'I .. , , .. ,. 

亀^
•.. ヽ ；•.·..

• ('·•," . .·•'·: こ；_,,:;・ ・-
. . . " ,, -

• ...;._ ... ,. ・--.,. ,,・--. . . -・・，， ． 、... •、·- . • ~ ·• 
, .. “‘嚇., -; •• : -・・-:.:・ ベ.・.;.._:,---.:~·•:·..;.~·: -~/1,..;_~;r ..• ·:、~-:、;,..-:,~.'ふ．｀

.・. ;.r ，い,,,.. ’ヽ、ヽ.......● . .:..~·.. ,. 彎 '、

• ・,¥、,{'. . ・-: . ...,. 
; ~~ た（ふ.. ......_心 今、t,• ..,_.,,..i._,c-, • ,.,,、口製疇~.:;:;-........、

一

- 25 -



遺

薔
跡

号 1 9 遺跡名 栗ノ木
遺跡の

種 類
包 蔵 地 部落名 下小田奴J

地 目
リンゴ園

畑
面 積 25,000rrf 時 代

縄文 ・弥生

古項 • 平安

調 査

年月日
I 61年lJ月11日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

栗ノ木

地 番

398-5 

399-1 

423 

425 

431 

434-2 

439 

氏名
村袈裟男

土限則昭

’’ 
‘’ 

篠原 茂

高橋 野

松本政太郎

写 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺 物

既出 遺物

（縄）黒曜石 （古～平）上師器

（縄）石鏃（弥 ・後期）箱消水式土器、土製紡錘車

位置

地形

環境

勝間原台地の南半部で西面する斜面全体にわたり立地する遺跡で、南端は北川部落の東

端に接する。全面ほばリンコ憫］となっている。東に北川勝間遺跡がある。
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遺

番

跡

号
2 0 遺跡名 日 影

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 下小田切

地 目
畑・水田

宅地
面 積 20,000nl 時 代 平 安

調査

年月日
61年11月11日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

日
字影

名 地

335 

337 

338 

339 

343 

347 

番

347-1 

氏

阻

田

本

本

沢

屋

田

土

官

松

松

吉

土

店

名

海司

友祐

文雄

文雄

未

正t
丑蔵

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器

既出遺物 （古～平）土師器、土錘

位置

地形

環境

片貝川左t記の丘陵状の低い台地に立地する遺跡で、日影部落を巾心に畑地、水田を含み、

東は中小田切に通じる迅路を限り、北に小山遺跡があり南は見次遺跡に接する。
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遺

薔
跡

号
2 1 遺跡名 見 次

遺跡の

種類
包・蔵 地 部落名 下小田切

地 目
畑・ 宅地

水田
面 積 20,000 of 時 代 古墳•平安

一

調査

年月日
61年11月11日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

日 影

地

289 

番

332-1 

332-2 

333 

氏 名

土屋洵司

土屋しず子

店 栖 義 人

高見沢増平

字 名 地 番． 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （古一平）土師器、・須恵器

既出遺物

位置

地形

環境

片貝川左岸の丘陵状の低い台地に立地する遺跡で、日影遺跡の南方に接して、見次部落

と付近のリンゴ園等の畑地と水田の一部を包含する。東は中小田切に通じる製迫を限界

とする。西方に家浦遣跡がある。

出.~ 疇

9 、今

冒

.. ~ 
- -;~、マ·~• m ． ~ ...、 ,

• I 、 ;'. .l.., , I. • 一·~-釦 ● . . . 

ロ肴封ぶ~:、;.,-. •!4t .._ I 

,._ゞ J·:1苅庄~::,~;名，．-~~-, .. , -~ 會，~-』l

. :'心..・, .''' I、 . ,·;''Ii~: ,,...' 
、．．
·,.(~ ぷ、.,• 

~ 
.( ぐヽ．

• ヘ・
L-■I 

E』 .... ~ 置昌
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遺

薔

跡

号 2 2 遺跡名 家 浦
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 下小田切

地 目
畑・水田

宅地
面 積 12,000 a? 時 代

縄文

古項•平安

謂査

年月日 61年11月11日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

浦

名 地

224-J 

番

231-1 

232 

242-2 

255 

氏 名

}叉木頂信

土限辰男

佐々木文彦

堀内 満

土展雅城

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器30(内黒を含む）、須恵器10

既出遺物
（細 ・中、後期）加¥'i/利E式、加r,利B式土器、石鎌、打製石斧、

磨製石斧、石棒、 （平）土師器

位置

地形

環境

滝川右足の平地に立地する遺跡で、中村部落を含み、東は収道切原線を限り、西は滝川

までの問、南は沿原線迅路を限界とする。主としてリンゴ園となっている。

東方微高地上に見次遺跡、日影遺跡があり、西方滝川の対岸には滝遺跡がある。
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遺

誉

跡

号 2 3 遺跡名 滝
遺跡の

種 類
包 蔵 地 部落名 紺原

地 目 宅地 ・畑 面 積 2,500 rrl 時 代 古坦 • 平安
謂 査

年月日
61年11月11日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

行

字

.t
 

名 地

966 

967 

番 氏

沢

木
黒

戊

名

昭雄

幹夫

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物

（古～平）上師器3

位置

地形

環境

滝川の支流左岸の山麓に立地する追跡で、滝部落の西南端、黒沢昭雄氏の屋敷畑を中心

に遺跡が分布する。 「家を建てるとき畑の深いところから土器がかなりたくさん出た。 」

西月に尾根をこえれば和田遺跡がある。南東方の川の対岸は家浦遺跡である。
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遺

書
跡

号
2 4 遺跡名 和 田

遺跡の

糧類
包 巌 地 部落名 湯 原

地 目 呆樹菌 面 積 20,000 rrf 時 代
縄文

古墳•平安

調査
年月日

6l年11月11日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

和田

地 誉

926~7 

933 

934~5 

935 

944 

氏名

凩澤 茄

小松 栄

佐々木弘

茂木幹夫

茂木幸男

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平） 土師器 4、須忠器 1、灰釉 l

既出遺物 （縄）石録、焦曜石片（三浦一夫氏所蔵）

位置

地形

環境

沿原北方から東に張りだした丘陵の東端の山麓領斜面に立地する遺跡で、北東に滝遺跡

南西に日向遺跡がそれぞれ尾根ざかいにある。東方前而は平坦な水田地帯で、滝川支流

の対岸には家浦遺跡がある。遺跡の西南部に日本マルチ通信工場がある。
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遺

書

跡

号 2 5 遺跡名 北 側
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 湯 原

地 目
畑 • 水田

宅地
面 積 20,0001Tf 時 代

縄文

古坦 • 平安

謂査

年月日
61年11月22日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

北側

地 番

830-1 

693 

782 

828 

832 

834 

838 

853 

氏

沖浦 ．夫

名

悦

柳沢

柳沢

沖浦 逍午

小林徳太郎

柳沢元文

柳沢閑英

文男

保

益郎三浦

字

北 側

名 地

855 

番 氏

津
沖

名斉

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄）石鎌、打製石斧、府製石斧、黒曜石片

（古～平） 土師器、須恵悩

位置

地形

環境

沿原部落の東方部分から丘陵の東方先端部分まで、渇原川の左ゆ山麓斜面に分布する迫

跡で、 沖補悦夫氏水田から土師器、須恵器が出土する。柳沢氏が家を建てるときに大伍

出土したという。
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遺

薔

跡

号
2 6 遺跡名 中 品

遺跡の

種類
句 祓 地 部落名 沿 原

地 目 畑 面 積 25,000nf 時 代 古積 • 平安
調査
年月日

61年11月11日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

中島

名 地

38-3 

40 

43 

64 

65 

66 

84 

86 

番 氏

本田

新海

名

堅二

淡

柳沢元文

三浦沼太郎

本田輝一

三浦明雄

依田

三補 明雄

字名

中品

地

87 

88 

89 

104 

105 

番 氏名

本田輝一

三補隆治郎

三補知広

三補明雄

三浦 口雄

し
ん"1
 

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器（内面黒色を含む） 、須也器

既出遺物 （古）勾玉 l （三浦一夫氏所滋）

位置

地形

環境

沿原部浴南東方面の山麓台地一常に分布する遺跡である。小田切地区北方の山地の東端

に位四し、北と東は楊版、中小田切地区の水田地帯に接し、東に緩傾斜する広い台地で、

住宅化がみられる。 北方は水田を開てて北側遺跡と相対し、南方には向城逍跡がある。
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一
ー
―
―
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遺

誉
跡
号

2 7 遺跡名 向 城
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 中小田切

地 目 畑・校庭 面 積 10,000of 時 代
縄文

平安・中世

調査

年月日
61年11月13日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

城

名 地

96 

99 

100 

116 

130 

144 

番 名．

切原小学校

切原小学校

切原小学校

切原小学校

切原小学校

1,!llfJ 徳光

油井英蔵

氏 写 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （縄）中期上器 （平） 土師器、須思器

既出遺物 （縄・中期）位利式土器、打製石斧、磨製石斧

片貝川左岸中小田切平野部の西方山ぎわに位皿し、向城跡の東南麓の畑地と切原小学校

庭を含む範囲、城山の西麓の沢から骨壷として用いられた中世の瓶子が出土している。

位置

地形

環境

g
 Ci.::iii 

• ~-,'I , ... 

.---... _ 

-----、
~ 

- 36 -





遺

番

跡

号
2 8 遺跡名 上 ャ

“i-
.n
 

遺跡の

糧 類
包 蔵 地 部落名 励 原

地 目 畑 面 積 21,000 rd 時 代
縄文

古旧 ・平安

隕査

年月日
6J年11月19日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

上滝

地

1364 

1365 

1378 

1396 

1397 

1398 

1403 

番 氏名

小林徳太郎

沖nlJ悦夫

平林八千代

黒沢恒彦

黒沢恒彦

義雄

輝一

黒沢

本田

字 名 地 番 氏 名

遺

物，

位置

地形

環境

採集遺物 （縄） 土器 （古一平）土師器2(内黒を含む）

既出遺物
（縄 ・早期、 中期）山形、格子日、楕円押型文土器、撚糸文土器、田戸下

屈式、茅山式、打厖式、加曽利E式土器、石鏃、石皿
（平）須思器

滝川上流左岸の南面する日当たりのよい山麓緩傾斜面に立地する。励原新田に通じる迅路

から北方山ぎわまでの間に分布する。西端は沿原に通じる道路の分岐点から東へ約80m

真栄建設の軍業所建物付近とし、これより東方へ約30omの間を遺跡範囲とする。
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遺

番
跡

号 2 9 遺跡名 児玉・大平
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 揚 l点

地 目 畑 面 積 10,000 tfi 時 代 平 安
鱈査
年月日

61年11月190

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

大平

児 玉

地

1554 

1555 

1589 

1593-4 

1713 

1714 

1617 

番 氏名

平林まち子

瀬下 昭

瀬川 沼

辰男

敏包

土屋

土屋

土展良助

沖浦まり子

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採纂遺物 （平）上師器4 （糸切底を含む）、灰釉 1

既出遺物

位置

地形

環境

滝川上流左岸の南而する日当たりのよい山麓緩傾斜而IC立地する遺跡で尚原新出に通じ

る道路をはさんで東西に細投く分布する。東端は沿原方面への道路の分岐点とし、それ

より西へ約400mの間を遺跡範囲とする。

／
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遺

番
跡

号
3 0 遺跡名 ジンジロ

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 沿 只."”
 

地 目
畑

畑荒地
面 積 10.oooot 時 代 平 安

調査

年月日
61年ll月19日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

児玉

地

1654 

1655 

番 氏

補

田
沖

依

名・

悦夫
毀

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既 出 遺 物 （平）土師器

位置

地形

環境

滝/II上流左岸の南而する山麓台地から北方に入った南東に傾斜する狭い沢に立地する遺

跡で、沢の入口付近ーmは児玉・大平遺跡である。全体がかなり怠斜面をなし、現在は一

部に畑地が残っているが、大部分は荒地となっている。
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遺

書
跡

号
3 1 遺跡名 山の神

遺跡の

種類
包 ・蔵 J也 部落名 渇 原

地 目 畑 面 積 20,000nf 時 代
縄

平

文

安
関査

年月日
61年1l月11日

所

在

地

・

土

地

所

有

奢

字名

山の神

地

21

34

4

4

 

番 氏

補

内

三

木

435-2 

437 

487 

489 

492 

499 

広

進

名

知

平林正義

三浦清太郎

木内義彦

小林 茂

似田臼雄

本田今朝イi

字名

山の神

地

0
0
4
3

5

5

 

番 氏

木

内

林

元

木

平

雄

義

茂

名

豊

千

遺

物

採集遺物 （縄）石鎌 （平）土師器6(糸切）氏を含む） 、灰釉

既出 遺物

位置

地形

環境

楊原部落の西方の沢で、沿原神社境内付近の畑地から西方屈道にそって、主としてその

北側の畑地に分布する。南面傾斜地で、沢ぞいに細流が東に流れている。
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遺

薔

跡

号
3 2 遺跡名 梨子久保

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 漏 原

地 目 水田・畑 面 積 5,000nf 時 代 縄 文
謂査

年月日
61年11月19日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

梨子久保

地

1786 

]798 

1829 

1830 

1910 

1956 

番 氏 名

土屋秀信

元木 典雄

林東次郎

小松 栄

沖律 藤一

小林

字 名 地 番． 氏 名

茂

遺

物

採集遺物

既 出 遺物 （縄 ・ti1J期）柱穴 2、上原式、下品式土器、打製石斧、石匙、敗石、石lil1、凹石

位置

地形

環境

滝川上流右岸を南に入った沢に立地する遺跡で、上方に湧水があり、沢の中央は水田化

されている。この沢の出口から東方約200mに児玉 ・大平遺跡、 ジンジロ遺跡がある。

またこの沢の奥から南方に尾根をこえると褐原の山の神遺跡である。
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遺

番
跡

号
3 3 遺跡名 五里久保

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 湯 原

地 目 ．畑 面 積 10,000rrf 時 代 弥生•平安
調 査
年月日

61年11月19El 

所

在

地

・
土
地
所
有
玉
者

字名

五里久保

地

2139 

2143 

2145 

2147 

2148 

2149 

2150 

2155 

番 氏

屋

柳

屋

屋

屋

屋

土

高

土

土

土

土

名

正夫

寛

五助

志年

治平

敏包

土屋

土屋さち子

武人

字

五里久保

名 地

2177 

2204 

2215 

番 氏

高柳

土屋

藤井

名

正人

武人

保雄

遺

物

採集遺物 （弥・後期）箱清水式土器］ （平）土師器5（内黒を含む）

既出遺物

位 置

地形

環境

楊原新田部落の手前、滝川左岸の南面する山麓緩傾斜面に立地する。湯原新田へいく道

路が滝川を渡るより約lOOm手前から東へ約200mの間、道路より北側の畑地一帯に分布

する。土屋敏包、土屋治平両氏宅が中央部にある。
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遺

書

跡

号
3 4 遺跡名 法城口向

遺跡の

種類
包 蔵 地 1部落名 ilb 

1点

地 目 畑 面 積 20,000 rrl 時 代 平 安
調査

年月日
61年11月19日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

法城日向

地番

2218-4 

2268 

2269 

2270 

2271 

2272 

2273 

氏名

土困甲子郎

土 屋五助

土 屋正平

土 困勝夫

土屋正平

土屋敏包

臼田廣太郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土師器、須恵器、灰釉

既出遺物

位置

地形

環境

1~ 原新田部落の北方、滝川の上流にそ ってまっすぐ西に入る沢に立地 し、紗｝原新田に通じ

る道路の分岐点から、牒道にそってまっすぐ西に約400mの間道路の北側の山麓の畑地に細

長く分布する。 沢の中央から南側は水田がつづいている。 東方約]OQmIこ五里久保遺跡

がある。
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遺
番

跡

号 3 5 遺跡名 居久保
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 楊 原

地 目 宅地・ 畑 面 積 20,000nf 時 代 平 安
調査

年月日
61年11月19日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

居久保

地

2647 

2655 

2659 

2675 

2680 

2685 

番 氏

臼l:B

名

昭三

土屈左右肋

藤井保雄

土属喜一

土屋

土屋

源一

安春

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集遺 物 （平）土師器、 須恵器

既出 遺 物

位置

地形

環境

滝川の上流、東北面する山麓の平地に立地し、ifJ原部落全体を含む遺跡で、楳高asom

上流約100mに細久保遺跡があり、湧水が他訂。北方約300mには法城日向遺跡がある。
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遺

薔
跡

号
3 6 遺跡名 紐l久低 ．

遺跡の

糧韻 包 蔵
A

地 部落名 楊 ＇原

地 目 畑• 水田 面 積 10,000nf 時 代 平 安
謂査

年月日
61年11月19日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

細久保

地

2996 

2997 ． 
2999 

2999 

3004 

300.13 

番 氏

林

田
小

臼

名

一男

昭三

俊子

臼田クミ子

臼田

臼田

土凪

太

親

鉄

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平） 土師器 （内黒、糸切底を含む）

既出遺物

渇Jhl新田部落の而方の沢で、湧水挫臼で、ため池と禍原神社がある。水田と畑地を含む

東而する緩傾斜面を中心に遺物が分布する。

位置

地形

環境

- 51 -



遺

番
跡

号
3 7 遺跡名 北川勝間

遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 ~t /II 

地 目 畑 面 積 10、OOOrd 時 代 古!Jt.平安
輯査

年月日
61年11月ilEI

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

勝間

名 地

412 

413 

417 

471 

472 

475 

492 

493 

番 氏名． 
新涌正 信

窃柳 勉

高柳 勉

川村茂司

嵩柳祐一

新 海 毅雄

新悔牧之助

新 海 公太

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （古～平）土師器、須忌器

既出遺物

位置

地形

環境

千曲川左岸段丘上、比嵩約lOm勝間原の南端に立地する遺跡で、北川地籍の丘陵の東南傾

斜面に位臥し、国道141号線を束限とする。 北部消防署の敷地から緑ケ丘団地を含む。
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遺

書
跡

号 3 8 遺跡名 千曲台団地
遺跡の

種類 包 蔵地 部落名 北 JII 

地 目 畑 面 積 10,000nf 時 代 古項•平安
闘査
年月日

61年11年13日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

原

名 地 番

596-4 

597 

598 

599 

600 

601 

603-1 

603-13 

氏 名

洒井既次

店柳猶肋

酒井幸 吉

高 見 沢冗

店見沢買

高見沢 党

川村 房太

小沢安雄

字

原

名 地 番

603-15 

615-11 

氏

菊池

名

新海半次郎

r~, 人

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器4

既 出 遺 物

勝間段丘の南につづく 山麓台地で、東南面する緩傾斜面、周辺は住宅団地の造成がすす

んでいる。

位置

地形

環境
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遺

番

跡

号 3 9 遺跡名 広 沢
遺跡の
種類,.包・ 蔵 地

．`  

部落名 北 JI! 

地 目 畑・宅地 面 積 3,000af 時 代
縄文 ・弥生

古坦•平安

調査

年月日
61年11月13口

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

広 沢

地

188 

番

191-1 

194 

202-1 

203 

204 

205 

氏

菊池

小沢

高見沢

小沢

問柳

川村

小沢

名

佐ヒ

併

しを

善市

博

朋一

安雄

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既出遺物

（弥 ・後期）箱清水式土器 （古～平）上師器、須恵器

（縄 ・中期）勝坂式土器 （弥・後期）箱汗水式土器

位置

地形

環境

片且川右店の低い段丘上に立地する遺跡で、東は北川部落の中央部に接する。片貝川の

下流300~500mlとは見次、日影等の遺跡があり、同じような立地条件をもつ遺跡と考え

られる。

mJ. 
』岱暉で言,~,;~~、~·:.··f

し？ふ＄茶

品

’’ 

. ・. .' 、'..' ヽ

-_'、、二：●~\ふ／．、~~::;・ペ忘;:~S・・シ:.: ・←咲ゞ-・・ • • ヽ ‘ 、 I'"¥, ・
;,)I _~,、i-.•..'.. 芯戎←五ぷ<、•.,-; ぶ;~--~-:-·.•~"·

．ヽ l,・w_J.. i;: ヽ-:-・ぶヽぐ:.~ 遠行;~ク、!;
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遺

番

跡

号
4 0 遺跡名 田島窪

遺跡の

種類
、包 蔵 地 部落名 北 JI I 

地 目 畑 面 積 20,oooot 時 代 縄文 • 平安
調査
年月日

61年11月13日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

用品

地

63 

73 

80 

83 

85 

88 

101 

1.30 

番 氏

洒井

小沢

菊池

酒井

洒井

高柳

洒井

酒井

名

豊次

兵ー '

佐七

忠知

迂次

勉

幸吉

武幸

字 名 地 番 氏 名

遺

物，

採集遺物
（縄）土器打製石斧

（平）土師器 5

黒曜石片

既 出 遺物

位置

地形

環境

北川の集落から南方に入った沢で、かなり広く 北方に緩傾斜する。前面北方の片貝川

畔には広沢遺跡があり、東方に尾根をこえれば、千曲台団地遺跡がある。北方は田品集

落に接している。
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遺

番

跡

号
4 1 遺跡名 城 彬

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 中小田切

地 目 畑 面 積 8,000 rtf 時 代
縄文

古頃•平安
調査
年月日

61年11月13日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

城 影

水 堀

地

662 

663 

666-1 

667 

922 

941 

948 

番 氏

問単

名・

政男

桜井 繁

草 問徳治

附水貞夫

草間 普雄

大工原広美

大工原宗次

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （平）土師器、須恵器

既出遺物

（縄 • 前、中期）有尾式、勝坂式、加曽利 E式土器、打製石斧、磨製石斧、
凹石

（古～平）土師器、須心［器

雁峰城東麗のゆるやかな北東領斜而で消水が豊宮、北傾斜する東西巾約200mの畑地の

うち遣跡は西の山際の湧水付近に限られると思われる。東北方200mに泉竜院がある。

位置

地形

環境

~ 1111 ”' ..... 

- 58 -





遺

薔

跡

号 4 2 遺跡名 札鳩吉原
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 中小田切

地 目 水田・宅地 面 積 10,000uf 時 代
細文

古坦 • 平安
馴査
年月日

61年11月13日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

吉原

地

187 

189 

190 

番

219-3 

219-4 

氏名． 
紅間友義

叩．間武一

油井弥八郎

油井孝一

油井孝太郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （縄）黒曜石 1

既出遺物
（細・中期）切利式土器、打製石斧、府製石斧、石匙、黒曜石

（古～平）上師器、須恵器 （油井孝ー氏所蔵）

片貝川左岸の平坦而だが微店地をなし、渠落が形成されている。圃場整備の際多くの土

器が出土した。南方片貝川の対岸には南久保遺跡がある。

位置

地形

環境
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遺

薔
跡

号
4 3 遺跡名 南久保 ・居村

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 中小田切

地 目 畑 面 積 20,000 rrf 時 代 平 安
調査

年月日
61年11月13日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

南久保

地

424 

429 

436 

437 

441 

447 

452 

奮 氏 名

油井和太郎．

油井福澁

油井利夫

油井楳治

油井圧三郎

油井弥之助

丸山正俊

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物

（平）土師器 2

位置

地形

環境

片貝川の右岸、中小田切部落を南に入った沢で雁峰城の西南麓にあたる。南から北に綬

傾斜する沢で、 巾約1somで中央に細流があり小田切部落内を流れて片貝川に注ぐ、沢

の下方左岸と上方右岸の畑地で土師器片を採集する。
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遺

番
跡

号 4 4 遺跡名 前久保
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 上小田切

地 目 畑 面 積 4,000 nf 時 代 縄文• 平安
訓査
年月日

61年11月13日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

前久保

地

320 

322 

誉

325-1 

327-1 

氏

~.·c間

小平

鷹野

鷹野

名

密

武朋

秀司

秀司

字 名 地 誉 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄・中、後期）加曽利E式、）~I I匂利B式土器、石錨、打製石斧、凹石

（平）土師器、 須恵器

位置

地形

環境

上小田切部落の南方片貝川右岸の山麓、北西に傾斜する沢で、西方諏訪神社の尾根をヘ

だてて広久保・桃の久保遺跡がある。東方の尾根をへだて、約30bmに南久保遺跡があ る。
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9,
1
-
1
 

遺

書

跡

号
4 5 遺跡名 広久保・桃の久保1

遺跡の

種類 包 蔵 地 部溶名 上小田切

地 目 畑 面 積 24,000rd 時 代 平 安
馴査

年月日
61年11月1313

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

広久係

桃の久保

地

425 

426 

428 

429 

471 

482 

番 氏

鷹野

土屋

土屋 巽

鷹野利二

市川英武

小金沢英一

名

敏彦

伸代

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土師器4

既出遺物

上小田切部落の南方の山麓の畑地で、 南北1200mに及ぶ細長い地形で、前面の低地を

片貝川が流れている。西端に清水畑の湧水がある。

位置

地形

環境
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遺

薔

跡

号
4 6 遺跡名 馬 騎

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 トニ新田

地 目 畑• 水田 面 積 17,000 nf 時 代 縄文 • 平安
調査
年月日

61年11月J3日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

馬騎

地

LOOS 

l009 

1010 

1015 

1021 

番

1025-1 

氏

日向

井出

井出

井出

日向

内藤

名

安義

栄蔵

貞雄

貞雄

熊吉

次郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物

（平）土師器

（細） 打製石斧

位置

地形

環境

十二新田部落の南方の山麓を南西に入る細長い沢で、北東面に傾斜する沢の中央を細流

が流れ階段状の水田も開かれている。谷の出口の東方には広久保 ・桃の久保遺跡がある。
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遺

番

跡

最
4 7 遺跡名 家 浦

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 上小田切

地 目 水 田 面 積 6,000 n:f 時 代 縄文• 平安
調査

年月日
61年11月13日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

家補

地

274 

275 

番

276-1 

277 

氏名

井出屯蔵

小金沢牲太郎

小林茂夫

市川利一

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄）中期後半の土器、石鰈8、打製石斧、黒咄石

（平）土師器（内黒） （井出窪蔵氏所蔵）

片貝川左岸の上小田切部落北方の水田のうち、薬師堂のある山の尾根先端部の南麓の水

田4枚にわたって、開田の際に土器、石器がたくさん出土した。

位置

地形

環境

l ..,,....: .、... 
．．齢 ·• 
~·-"T一. Ill' 

→ ...___  ...........、 ,...';-、、
'.cs N 

c'.  :.;.;.,--' 
直
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遺

番
跡

号 4 8 遺跡名 堂
遺跡の

種類
包 萩 地 部落名 上小田切

地 目 畑 面 積 20,000 n-f 時 代
縄文

古柑 • 平安

調査
年月日

61年jJ月13日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字 名 地

210 

212 

213 

215 

216 

220 

222 

番 名

和一

市 川 立 角

芦 沢 由 武

小林仙助

小林茂夫

小金沢巻太郎

鷹野秀司

氏

市川

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （縄）土器2 （古～平）須忍器 2

既出遺物 （縄）石鰍 （古～平）須恵器

位置

地形

環境

上小田切城跡の尾根の北方山麓にそ って西から東9こ緩傾斜する沢で、東方は水田地帯が

開ける。沢の出口の南側の尾根の東端9こ薬師堂がある。西の入ともいう。現在養豚団地

があり、その付近から東方、薬師棠と相対した山麓にかけて出土が多い。

- 6!) -



遺

薔

跡

号
4 9 遺跡名 大門地

遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 -j・ ニ新田

地 目 畑 面 積 2,000n? 時 代 縄文•平安
調査
年月日

61年11月15日

所
在
地
・
土
地
所
有
奢

字名

大門地

地

590 

595 

596 

600 

602 

番 氏名

井出勝一

篠原幸雄

篠原幸太

昂山袈裟一郎

小金沢勝助

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （縄）石9族

既出遺物
（縄•前期）繊維入土器（花箱 FWI式） 多数、石鰈2 、黒曜石

（縄 ・後期）堀の内式土器 （平）土師器 （井出i沢蔵氏所蔵）

片貝川左岸十二新田部落の北方丘陵の山麓東西約200mにわたる細長い畑地に分布する。

県近より北方の狭品な南面する段丘斜面に立地し、後方の山腹には岩下洞窯がある。

位置

地形

環境
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遺

番
跡

号
5 0 遺跡名 岩 F洞窟

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 十二新1l1

地 目 山 林 面 積 300nf 時 代 平 安
闘査
年月日

61年11月15日

所
在
地

・
土

地

所

有

者

字名

岩下

地

852 

番 氏

在橋

名

徳秀 ．

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土師器

既出遺物
（平）土師器（ロクロ瓶あり）土師境形土器 1、廿（大動物）

（井出屯祓氏所蔵）

位置

地形

環境

十二新田部落の北方50m、比邸50mの山腹、怠傾斜の山林の中にある。集塊岩の洞窮で、

奥行2,5rn、高l,7m、間口 7m、南面している。東側の咄に窟内から垂直に在さ2m、径約

35cmの孔が窟外に頁通していて、窟内には火をたいたと思われる煤が付粁している。
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遺

番

跡

号 5 1 遺跡名 円 向
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 畑 面 積 2,000nf 時 代 縄 文
調査

年月日
61年11月15日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

日向

地

1276 

1278 

1280 

1281 

1282 

番 氏名

小池己喜松

小池文人

小林雅人

小林窪之助

四郎篠原

字 名 地 誉 氏 名

遺

物

採集遺物

既 出 遺物 （縄・ 後期）堀ノ内式土器 （井出屯祓氏所蔵）

十二新田部落の北方に入った沢で、普通畑、桑畑、荒地等になっている。束方の尾根の山

腹には岩下洞靡があり、沢の出口の南方、収辺の下には岩下遺跡がある。

位置

地形

環境
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遺
番

跡

号
5 2 遺跡名 岩 下

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名

＇ 
十二新田

地目 畑 面 積 5,000nf 時 代 縄文• 平安
調査

年月日
61年ll月15日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

岩 下

地

867 

869 

870 

番 氏名 ”

同 八千代
機門製作所

篠原安雄

井出昭蔵

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
（縄）石甑 2、黒曜石

（平）土師器 4 (井山道威氏所蔵）

十二新田部落のほぼ中央、県道をまたいで片貝川までの間の南傾斜の段丘而に所在する

県道を越えた北方には日向、岩下洞窟、大門地等の遺跡がならんでいる。

位置

地形

環境
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遺

番
跡

号
5 3 遺跡名 1十二新田寺久保1

遺跡の

種類 包 蔽 地 部落名 十二新田

地 目 畑 面 積 15,000nf 時 代
縄文・古項

平安・中世

謂査

年月日
61年11月14日

所
在
地

・
土

地
所
有
者

字名

寺久保

地

1139 

1140 

1146 

1150 

番 氏名

小金沢幹男

小金沢幹男

樋田郁夫

小金沢一利

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （中）内耳七器

既出遺物
（縄・ 中期）加倍利E式土器、打製石斧

（古～平）土師器、須恵器

位置

地形

環境

十二新田部落の西端付近から、南方山麗を南西に入った沢で、沢の奥に泉があり細流が

流れ、附段状の水田が開かれているが、現在は休耕してほとんどが荒廃畑となっている。

北西端の水迅配水池の F方の小金沢守氏の畑から内耳土器を表面採集した。
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遺

書
跡

号 5 4 遺跡名 樋 ロ
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 畑• 水田 面 積 5,000 ref 時 代 占坑•平安
調査
年月日

61年11月15日

所
在
地

・
土
地
所
有
者

字名

樋口

地

1232 

1233 

1234 

1235 

1237 

1239 

番

篠原

氏名. 
小林貨之助

小金沢一利

8向ゆう

定市

四郎篠原

篠原

字 名 地 番 氏 名

基

遺

物

採集遺物 （古～平） 土師器、須恵器

既出遺物

位置

地形

環境

片貝川左岸十二新田部落西端の北万にある小さな沢で、日向と大近両遺跡の間にあり

南は瓜道をもって限る。南に緩傾斜し、沢の中央東よりには初水があり、県迅にそって

沢の入口には水田があり、上方は畑地となっている。
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遺

薔

跡

号 5 5 遺跡名 大 近
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 畑 面 積 20,000 時 代 縄文•平安
鯛 査
年月日

61年ll月15日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

大近

地

1370 

1380 

1401 

1402 

1403 

1404 

L405 

1406 

番 氏 名

篠原

樋田

篠 原 正史

林東次 郎

井出佳三

小金沢未治郎

小金沢喜蔵

井出とよじ

四郎

証

字 近
大

名 地

1407 

番 氏

日向 吾

名

平

遺

物

採集遺物 （縄）黒曜石 （平）土師器2

既 出 遺 物 （平）土師器

位置

地形

環境

片貝川の左岸十二新田部落の東端から北方に入った大きな沢で、北方に尾根を越えて楊

原新田9こ屈逍が通じている。普通畑、桑畑、薬用人藝畑があり｀誼路にそう西側の畑か

ら遺物を採集する。
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遺

誉
跡

号
5 6 遺跡名 梨子木

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 畑 面 積 s,ooont 時 代
縄文

古項• 平安

調査

年月日
61年ll月15日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

梨子木

地

1485 

1486 

1488 

1489 

1501 

番 氏

向

向

施

田

日

日

布

樋

名

安義

平吾

菊男

正美

小金沢一利

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （縄）チャー ト1（平）土師器4、灰釉 1

既 出 遺 物

位置

地形

環境

（給ll)中期後半の土器、黒曜石

（古～平）土師器（糸切・内黒）20、須恵器

片貝川左岸の山麓の狭い段丘上に立地し、芋地屋の沢の出口から東へ三本松（神明松）

手前付近までの間、県迅を北限として段丘斜面の畑地を分布範囲とする。 梨子木、き

びが久保の二つの字にまたがる。県迅の北側には転石遺跡がある。

（井出荀蔵氏所蔵）
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遺

番

跡

号 6 7 遺跡名 転石
遺跡の
種 類

包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 畑 面 積 l,OOOnf 時 代 平 安
馴査

年月日
61年11月15日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字 石
名

転

地

1452 

1453 

1454 

番 氏 名

井出和文治

篠原 正門

篠原 四郎

字 名 地 番 氏 名

ii

物

採 集 遺 物 （平）土師器 l(ロクロ使用）

既 出 遺 物

位置

地形

環境

片貝川左乱大近遺跡の西方aoom、県迅北側の山麓に入った南而する小さな沢で県道

西南方の下には梨子木迫跡がある。 小規模な逍跡と思われる。
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遺

番

跡

号 5 8 遺跡名 金ケ崎
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 畑 面 積 10,000nf 時 代 縄文•平安
調査
年月日

61年11月15日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

金ケ崎

地

1641 

1643 

1645 

1653 

1657 

1667 

1669 

1672 

番 氏

林

林

出

小

小

井

林

名

雅雄

好和

佳三

東次郎

小林好和

小金沢藤吉

畠山政明

小金沢公犬

字

金ケ崎

名 地

1674 

1677 

1678 

誉 氏 名

小林雅雄

小金沢双美江

鷹野平八郎

遺

物

採集遺物 （縄 ・早期）縄文土器 焦曜石 （平）上師器、須患器

既出遺物
（縄）繊維入り上器 2、石鏃、凩曜石

（平）土師器 （内黒、店台付） （井出沼蔵氏所蔵）

位置

地形

環境

片貝川左岸の山麓台地の南面する段丘斜面に立地し、観音平の東方約300m付近の県道1こ

そってその下方に位四するが、 一部は県道の上方の畑も含む。
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遺

書

跡

号
5 9 遺跡名 観音平

遺跡の

種類
包 蔵 地 部濱名 十二新田

地 目 畑 面 積 6,000nf 時 代 縄 文
調査
年月日

61年11月l4日

字 名

所
在
地

・
土

地
所
有

者

本久保

地

1750 

1757 

1767 

1768 

1770 

1772 

1773 

番 氏 名

井出保三

山口辰雄

畠山一太郎

諏訪社
（西立道）

日向 安義

小金沢勝肋

市川佐太郎

字

本久保

名 地

1774 

1778 

番 氏

出

茂
井

南

名

五六

定雄

遺

物

採集遺物 （縄）土器3 黒曜石33

既出遺物
（縄・早、 中期）楕円押型文、無文尖底部（繊維入）、中期土器、打製石斧、

石鏃29、 黙曜石刺片多数 （井出道践氏所蔵）

片貝川上流で大曲川と観音平川の合流点付近で、両川にはさまれた山麓の狭い平地に

分布し、 一部は観音平川の右岸台地にまで及ぶ。

位置

地形

環境
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遺

番

跡

号
6 0 遺跡名 殴ケ久保

遺跡の

種 類
包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 畑 面 積 15,000 rrf 時 代
縄文

占柑 • 平安

謂査
年月日 61年11月14日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

股ケ久保

地

1809 

1809 

1809 

1811 

番 名．

篠原千秋

篠原 唯七

篠原幸雄

鷹野平八郎

氏 字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （縄 ・早期）繊維入り土器 1

既出遺物 （古～平）須恵器 <JHH屯蔵氏所蔵）

位置

地形

環境

観音平から大曲川の約700m上流を北西に入った匝ケ久保と、その入口から束方へ大曲林

迅にそって約200m、大曲林道の北側の畑地一帯に分布する遺跡である。匝ケ久保奥には

湧水があり水田もつくられているが、現在は休耕して荒地となっている。
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遺

番

跡

号
6 1 遺跡名 町侵形

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 畑 面 積 50,000 rrf 時 代 縄文•平安
謂査

年月日
61年11月14口

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

町匝形

名 地

1783 

1786 

1787 

1790 

1791 

番 氏 名

小池袈裟松

小金沢保預

小金沢咎太郎

小金沢淳之進

井出とよじ

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄）石鏃3、石匙 l

（平）土師器（内黒） 20 （井出・,・峰蔵氏所級）

大曲川の中流域、殴ケ久保入口より西方lOClm付近から西へ大曲川の両料の野菜団地一

帯に延長約l,OOOmにわたって分布する。巾80~10Qmのほぼ平坦な沢の中央を大曲川が

位置Ir
及に流れている。一術は野菜団地と して開かれている山間の小平地である。

地形

環境
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遺

誉

跡

号 6 2 遺跡名 坂さ帰り
遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 十二新田

地 目 畑 面 積 3,000nf 時 代 縄文• 平安
調査
年月日

61年11月14日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

坂さ帰り

地

1823 

1823 

1823 

1823 

番 氏

鷹野

鷹野

名

臼 田 町・

畠山一太郎

博

正信

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （平）土師器3(糸切、 内黒）

既 出 遺 物
（縄）士器数点、石鏃2

（平）土師器（内黒、糸切、暗文）、灰釉 （井出屯賊氏所蔵）

位置

地形

環境

町屋形遺跡の西方10am、大曲川左岸の山麓畑地に分布し、 西に広域林追の分岐点があ

り、その東に大岩穴洞窟がある。本遺跡は広域林迅分岐点から東へ約1somの間にあり、

その中心部の山麓に大きな集塊岩の洞窟がある。大曲川の氾濫や畑の整地年によって、

入口が埋まりわずかに身を屈して中に入ることができる程度であるが、付近の畑には

土師器糸切底、内而馬色土器等の破片がたくさん採集されている。
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遺

暑

跡

号 6 3 遺跡名 大岩穴洞窟
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 山 林 面 積 500 rrf 時 代 平 安
調査

年月日
61年11月14日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

着

坂さ帰り

地

1823 

番

臼

氏

田
名町

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既 出 遺 物 （平）土師器、鹿角片 (JI: 出沼政氏所蔵）

位置

地形

環境

坂さ帰り遺跡の東方、大曲川左店の山麓、大曲林道の道路ぎわに開□している集塊岩の

大洞窟であるが、大曲川の氾濫や逆路改修で路面が高くなり、洞窟入口はほとんど閉塞

され、わずかに身を屈 して洞内に入ることができる。間口11m、奥行gm、洞内巾14m、

同天井高2.3m。
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遺

書

跡

号
6 4 遺跡名 大平入n 遺跡の

種類
包 蔽 地 部窪名 十二新田

地 目 山 林 面 積 3,000 nf 時 代 縄 文
調査
年月日 6J年11月140

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

大

名 地 番 氏

有
名林

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既 出 遺 物 （縄•前期）焦浜式土器 （三石延雄氏所成）

位置

地形

環境

観音平川の故上流部、大曲国有林の山間に隔絶された遺跡である。通手の開拓部落より

観音平川をさかの1まり、大平開墾地の入口、標高1047mの国有林椋識付近に所在する。

旧大曲遺跡を大平入口遺跡と改称する。
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遺

薔

跡

号
6 5. 遺跡名 大 曲

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 十二新田

地 目 山

．
字

林 面 積 10,000nf 時 代 先土器
謁査
年月日

61年11月14日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

大

名

曲

地 番

国
氏有 名林

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物 （先）息Bij石（石核） (;J.I: 出屯蔵氏所双）

位置

地形

環境

大岩穴涌遺跡からさらに大曲川を 3km余さかのほ＇っ た国有林内、標高1240m、大曲川が

南に屈曲する付近の右岸にある。井戸端の上の橋で道路工事の際にローム屈の中から黒

曜石の石核が発見された。
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遺

番
跡

号
6 6 遺跡名 離 山

遣跡の

種類
包 蔵 地 部蕩名 上中込

地 目
畑・山林

宅 地
面 積 73,000面 時 代

縄文・弥生

古坦•平安
鯛査

年月日
61年11月12日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

山

名 地

5834 

5835 
， 

5839 

5857 

5860 

5861 

5876 

5885 

番 氏 名

佐藤 保

池田ちくさ

小林

有賀

坂本

盈

治

次
光

広

池田ョシェ

足立

志摩

洋子

).(;-

字 名

離 山

地

5908 

5910 

5929 

5991 

番 氏

木

田

沢

円

秦

池

宮

名

健夫

うめ

繁男

遺

物

採集遺物
（縄） W曜石 （弥）後期上器5

（古～平）土師器片 6

既 出 遺 物 （弥・後期）箱梢水式土器、 銅釧3

位置

地形

環境

千曲川右岸の平地に孤立する台地状の独立した山、 山腹から山頂には畑地がかなり開か

れているが大部分は山林となっている。畑地では、黒曜石、弥生後期、土師器等の土器片

が採集できる。山麓には3砧の古坦が存在する。南麓ではかつて9俎道追設工事の際銅釧

3ケ、金坦 2ケが出土した。
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遺

番
跡

号
6 7 遺跡名 中反田

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 大奈良

地 目 水 田 面 積 1,ooont 時 代 古坦• 平安 鯛査

年月日
61年11月12日

字 名 地 番

中反田 4-182 

氏

堀内 9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9

9ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

雄用所
在
地
・
土
地
所
有
者

名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既出遺物 土器

位置

地形

環境

離山と大奈良部落の中問、小海線線路の東側に位凶 し、千曲川右岸の低い段丘上の平坦

な水田地常に立地する。昭27~29年開田の際堀内皿雄氏の水田から出土した。もと一段

高い畑地であった。
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遺

蕃
跡

号
6 8 遺跡名 大奈良

遺跡の
糧類

包 蔵 地 部落名 大奈良

地 目
宅 地
水[]]. 畑

面 積 55,000nf 時 代
縄文・弥生

古坦 • 平安
調査

年月日
61年11月!2日

所
在
地
・
土
地
所
有
奢

字名

金石

大奈良

地

3878 

38.79 

3883 

3891 

3895 
4446-1~2 

4450-2~3 

4451-1 ~2 

4452-1 

4457 

番 氏名

加藤一夫

加藤米司

加藤嘉一

柳沢惣三郎

小林悦雄

佐藤 保

加藤 一夫

加藤一夫

塩谷邦彦

塩谷寅雄

字 名

郷士ケ井

地 番

4468, —1 
4462-1 
4486 
4500ー 3
4500—4 
4501-1 
4511 
4549-1 
4652 
4677 
5001ー 2

氏 名

二
雄

平

夫

肋

窃

郎

郎

作

ぎ

一

一
悦

口

丈

耕

七

八

店

は

g

木

俊

林

谷

々

林

林

藤

沢

藤

沢

秦

小

塩

佐

小

小

秦

佐

柳

加

柳

遺

物

採集遺物 （縄）打製石斧（弥・後期）箱情水式土器（平）須患器片

既出遺物

（縄・中期）勝坂式・加；円刊E式土器、打製石斧、磨製石斧、石棒、石皿、
多孔石、石鍬、中期後半敷石（弥・後期）高杯2(古）鬼窃式
長胴甕、地 （小林耕肋、佐藤八郎、佐藤保氏所蔵）

位置

地形

環境

千曲川右岸の河岸段丘上に立地し、段丘下の沖積地を小海線が通じ、東方水田地帯の中

に脇平山の丘陵端が張り出してきている。集落全体が遺跡である。屋敷内から至るとこ

ろで遺物が発見されている。昭和27年開田の既には大凪に出土している。
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遺

番
跡

号
6 9 遺跡名 原

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 原

地 目 畑 ・宅地 面 積 150,000nf 時 代
弥生

古項•平安

調査
年月日

61年11月12口

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

切

名

神

合

地 番

4789-1 
4791-1 

4795-6 
4798 
4803-1 

4840-lJ 
4843-1 

4850-3 
4853-1 

4856 
4875-1 

氏名

中沢 繁

小林 一秋

上J屈藤平

干田肉男

m中w久雄

三an五郎

柳沢茂夫

柳沢伝太郎

月','!', 51')治
沿水賢治

柳沢 i•i男

字名

り） 合

外九lり1

＇ 」 原

羽毛田端

地番

4876 
4884-l 

6021 
5024-2 

5028-1 

5030 
5051-1 

5079-1 

5085 
5090-1 
5093-l 
4681 

氏名

柳沢助

羽毛IJI 均

佐藤邦二郎

宮沢啓次郎

森泉 勇

佐藤正三

小林 伊作

柳沢 7;;; 美
小林虎雄

小林宗次
店沢新.

井出泰輔

遺

物

採集遺物 （古～平）七師器、須恵器

既出遺物
（弥）後期土器

（古）須思器

千曲川右岸、支流雨川との合流点付近の比高約5mの河岸段丘上に立地する。段丘崖下

位置

地形

環境

を小海線が通じている。駄道臼田平買線を束限とする一帯の平坦な畑地で、この遺跡内に

幸神、中原、外九間の三古憤群があり、合わせて12騒の古坦があるが、最近工場、宅地の建

設が目立ち古坦2基が工場と個人の宅地にとりこまれてしまった。
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遺

番
跡

号
7 0 遺跡名 山 崎

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 大奈良

地 目 畑・ 宅地 面 積 8,000 rtf 時 代
弥生

古棋• 平安

調査
年月日

6]年ll月12日

写

山崎

名 地 番

所

在

地

・

土

地

所

有

者

4742-1 

4747-1 

4749-1 

4750-1 

4751 

4755 

4756 

4757 

氏

坦谷

茶谷

柳沢平一

佐藤和雄

加藤牛之助

加藤新五

上似藤平

大工原典火

一

治

名

辿

欣

字

山崎

名 地

4760 

4764 

番 氏

藤

沢
佐

中

名

弘

梢

遺

物

採集遺物
（弥・ 後期）箱柑水式土器

（古～平）土師器、須恵器

既出遺物 （古）金棗

位置

地形

環境

千曲川右岸段丘上に立地 し、西北に大奈良遺跡、南に原遺跡と幸神古墳群等がある。北酉

部の柳沢平ー氏畑から金森が山土している。中央部東端の加藤武雄氏畑にはもと古坑が

あって勾玉も出土したという。
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遺

番
跡

号
7 l 遺跡名 脇白山

遺跡の

種類
包 政 地 部落名 大奈良

地 目 畑・ 宅地 面 積 25,000 rrf 時 代
縄文・弥生

古項•平安

調査
年月日

61年11月20日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字 き
名 地 番

3785-1 

3831-1 

3823 

3835 

3838 

3843 

3851 

3856-1 

氏名

大工原勝術

大塚献三

松井寿市

志摩喜則

徳治

幸雄

千野

川手

加藤

志摩

甲一

米市

字名

己き

地 番

3860-1 

氏

加藤
名保

遺

物

採集遺物
（縄）石匙、黒曜石10、大形打製石斧

（古～平）七師器

（弥）後期土器

既出遺物

位置

地形

環境

芦内の沢が大奈良部落の東方の平地に突出した丘陵状の台地で、東側の基部には凩道が

通じ、遺跡範囲はそれより西方で、山頂を含んでそれより南面に分布する。住宅辿設工

事中の土砂切取面に住居址と思われる落ち込みと土師器片、木炭がみられ、遺跡である

ことが判明した。
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遺

番
跡

号
7 2 遺跡名 乏 添

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 茄 )II 

地 目 水 田 面 積 l,OOOrrf 時 代 縄 文
調査

年月日
61年11月20日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字 名 地

337 

番 氏

井

原松

上
冗

三

名

iE

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄・中期）藤内式土器、 叫利式深鉢

（野沢南高筍学校所蔵）

位置

地形

環境

大奈良部落の北東端、清川へ通じる追路の北側の水田で、南東に脇白山の丘尾が迫って

いる。上原正三氏が畑を水田化したとき縄文中期（曽利式）深鉢土器が出土し、野沢南

高校に保管している。
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遺

番
跡

号
7 3 遺跡名 他

J＇入 JII 
遺跡の

種類 包 蔵 地 部藩名 y
 

JII 

地 目 畑・宅地 面 積 5,000 nf 時 代 縄文• 平安
調査

年月日
61年11月20n

所
在
地
・
土
地
所
有
着

字

消 JII 

名 地

398 

404 

449 

453 

457 

463 

番 氏 名

松井利雄

高稿窪正

大塚文雄

上原藤平

上原太郎

高橋浅二郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄）小形石llll、多孔石

（平）土師器（糸切底）、

（平） 銅印

須忍器、灰釉

吉沢川の右岸、山麗に立地する清川部落のほば中央部で、神代橋から清川入に通じる迅

路の北側を分布範囲とする

位置

地形

環境
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遺

書
跡

号
7 4 遺跡名 はかせ久保

遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 符 Ill 

地 目 畑 面 積 5,000af 時 代 平 安
謂査

年月日
61年11月20日

字 名 地 番 氏 名 字 名 地 番 氏 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

はかせ久保 719ー イり・

722ーロ号

723ーニ

740-1 

747 

752ー ロ

754 

謁 橋 紀夫

川手喜一

佐々木嵩明

大塚 舛

松井 龍衛

芙濃たか子

橋脇新一

遺

物

採集遺物 （平）上師器2

既 出 遺 物

位置

地形

環境

沼川部落の北方、金原遺跡の南、県迅から東側の山麗の浅いiR西南面の緩頼斜地で、凍

用人藝畑、リ ンゴ固、菊畑などとなる。
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遺

薔
跡

号
7 5 遺跡名 金 LA 

JJ 

遺跡の

種類
包 祓 地 部落名 清 /II 

地 目 畑 面 積 10,000 rrf 時 代 弥生 • 平安
闘査

年月日 61年11月20日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

金原入

名 地

783 

784 

788 

789 

798 

799 

800 

番 氏 名 ．

大塚消太郎

大塚消太郎

佐々木弐市

松井昇三郎

松井藤吉郎

大塚文雄

字 名

金原人

地

801 

802 

803 

番 氏

大塚

店楯

名

文雄

健一

大塚消太郎

” 

遺

物

採集遺物 （弥）後期土器 1 （半）土師器20(内凩を含む）

既出遺物

位置

地形

環境

清川部落の北方、蛇石神社哀山から西方にのびる尾根の末端の南側に立地し、清川から

平買に通じる県道を西限として東方の沢の畑地全体に分布する。北方は佐久市との境界

線。
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遺

番

跡

号 7 6 遺跡名 が1川入
遺跡の

種類
包 蔵 i 也 部窪名 梢 JII 

地 目 畑 面 積 4,000rd 時 代
弥乍

占項• 平安

講査
年月日

61年11月200

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

沼川人

地

584 

585 

586 

587 

588 

590 

番

591-1 

592-1 

氏 名

上原太郎

志限ーニ三

下野米三郎

志摩ーニ三

志摩ーニ三

志摩ーニ三

上原秀明

千野徳治

字

清川入

名 地 薔

593-1 

594-1 

594-2 

氏

原

原

橋

上

上

高

名

藤平

茂雄

治水

遺

物

採集遺物
（弥・後期）箱清水式土器 1

（古～平）土師器 （糸切底 1、尉部3、口緑 1)

既出遺物

位置

地形

環境

和 II部落から山麓を東に入った沢で、西面するかなり領斜の強い細長い沢である。沢の

上方には沼川入古項が確認され、下方の洒川部落内は、純文•平安にわたる遺跡である。
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遺

書

跡

号 7 7 遺跡名 吉沢捉下
遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 滑 JII 

地 目 畑 ・宅地 面 積 11,000nf 時 代 古項• 平安
調査
年月日

6]年11月20日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

吉沢提 F

地

137 

140 

147 

148 

150 

番

160-2 • 3 

162 

163-4 

氏

大塚

大塚

上似

田中

田中

上匝

志附

大塚

政

侶

雄

稔

稔

貢

真

和

名

森

吉

茂

英

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物

（古～平）土師器、須恵器

滑川部落の南東、吉沢川左岸の緩傾斜の畑地のうち池の下方一帯に分布する。西南面す

る緩傾斜面で、県道を越えた西方には脇白山遺跡がある。

位置

地形

環境
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遺

書
跡

号
7 8 遺跡名 明法寺

遺跡の

種類
包 絨 地 部落名 田口下町

地 目 畑 面 積 10,000rd 時 代
縄文・弥屯

古坦 • 平安
調査

年月日 61年11月18日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
着

明法寺

地

3347 

番

3350-L 

3356 

3381 

3382 

氏 名

東fr1石材
工業 濶

大工原m弥

中條衛次

篠原舛吉

大工原純夫

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （縄）打製石斧（分囮形） l (古～平）土師器 l、須思器 l

既出遺物 （弥・後期）箱門水式土器

位置

地形

環境

田□城山の西方の山麓台地で、前面は雨川右岸扇状地の平坦地である。遺跡内に妙法寺

古墳がある。その山ぎわには五輪塔14基がある。
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遺

番

跡

号 7 9 遺跡名
~
 

4
"
 

塚
遺跡の
種類

包 蔵 地 部落名 田口下町

地 目 畑・果柑園 面 積 5,000 n:f 時 代
弥生

古積•平安
鱈査

年月日
61年11月18日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

宮
名

塚

地

3236-1 

番

3236-3~7 

3236-8 

3236-Jl 

氏名

大工原ヒ郎

大工原英火

丸山 要

大工原栄預

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （古~Sfl)土師器、須思器

既出遺物 （弥）太形蛤刃石斧

位置

地形

環境

雨川右岸の扇状地に立地し、龍岡城駅一田口線迅路の西側に位f辻し、明法寺遺跡と相対

している。遺跡内に割塚古打がある。一帯は平坦地で、畑、果樹困、水田の中に住宅が

点在する。
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廼
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遺

番
跡

号
8 0 遺跡名 五 庵

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 田口下町

地 目
illl・ 水田

宅 地
面 積 10,000 rrl 時 代

縄文

古tJt.平安

調査
年月日

61年11月18日

名 i 
堀込雄市！

細谷良僧 i
大 井 政男 i
大工原勲 i

大工原昭二郎 i
＇ 大工原七郎 ； 

臼田町：
森林糾合 ： 

! 

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

万，庵

地

2910 

2913 

2914 

2924 

番 氏 名 字

丘 庵

名 地

2867 

2881 

番 氏

中条

中条

名

衛次

義近

2935-1 

2936-1 

2955 

遺

物

採 集 遺 物

既出遺物 （縄）打製石斧（古一平）須思器

位置

地形

環境

雨川右岸扇状地に立地し、南に龍岡城跡があり、東北方田口城山の山麓の幣松院と相対

し、龍岡城駅一田口線道路の西側に位附する。西北方lQQmに割塚迫跡がある。畑、水

田、宅地が混在している。追跡内巣北部に五庵古団がある。
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遣

番
跡

号
8 1 遺跡名 神原道場

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 田口下町

地 目 畑 面 積 7,000 rrl 時 代
縄文・弥生

古坦•平安

謂査

年月日
61年11月813 

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

下神原

逆 場

名

5

9

 

地

0

0

7

7

 

2

2

 

誉

2714-1 

2731 

2853 

2854-1 

2860 

2863 

名

小林昭治

中沢 繁

細谷英吉郎

土屎翌二

大工肛純夫

中条衛次

中条徳之助

小林今朝一

氏 字
場名

地

2895 

番 氏 名

祥匁とし

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器5、頌恵器 1

既出遺物 （縄）打製石斧（弥・後期）箱消水式土器（平）土師器、須恵器

田口

位置

地形

環境

落、中央部の北方、田口城山麓台地の東西300mにわたる狭長な畑地に分布して

いる。 前面は雨川右摩の扇状地平坦面で田口集落が立地している。
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遺

番
跡

号
8 2 遺跡名 英田地畑

遺跡の

種類
包 践 地 部窪名 田口宮代

地 目 畑 面 積 10,000af 時 代 古坦・平安
調査
年月日

61年11月18日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

英田地畑

地 番

2411-1 

2411-2 

2412 

2413 

2414-5 

氏名．

森泉 雅夫

窃橘狙二郎

小林伊作

丸山唯衛

鷲兄 達

字 名 地 番 氏 名

，1-
ー

遺

物

採集遺物 （古～平）七師器、須恵器

既出遺物 （古一平）須恵器

位置

地形

環境

新海神社参迫西側の南面依斜の畑地で上方（北方）の新海神社地には新海神社西御陵古

項がある。遺跡地内に英田地畑古坦があったが昭和40年発掘調究（蕨手刀出土）の後徹去

された。

付近の英田地畑2451(伴野慎一郎所有地）の畑から、昭和54年刀（艮さ90cm)が出七し

ている。
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遺

薔
跡

号 8 3 遺跡名 盆 束
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 田Cl宮代

地 目 畑・果樹園 面 積 10,000 nf 時 代
縄文・古墳

平安 ・中世

調査
年月日 61年l1月18日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字 名

束

地

2361 

2364 

番

2365-1 

2365-2 

氏 名

及坂なかじ

丸山佐代子

丸山好雄

丸山 安夫

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （縄）凹石 （古一平）土師器8 (甕、甜台付杯）、須恵器 2 (中）茶Fl

既出遺物

位置

地形

環境

新海神社東方の南面する山麓綬傾斜の日当たりのよい段丘上に立地し、段丘下の平地の

集落間には宮代 1号古坦と 2号古坑がある。
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遺

薔
跡

号 8 4 遺跡名 大工原
遺跡の

種類
包 蔽： 地 部窪名 田 口

地 目 畑 面 積 18,000吋 時 代 古坦•平安
調査

年月日 61年11月21日

所
在
地
・
土

地
所

有

者

字

.r. ノ平

名 地

1290 

1292 

1326 

1328 

1335 

1336 

1337 

1338 

番 氏

丸山

長坂

丸山

内藤

井出

梅呑

梅呑

井出

名

光蔵

英明

久吾

順次

安人

栄司

一慈

安人

字 名 地 番 氏 名

他

遺

物

採集遺物 （古～平）上師器 1、須恵器 1

既出遺物

位置

地形

環境

雨川右岸、県追より北側、新海神社東方の山麓台地に立地する遺跡で、＇出代部落の東端

宮代2号古坑付近から東方へ約350mの問に分布する。東方上位段丘に明り本遺跡があ

り、西方上位段丘に宮東遺跡がある。南面する緩頌斜の畑地一術に分布する。
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遺

薔
跡

号 8 5 遣跡名 山 口
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 田口河原布

地 目 畑 面 積 27,000 rrf 時 代
縄文

古項•平安

調査
年月日

61年11月2J□

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字 名

ロ
地

1753 

1800 

1808 

1812 

1820 

1826 

↓ 830 

1832 

番 氏 名

井山 消人

太田勘之助

山崎良一

商柏喜久男

謀橋志でよ

山崎三吉

山口 雄司

羽毛田正皿

字

岩

名

D 

澗

地 番

1838-J 

1839 

2199 

2201 

2202-2 

2213 

氏 名

友野裕三郎

友野裕三郎

小林伊作

山崎良一

小林孝雄

梅香芳和

遺

物

採集遺物 （縄）焦曜石 （古～平）土師器3

既出遺物 （縄・後期）加曽利B式土器、凹石（占～平）須患器

位置

地形

環境

雨川左摩で、支流山口沢川との間に東方からのびてきた尾根の末端部の南面する緩頻斜

而の台地に立地する。遺跡全体は南方の山ぎわを流れる山口沢川に向かって緩似斜する。

遺跡の中心に十二社がある。薬用人藝畑が多い。
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遺

書
跡

号 8 6 遺跡名 明 り本
遣跡の
種類

包 蔵 地 部落名 田口宮代

地 目 畑 面 積 5,000 rrl 時 代 古柑• 平安
調査
年月日

61年11月21口

所
在
地
・
土

地
所
有
者

字

明

名

舷 8

9

1

 

地

1
0
1
0
1
3

1

1

1

 

番

1132ーイ号

↓ 143 

1144 

1145 

名

友野祐三郎

研橋 勝

丸山久吾

梅香延次郎

依田栄一

井出金之肋

片出 術

氏 字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器 （甕肘）

既出遺物

_
9
 

位置

地形

環境

雨川右店の山麓台地に立地する遺跡で、西山沢に通じる道路より東方で、丸山に通じる

眼逍の上方をこれに平行して段丘を東に通じる煤道を下限として分布する。南面する日

当たりのよい緩傾斜面の畑地で、県迅からの比瑞lOrnである。
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遺

番
跡

号 8 7 遺跡名 日向大工原
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 田口宮代

地 目 畑 面 積 10,000 時 代 古頃•平安
調査

年月日
61年11月21日

字 名 地 番 名

市川 厚

di川市之丞

樫11」 計雄

小林喜之助

小林凪登

竹内正春

氏

所
在
地
・
土
地
所
有
者

日向大工原 1066-1 

1067-1 

1068-1 

1069-1 

1071 

1072-1 

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器、須恵器
# 

既出遺物

位置

地形

環境

雨川右比の眼迅の北側にそう山麓台地で、 0当りのよい微高地に分布する迫跡で、市川

一馬氏の畑から数十年前に土器がたくさん山土した。
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遺

奮
跡

号 8 8 遺跡名 芦内岩陰
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 梢 JI I 

地 曰 山 林 面 積 500nf 時 代 縄文・弥生
調査

年月日 61年11月20日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

着

高戸や

地

3535 

番

田

氏

ロ

名

区

字 名 地 書 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄 ・前期）木島式、 関山式、黒浜式、閉磯A式土器、石飢、石匙、小形

掻器、礫器、敲石、 ,n石、凹石、シカ、イノシジ月（弥）後期土器

（野沢南莉等学校所蔵）

甜川部落から東南方に吉沢川を約 2kmさかのぼった沢の奥の急傾斜の南而する山麓に立

位置

地形

環境

地する荒船熔岩の柱状節理の岩唸で、沢底を小流が流れている。

昭和39年に「哄内洞穴遺跡の研究」で長野梨学校科学教育奨励金をうけ、樋口昇― •藤

沢平治氏が発掘関査を行なった。上方200mlこ芦内遺跡がある。

開□部1111.75m、奥行2.5m、邸さ2.4m、天井石約45度の傾斜、

に東1屈5m。
テラスはIJり口部を中心
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遺

薔
跡

号 8 9 遺跡名 芦 内
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 沿 JII 

地 目 畑 面 積 10,000nf 時 代 縄 文
調査

年月日
61年11月20日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
奢

阿しない

地

3486 

番

3486-6 

3504-1 

3506 

3507 

3508 

氏 名

大塚献三

大塚滑太郎

志限嘉一

志限品一

大塚献三

志摩

字 名 地 書 氏 名

~1-

遺

物

採集遺物 （縄）黒曜石

既出遺物

位置

地形

環境

所川部落の東南方吉沢川にそって芦内の沢を約2km上りつめた揉高890mの高原盆地状

の地形で湧水も既宮である。畜舎を中心に店場がひらかれていて、畑地に遺物の分布が

みられる。200m下方に縄文前期の芦内岩陰追跡がある。

Ft 
• • 屯頭

・や ''枷曰・心~-鵬' • 

匝~-~~
-·、今_..,、•,«.~必品茄G

1: ..、亡芯 ― 
'1"• .l 

じ l

多[」
稔：

a
一．玄忍
“‘L

.

r

-

＊ヤ＇曼
ンベニ
＿

:[-―-
•
`
『
、
．
},̀' 

、

9
ゞ

・

．^
 

.
f
 
•• 

1
.
.
 ‘"、

C‘、

｀
、

，
 

-126-





遺

書
跡

号 9 0 遺跡名 丸山下
遺跡の

種類
包 滋 地 部落名 丸 山

地 目 畑・ 宅地 面 積 5,000af 時 代 古瑣•平安
謂査

年月日
61年11月17日

所

在

地

・

土

地

所

有

着

字名

東大工匝

地 番

949-1 

850-2 

850- 3• 5 

851-1·2• 4 

857 

861-1 

863 

氏 名 字 名 地 番 氏 名

長坂

竹内

竹内

9
9
9
9

9
9
9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

郎

災

郎

美

夫

男

平

太

栄

八

栄

房

鉄

光

謀

雄内

1
1
1
1
1
1

竹

叩

和

和

遺

物

採 集 遺 物

既 出 遺 物 （古一平）上師器

位置

地形

環境

丸山部落の西端雨川右岸の低位段丘で、県道をはさんだ狭長な平地に分布する。

市川栄美氏が屋敷IC土むろを掘った際地下6尺から土器がでたので、公民館に届け、現

在龍岡城お台所の査料館に保存されているはず。
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遺

薔

跡

号 9 1 遺跡名 丸山上
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 丸 山

地 目 畑 ・宅地 面 積 20,000nl 時 代 占項 ・平安
調査

年月日
61年11月170

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

丸山

四ノ久保

東イニテ

地

542 

番

543-2 

544 

456-1 

560-1 

561 

654 

699 

氏名．

竹内武一

竹内主計

竹内久遠

市川康彦

竹内昭雄

市川混八郎

市川芳雄

長坂房夫

字

束イニテ

名

西イニテ

地 書

701-1 

712-1 

712-4 

713-3 

770-1 

772-1 

氏

長坂房夫

及坂和義

長坂悦夫

竹内且男

浅川今朝雄

正存竹内

名

遺

物

採集遺物 （古～平） 土師器4、須恵器.J

既出遺物

位置

地形

環境

雨川右岸の南面傾斜の山麓台地で、丸山部落の限敷地と畑地を含む。部洛の中を東西に

通じる迅路を中心として、上下の畑地にわたって分布するが、辺下の市川康彦氏の屋敷

畑を中心にやや密度がこい。
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遺

薔

跡

号 9 2 遺跡名 影丸山
遺跡の

種類 包 絃 地 部落名 丸 山

地 目 畑 面 積 20,000 nf 時 代 平 安
調査
年月日

I 61年1]月]70

字

[1]ノ上

名 地 番

所

在

地

・

土

地

所

有

者

水 落

331ーイ

336-1 

337-1 

345 

347-1 

361 

366ー ロ

372 

氏名

石井侶 夫

石井義利

石井義利

竹 内 幸男

竹内徳一

市川三千男

市川三千男

竹内 睛雄

字 落
水

名 地

375 

番 氏

井石

名

春雄

遺

物

採 集 遺 物 （平）土師器

既出遺物

位置

地形

環境

雨川右岸の山麓台地で、丸山部落の東南方を水落観音の方向に入った沢の束南面する斜

面に分布し、竹内徳ー氏宅から上方約25Qmにわたる間である。
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遺

番

跡

号 9 3 遺跡名 程久保
遺跡の

種類 句 政 地 部溶名 丸 山

地 目 山 林 面 積 15,000nf 時 代 縄 文
調査

年月 日 61年11月170

字 名 地 番 氏 名 字 名 地 番 氏 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

程久保

267-30 

267-13 

267-20 

267-21 

267-30 

267-31 

267-42 

佐藤柑見

石井義利

佐藤清見

佐藤 m見

高見沢孝雄

野県長

遺

物

採集遺物 （縄）黒曜石 （三石延雄氏所汲）

既出遺物

位置

地形

環境

雨川ダムの堰提の下、右岸の支流を北東に約7QQmさかのぼった程久保の奥、南東面す

る山麓斜面に立地する。この沢に鉱泉が湧出し、これを湖月荘に引沿する導管を敷設する

工市の除1こ縄文土器が出土したという。 （井出笥蔵氏談）
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遺

誉
跡

号 9 4 遺跡名 栗 平
遺跡の

種類 包 蔵 地 部窪名 丸 山

地 目 原 野 面 積 l,500af 時 代 縄 文
鯛査
年月日

61年11月17日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

栗
平名

地

240 

番 氏

官
―

布
~

名地
字 名 地 番 氏 名

嶋

遺

物

採集遺物

既出遺物 （縄）打製石斧（大形）］ （小須田一雄氏所蔵）

位置

地形

環境

雨川上流湖月荘から上流約700m、左岸の山麗小台地に立地する遺跡で、もと畑だったが

現在は荒地となっている。
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遺

薔
跡

号
9 5 遺跡名 大から沢

遺跡の

種類
句 蔵 地 部落名 丸 山

地 目 畑・宅地 面 積 1,000 of 時 代 縄 文
鱈査

年月日
61年11月17日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

から沢

地

247 

番 氏 名

油井$太郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （縄）前期上器片2 横刃形石器 2

既 出 遺 物

位置

地形 ，．

環境

雨川最上流、田口峠 Fの開拓地にあり、雨川左岸の山麓小台地に立地する。油井幸太郎

氏の家の周辺の畑地に逍物が散布している。
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遺

番
跡

号
9 6 遺跡名 広川原

遺跡の

種類 包 政 地 部窪名 広川脳

地 目 畑・宅地 面 積 2,000 rrf 時 代 平 安
謂査
年月日 61年11月]7日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

広川原

地 番

147-1 

147-2 

148-] 

氏

叩II

市川

市川

名・

つね

英雄

利雄

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土師器30(内黒、糸切底を含む）、須恵器

既出遺 物

位置

地形

環境

馬坂川の上流右岸、広川原部落の人口の小台地に立地する。公民館付近市川英雄氏の畑

を中心として、県道にまたがるtillの間に分布する。
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遺

薔
跡

号
9 7 遺跡名 西塚田

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 分

地 目
畑• 水田

宅 地
面 積 20,000 rd 時 代 古坦•平安

鯛査

年月日 61年11月21日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

東塚田

西塚田

地

24 

26 

27-1 

30 

58 

59 

60 

番 名．

竹内金三

小須田清

小須田建三

横山きよ子

依田栄太郎

依田九一郎

政利

氏

田巾

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器

既出遺物 （古～平） 須恵器

位置

地形

環境

三分部落の西方、収迅と田口下町方面に通じる道路の分岐点の交通竹勺灯の南方一帯で、

平坦地の中のわずかな微高地となっている。
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遺

蕃
跡

号 9 8 遺跡名 田 中
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 分

地 目
水田・畑

宅 地
面 積 4,000nf 時 代

縄文・弥生

古頃・平安

謂査

年月日
61年11月12日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

中川原

名 地

261 

265 

285 

286 

288 

291 

誉 氏

臼

臼

臼

臼

臼

臼

田

田

田

田

田

田

町

町

町

町

町

町

名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺 物 （古～平）＋師器、須恵器

既出遺物

位置

地形

環境

（縄）打製石斧
（弥・中、 後期）栗林式、箱附水式土器、石包丁、太形蛤刃石斧

（小林秀人氏採集臼田町文化センター展丞2

県道と入沢広域農辺の分岐点から、広域農追にそって南へ約200mの問、腹道の西側、東

西巾約70mの間に分布する。東側は広域農道、西は低い段丘状をなして低地に接している。
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遺

薔
跡

号 9 9 遺跡名 戸片r:1
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 分

地 目 水田 ・ ~Ill 面 積 5,000 rrf 時 代
縄文

古坦 • 平安
調査

年月日
61年11月21口

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

上川原

下川原

名 地 番

240-1 

240-2 

242 

248 

氏 名

佐々木宗雄．

佐 藤 英 人

高屈 武

佐々木利雄

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集遺 物

既出 遺 物 （縄）打製石斧、世1-ti(古～平）須患器

位置

地形

環境

臼田駅の南方か ら三分に通じ る道路の北方で、8:1中遺跡の西南方に位皿する。下越本郷

部落の三分線道路の北側の平坦地で、宅地と水田を含む。

,-
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,,,, .・,.、・
ヽ

• 免必ジ

鳳＃呪加．．
4'¥・.,.,_ 名;-.... ,, .. - -. 

．^ 
. ., -~-• . .'• .:• ・~---:--:-ら、.'.〒:.'""

rふ姿ふさ. . ·• ,., .、-・... ・--:.. 駄... ~; 
事:- .• -・. ••.•. -~ ● • こ，J・.. . .. -~ .• ,11-.,• 
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--•••• -・-・'.. ,・"公む1 ·• ,J~- 一·
, ,.'j . .,.. ~, ...':: 心・

. .,~,. .・ 
・..~. ぷ：．．—.')'  

~;...,.r 、・ダ•~-、げ～ヽ．、．ゞ己 ・ご”―苓ざ― ‘’ • .• . .. -l -;o t、_'.• •• :'-、：.'>_,.fl, ぷ心--:~~~i翠活合、こ区'.'.L 、心
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遺

番

跡

号 1 0 0 遺跡名 ..JI: 上
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 分

地 目 水 田 面 積 10,000nt 時 代
縄文 ・弥生

古坦 • 平安
Ill 査
年月日

61年11月26日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

上の田

名 地

2

5

0

1

4

2

6

4

4

5

5

5

6

6

 

番 氏 名

佐藤竹雄

高栂述夫

岩田 節． 
岩田静男

宮沢

高栂藤太郎

出沢信太郎

せん

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄）前期初吼 IE積 FR?i式.r.沿・後JUI 堀の内式士器、石鰈．石匙、打製石斧、

横刃型石器（弥）後期」；り8、lf1製石鎧（占）和泉式 ・鬼麻式（甕 ・甑・ 壷 ・杯 .,f.j歴
・謀坪）臼屯（平）七師然・ 須患器 (ll/J和48年発掘訓介、臼田町文化センターに展示）

位置

地形

環境

下越本郷部落長慶寺の東方段丘上に位四する。戸井口遺跡南方lOOm、平坦な水田地帯

の中の微高地であったが、圃場整備市業によって水田化された。昭和4舷F臼田町教育委は

会が発掘閲査した。

和泉期住居址1棟、鬼祁前葉住居址 3 棟、上拡4 話、溝状遺構 1 ~等を検出する。

昭和55年報告柑刊行
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遺

番

跡

号
l O 1 遺跡名 四照寺

遺跡の

種類
包 級 地 部落名 分

地 目
畑

~j: 院境内
面 積 I 0.000 rrf 時 代

縄文・弥生

中世

謂査
年月日

61年 11JJ 21日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

寺久保

地

1056 

番

1056-2 

1056-3 

1058 

1060 

1064 

氏

岡

旧

田

約

臼

依

迅 照

秋山

m水

名

盛人

沖三

英智

寺

炎／順

忠雄

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （中） I:師竹土器

既出遺物 （縄）打製石斧 （弥・後期）箱m水式上器

位置

地形

環境

三分部浴の南方、岩崎山の北西山麓台地に立地する遺跡で段丘端をめぐる田口rn水を北

西の限界とし、品照寺を含む緩傾斜面の畑地に分布する。西方水田地帯のなかに井上遺跡

がある。
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遺

番
跡

号 l O 2 遺跡名 荒 な
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 分

地 目
畑・呆樹園

研地
面 積 20,000 rrt 時 代

弥生・古墳

平安・中世

調査

年月日
61年11月21日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

新

名 地 番

1109 

1110 

1111 

1113 

l l 14 

1115 

l 116 

1J 17 

氏

山

山

山

山

横

横

横

横

名．

順一

順一

順一

順一

横山 l~n
沼水毛佐美

佐々木保人

沼水俊佐

沿
J

字

新

名 地

1126 

番 氏

井油 治

名

屯

遺

物

採集遺物 （弥・後期）箱精水式上器・ （古～平）土師器

既出遺物 （弥・後期）箱清水式上器・ （中）陶器、内耳七器（臼田中学校所蔵）

位置

地形

環境

千曲川右岸平地の東方山麓の台地状微高地に立地する遺跡で、岩崎山南東の小山沢の西

方出口で、田口用水の西方の畑地に分布する。南に山際、北方に辺照寺、東に小山沢の

諸遺跡が近接している。西方は水田地帯で井上遺跡がある。
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遺

薔
跡

号
l O 3 遺跡名 小山沢

遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 分

地 目 畑 面 積 2,000nf 時 代 縄 文
調査
年月日

61年11月20日

字名

小山沢

地 番

所

在

地

・

土

地

所

有

者

113l 

1132 

1136 

1137 

氏名

篠1以輝治

浅川定五郎

佐藤竹雄

佐々木龍雄

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物 （縄）石餓

位置

地形

環境

下曲川右岸平地の東ガ山麓を東に入った小さな谷に立地する遺跡で、北東は宕崎山、南は

入沢の採石場に囲まれた西IC緩煩斜する沢の畑地に分布する。沢の南方出口には荒硲遺

跡がある。
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遺

薔
跡

号 1 0 4 遺跡名 分
遺跡の

種類 包 蔵 地 部窪名 分

地 目 畑 面 積 30,000面 時 代
縄文

古泊•平安
鯛査
年月日

6l年ll月21日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

塚 畑

芝

谷

宮

地

地

459 
461 

465 
467 
473 

475 
480 

599 
619 
622 

626 

629 

番 氏名

柏 原 究 他
粁木太'μ'J
滑水ぶむぶ次
横 111 fir 
沿岡 徳

II 

惰水正払
臼[I] 要三

田中うI・一
＂ 田 中 昭雄

横 山 村雄

字名

谷 地

北手塚

厄人海道

地

634 

640 

645 
654 

688 

709 

711 

ヽ
715 

716 
717 

721 
722 

番 氏名

田中 秀一

菊地平八llll
滑水てるじ
臼 m 町

田 中次刃
小林小一郎

糸Ill谷炎古郎

＂ II 
＂ 
＂ JI 

遺

物

採 集 遺 物 （古～平） 土師器

既 出 遺 物
（縄） 中期上器、打製石斧5 （古～平）須恵器 、土師器

（小林秀人氏採集臼田町文化センター展示）

位置

地形

環境

雨川左岸の山麗台地に立地し、三分から田口下町に通じる迅路の東方、訪諏神社北方、

田口小学校スケー ト場の南辺までの問の畑地に分布する。段丘上東南方山口沢川右岸には

山口遺跡があり、 三分部落を越えた西方には西塚田遺跡がある。
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遺

番

跡

号
1 0 5 遺跡名 山 際

遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 入 沢

地 目 畑・荒地 面 積 6,000 n:f 時 代
弥生・古積

平安・中世

調 査
年月日

I 62年J]月5日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字 名 地 番

3~5 

8 

11 

氏

雄

油

向

新

新

日

人

一

勇

名

長

保

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既出遺物 （弥・後期）箱梢水式土器（古～平）土師器、須忠器、土錘 （中） 陶器片

位置

地形

環境

入沢北方千曲川右岸平地の東方山ぎわに立地する遺跡で、田口用水路の西方に沿う台地

状微窃地に所在する。畑地、畑荒地で、西方は水田地帯に接する。遺跡内に山際 1号古

墳がある。北方に接して荒巻遺跡がある。南方田口用水ぞいに山際 2号古墳、 3号古培

がある。
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遺

番

跡

号
1 0 6 遺跡名 和田前

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目
水田

畑
面 積 30,000af 時 代 古墳 • 平安

調査

年月日
62年 11月5A

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

池ノ端

和田前

地

6
3
6
9
9
3
7
4

l

l

l

l

 

番 氏

三石

三石

三石

三石

名

要

双太

邦夫

清吾

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物 （古～平）上師器

位置

地形

環境

千曲川右岸平地の東方山麓の平地か＇ら斜面に立地する遺跡で、南方250mを谷川が西流

して下曲川に注ぎ、谷川扇状地を形成 している。百沼小学校の東を南北に通じる広域農

道か ら山ぎわまでの水田と田口用水をこえた和田前の畑地を含む。田口用水堰1こそって

北方には山際3号、 2号、 1号古れがある。
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遺

番

跡

母
1 0 7 遺跡名 梱現通

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 20.oooaf 時 代
縄文

古項 • 平安

輯査
年月日

62年］］月 5H

所
在

地

・
土
地
所

有
者

字名

細久保

II 

巾椛現

” 
II 

地

1487 

1488 

1528 

1529 

1530 

番 氏

三石

RI句

三石

新海

三石

名．

和人

長

正之

和雄

吉治

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （古～平）土師器、須退器、＇灰釉

既出遺物
（縄）打製石斧、 （古～平）土鈍

（採 者日向長臼田町文化センター展示）

位置

地形

環境

入沢の部落内谷川右岸権現通を北に入った沢で、南面緩領斜の山麓の畑地に分布する。

この沢の西方山麓IC.は枷現通古坦群の 5号、 6号、 7号古切がある。
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遺

番

跡

号
1 0 8 遺跡名 五塁西 ・i易殿入1

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目
畑

果樹園
面 積 80,000nf 時 代

縄文 ・古柑

奈良 • 平安
謂査
年月日

62年11月7日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

後田

中村

梨ノ木

五霊西

II 

” 

地番

1592-1 

1618 

1657 

1692 

1693 

1694 

氏名
鼻

岩松今朝市

岩 松 昭二

岩松今朝市

岩松

日向 潔

比田俊一郎

昭

字 名 地 番 氏 名

遺

物

位置

地形

環境

採 集 遺 物 （縄）石9族、打製石斧（古～平）上師器、須恵器、 灰釉（中）陶器

（細）石剣、打製石斧、（弥）後期上器（古）鬼府式（甕、渇杯、蓋、

土製勾玉） （平） 上師器、須恵器
（所蔵者長田慶之助、三石延雄、 fit召郷土館）

谷川右岸入沢部落中央から北に入った広い沢で、南而する畑地に分布する。東は五盤西

古切群の所在する山麓から西は禍殿入の沢を含め、南は入沢部落北方の畑地から北は

山林に接するまでの全域にわたる。莉露西古坦群 5基と楊殿入古坦 1基が遺跡地内に存

在する。

既 出 遺 物
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遺

番

跡

号 l O 9 遺跡名 1下海戸・山の前 1

遺跡の

種類
●包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目
畑

果樹園
面 積 20,000rrf' 時 代

縄文

古瑣•平安
鯛査

年月日
62年ll月7日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

F海戸

四分ー

三窪出口

“ 

山の前

,, 

¥.T 
．．
 

，
 

林

地

1889 

1890 

1943 

1944 

1945 

2008 

2026 

2026 

番 氏

石井

三石

三石

三石

三石

三石

石井

横森

名

貞治

清吾

忠

平

裕士

甲

文男

永司

字

山の前

II 

名

7

6

 

']

1
 

地

2
0
2
1

番 氏

野

松
凪

岩

弘

嘉

名

道

久

遺

物

採集遺物

既出遺物
（純・後期）土器、打製石斧、横刃型石器（弥・後期）箱妍水式土器

（古～平）土師器 （三石延雄氏所鼓）

谷川右岸の山麓台地に立地する追跡で、入沢上部落の北方一，，けの畑地に分布し西は渇殿

入に通じる牒迅を限り、東は山の前の沢を限る範囲を包含する。

位置

地形

環境
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遺

番
跡

号 1 l 0 遺跡名 月通沢• 水石
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑• 水田 面 積 50,000nf 時
代 1江器・駆・弥’、E

古坦•平女・中世

訊査

年月日
62年11月9日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

月通沢

水 石

地

2214 

2216 

2225 

2228 

2268 

2277 

奮 氏

岩松

伴野

三石

三石

日向

日向

名

武人

好勝

よし

むら

佳紀

長

写： 名 地 番 氏 名

遺

物

位置

地形

環境

採集遺物

（先）ナイフ形石器、翼状剥片、石核 （糸:0)焦曜石、打製石斧

（古～平）七師器、須恵器｀灰釉、土鈴（中）中世陶器天目破片

（弥・後期）箱沼水式土器 （三石延雄氏所蔵）

谷川の上流、赤谷方面と荷通り方面の辺路の分岐点付近で、谷川右岸の山麓台地状の南

傾斜而に立地する。西はこの台地に上る腹道を限り東は水石の沢を限る。南はほぼ製道

を F限とし、北は畑地全体を包含し、一部植林地内に及ぶ、北方の厖根上に水石城跡が

あり、東方谷川右岸には凸塞地岱、束基地堂遺跡がある。

既出遺物
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遺

誉
跡

号
] ] ] 遺跡名 西廷地棠

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 入 沢

地 曰 畑・楢林 面 積 10,000nf 時 代 平 安
調査

年月日
62年］］月 9B

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

西狙地棠

” 

地

2306 

2307 

番 氏

井

石
桜

三

名

徳政

:1義

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物 （平）土師器

谷川と荷通川の合流点の下方30011¥、荷通り線路と谷川のLLLLの狭及な緩斜面に立地する。

位置

地形

環境
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遺

薔

跡

号
1 1 2 遺跡名 東枯地堂

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑・ 植林 面 積 16,000af 時 代 純文 • 平安
調査

年月日
I 62年Jl月9日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

東墓地⇔

名 地

2316 

番 氏 名

肖沼財産区

字 名 地 誉 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物 （縄）後期土器 （平）土師器、須恵器 （三石延雄氏所蔵）

位置

地形

環境

赤谷川 と荷通川の合流点付近で術通川の右岸から、個通線逍路を越えて北方山麓の沢の

山林（冑沼財産区有林）内に及んで分布している。西墓地堂遺跡の東150mにあり、谷

川の対岸には立平遺跡、東方10amには荻の入遺跡がある。
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遺

誉

跡

号 l l 3 遺跡名 荻の入
遺跡の

積類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑・ 山林 面 積 5,000nf 時 代 平 安
鯛査

年月日
62年Il月90

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

荻の入

地

2342 

番 氏名
ヽ

胄沼財産区

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既 出 遺 物 （平）土師器（内黙）

位置

地形

環境

谷川上流荷通川と赤谷川の合流点から荷通川を約40Qmさかのぼった右岸山麓に立地する。

荷通線道路から北方山麓の狭い台地状斜面にあって、かって桑畑 とされていたが、現状

は山林 Ci'fi召財産区有林）である。栢店890m。

疇 '' !'I  ; 

亀ii.:.1.. ・
......... I,、

• ヽ

~ 
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遺

番
跡

号
1 1 4 遺跡名

． 
一つ石岩陰

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 赤 谷

地 目 山 林 面 積 1,000nf 時 代
縄文・弥1.1~

平安 ・中世

調査

年月日
62年IJ月1013

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

天狗岩

地

2374 

番

国

氏名

有

字 名 地 奮 氏 名

林

遺

物

採集遺物 （平）土師悩2

既出遺物
（縄）中期上器、後期上器 （弥・後期）箱約水式土器

（平）土師器、須忍器 （中）内耳土器

位置

地形

環境

赤谷部落の東方1km、谷川の最上流右阜の国有林内の山麓小台地に立地し、邸さ Sm

品帽子状の角礫岩の孤立した巨岩の周辺に分布している。南面する日当たりのよい乾

地であるが、その西方の浅い低湿地には石税み状の跡がみられる。
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遺

誉

跡

号
1 1 5 遺跡名 滝日陰

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 赤 谷

地 目 山 林 面 積 l.OOOnf 時 代 純文・弥生
謂査

年月 日
62年]1月10日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

天狗岩

地

2273 

番

国

氏

有
名林

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物 （縄 • 前期）黒浜式土器 （弥）箱沿水式土器（簾状文） （三石延雄氏所蔵）

位置

地形

環境

赤谷部落から東へ 1krn、赤谷川をさかのほ＇？ た同有林内で、赤谷川左岸の山麓傾斜地

の岩塊の重なり合った、崩落した小岩陰にある。赤谷川の対岸2QQmに一つ石岩陰遺跡

があり、南方の急峻な比高70mの尾根上には中日向岩は遺跡（佐久町）があって、奥地

の遺跡のあり方が注目される。
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遺

番

跡

号 1 1 6 遺跡名 大岩の滝岩陰
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 赤 谷

地 目 山 林 面 積 l ,OOOnf 時 代 平 安
調査
年月日

62年1]月10日

字 名 地 番 氏 名 字 名 地 番 氏 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

大岩滝の上 臼田町有林

遺

物

採 集 遺 物

既出遺物 （平）土師器（内黒） （三石延雄氏所双）

位置

地形

環境

赤谷部落から東へ 1km、赤谷川右岸臼田町有林内の急峻な山腹にある大きな岩陰で、

間□4m、奥行2.5m、庇の高さはJOmもある。テラスにはJf}.ぃ土屈の堆籾がみられる。

東方15oinに一つ石岩陰がある。大岩の滝岩陰ー一つ石岩陰;---滝日陰ー 中日向岩陰（佐

久町）とこのような深山に集中的に岩陰遺跡が存在することは注目される。
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遺

番

跡

号
l 1 7 遺跡名 赤 谷

遺跡の
種類

包 蔵 地 部落名 赤 谷

地 目 畑 面 積 5,000rrf 時 代 平 安
調査

年月日
62年11月9日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

大深山

” 
II 

II 

地

2456 

2456 

2457 

2458 

番 氏 名

岩松J.,一郎

横山宮雄

渡辺和夫

日向今朝萩

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土Cifi器 3

既出遺物

位置

地形

環境

赤谷部落の道路より上（南方）の盆地状の斜而で、沢の奥に湧水があり、大深山の池

（貯水池）がつくられ、段々の水田とt(l)が開かれ、 江戸末期の開拓村赤谷の主嬰耕地で

ある。下方（北方）soomには益平遺跡がある。
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遺

薔
跡

号
1 1 8 遺跡名 裳一 平

遺跡の

種類 包 践 地 部落名 赤 谷

地 目 畑 面 積 2,000nf 時 代 縄 文
訓査

年月日
62年11月 9日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

堂

” 
II 

名 地

2503 

2504 

2506 

番 氏

向

松

向

日

岩

日

名

裕

定—•

義正

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （縄）横刃型石器

既 出 遺 物

位置

地形

環境

赤谷部落の入口、町迅より下の谷川左／＃の段丘 ヒに所在する。日向喜作氏宅より西側の平

坦な畑地に分布する。谷川の対J社には西廷地堂、東騒地堂、荻の入の諸遺跡があり、南

方迅路を越えた上方の沢には臼汀遺跡がある。
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遺

番

跡

号
1 l 9 遺跡名 臼 窪

遺跡の

種類
包 威 地 部落名 入 沢

地 目 山 林 面 積 2,000n:! 時 代 弥生•平安
調査

年月日
62年1]月9日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

田

邪

窪

臼

名

向日

地番

2335 

2567 

氏

向

井
日

桜

名．

＃作
忠士

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既出遺物 （弥 ・後期）・箱柑水式土器（平）止師器

位置

地形

環境

赤谷部落の入口堂平から南へ道路をこえて田窪線道路を200mほどさかのぼった付近、

沢の中央を流れる細流の右岸（東）田窪、左岸（西）日向臼莉にまたがる追跡で北東面する

沢で、もと畑地で水田も開かれていたが、現在はカラマツの柏林や荒地となっている。

日向臼窪の桜井忠士氏のもと畑（現在山林）から弥生土器が出土し、田窪の日向喜作氏

の畑から道路づくりの際土師器が出土している。

~ 
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遺

誉

跡

号
1 2 0 遺跡名 藤 原

遺跡の

種類
包 蔽 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 1,000 rd 時 代 弥生• 平安
調査
年月日

62年11月 6日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

ヒ藤原出にl

地番

2854 

氏

向日

名

日時

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出 遺物 （弥 ・後期）箱清水式土器（平）土師器、須恵器 （三石延雄氏所蔵）

位置

地形

環境

馬が集落の東方約6QQm谷川左岸の山麓台地に立地する小範囲の遺跡である。六角堂地

籍から束方へ、谷川支流の小河川を渡った段丘踏にあり、谷川の対岸には下海戸 •山の前

遺跡、天神平•西ノ窪古坑群がある。日向口時氏畑から遺物を採集している。
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遺

薔
跡

号
1 2 1 遺跡名 馬寄・六角堂

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 ・果樹園 面 積 100,000 of 時 代 縄文 ・中世 闘査

年月日
62年11月6日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

六角獄

牧 平

六角堂

“ 
II 

II 

馬 寄

II 

地

2817 

2931 

2888 

2892 

2894 

2903 

2988 

2990 

番 氏

三石

三石

三石

日向

岩松

三石

三石

岩松

雄

三

昇

男

助

要

雄

昭

名

延

幸

貞

翌

延

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物
（縄・中期）灼利式土器、魚形陰刻土器、石鏃、打製石斧、横刃形石器、

凹石、有孔即状石器 （中）鉄鏃

位置

地形

環境

入沢部落の南方、谷川左岸の段丘上に立地し、東は馬寄部落から、西は字六角堂地籍東

端谷川に流入する支流の沢までの間、北は谷川の段丘端から南は山ぎわまで、一帯の畑

地に分布する。六角常地籍には段丘端から山麓まで北南に、約50mの問隔をもって 2条

の土居と浪あとが認められ、中世武士の私牧の追構の一部と考えられ、鉄鏃を出土して

いる。西南方山頂には入沢城跡がある。 近世には六角堂があったと伝承され、元禄の記年

銘をもつ石仏群が残されている。 三．右延雄氏の畑から土り広が検出され、魚形陰刻土器、

打製石斧、横刃形石器等が出土したu (1980、長野県考古学会誌第38号に報告）
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遺

番

跡

号 1 2 2 遺跡名 月夜平
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑・宅地 面 積 30,000nf 時 代
縄文・古積

平安・中世

謂査

年月日
62年11月61---1

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

月夜平

原

” 
月夜平

II 

II 

” 

地

2144 

3106 

3107 

3248 

3247 

3252 

3257 

番 氏 名

R向義知

武令忠雄

日 向 喜 平

三石新一郎

日 向 悦 郎

日向毀ー

日向新一郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既 出 遺 物

（縄）黒1胤石 （古～平）七師器、須恵器、灰釉 （中）中世陶器

（縄・前、中、後期）訊磯A式、 f;匂式、）~flr, 味l)E式、カfl竹和1B式、堀ノ内式土i:r.ぶ鏃、打石

斧磨石斧石錐石un、『l石、石剣石悴、多.fL石、土偶、滑車形耳飾、J:製漑（弥・Hi!、後
期）水神乎系土器、箱惰水式 I:器（古～平）須懸器（昭利132年発掘調究、Wi附1郷t館）所蔵）

位置

地 形

環境

谷川が干曲川流域の沖積平地にでる谷口の左岸に形成された洪租J面の段丘で、西方の水

田面との比窃約10mの西南面する台地で、磯部から大宮諏訪神社に通、じる道路の北方一

帯の畑地果樹園に分布する。遺跡内に月夜平4号古墳が所在する。段丘東方には馬寄六

角棠遺跡、段丘下西方の水田地常には東荒谷、十日町遺跡等がある。谷川の対岸には権

現通、五塁西、褐殿入等の遺跡や占墳群が存在して、遺跡の密集地帯をなしている。磯部

からは道路拡巾工事の際三石孝太郎氏宅の南隣り付近から長さ 152cmの野製の大石棒が

出土し大宮諏訪神社に所成されている。
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遣

薔

跡

号
1 2 3 遺跡名 占祥寺

遺跡の

種類
包 淑 地 部落名 入 沢

地 目 畑荒地 面 積 5,000nf 時 代 平安 ・中世
調査

年月日
62年11月6口

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

諏訪の入

” 

地番

3298 

3298 

氏名

吉 祥寺

l::1向喜平

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物

既 出 遺 物
（平）土師器、須思器、灰釉 （中）七師質土器、内耳土器、陶器

（三石延雄氏所蔵）

位置

地形

環境

月夜平段丘の南東部で吉祥寺から入沢城跡の南麓を東に入 った西而伯斜の沢で、もと桑

畑であ ったが現在は荒地、雑木林となっている。西方に野呂沢遺跡、北方に月夜平遺跡

がある。
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遺

薔
跡

号
1 2 4 遺跡名 野呂沢

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 10,000 irl 時 代 平安 ・中世
訓査
年月日

62年11月6日

名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

野呂沢

II 

’’ 

“ 

地

3344 

3345 

3346 

3348 

番 氏

三石

佐藤

三石

日向

名．

敏郎

光雄

強

翌吉

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物

既出遺物 （平）土師器21 （中） 中世陶器l

位置

地形

環境

千曲川右岸の東方、谷川左岸の谷口に形成された月仮平段丘の南西部を占める遺跡で、

十二山の東麓で、十日町から吉祥寺に通じる迅路の南側の畑地に分布する。西の十二山

城跡は三界塚ともいわれ、中世から近世初面にかけて信仰対象の四地とされていたもの

と考えられ、東には入沢城跡とその山麓に八幡神社と吉祥寺があり占祥寺迫跡が存在する。

北方は月夜平遺跡につづいている。
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遺

誉

跡

号 1 2 5 遺跡名 観正田
遺跡の
種類 包 蔵 地 部落名 条

地 目
畑•水田

宅地
面 積 10,000 ref 時 代 平安 ・中世

調査

年月日
62年J1月4Cl 

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

観正田

“ 
,, 

地

652 

657 

6認

659 

番 氏 名

新律真治

菊池仁一郎

長浪品人

三石 永

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土師器 l （中）土師質上器 l

既出遺物

位置

地形

環境

三条部落西方千曲川氾濫原に立地じ、水田と転作の畑地である。遺跡の分布範囲は新田

小路を南限とし、 北は三石永氏の宅地まで、西は熱田神宮の石伺を北に通じる道路を西

限として東は県迅までとする。

~ 漕l

'~. .... 
で璽璽
~~~~~tここここ → 

・ ~ ._ , ~~ 鳥·"',~~-- .'.... , 

¥、1 >: 寄~~迂·\全炉••ゞ~:';:..._.,~
ェ・¥(~,- r唸 ‘ 

. X•--, : ..』≪ •1 ,... . :"・. :.. - '...、,,
・~,・:{,. ?'.. -・.. -~'!": .. -.,; ・．ツ．．.. . . . .. 

ヽ
.~ 

- -追. __  ,.,■, .. 
~· ●、 •'l

でな_.,..,~
. ·~, ふ~!ii

匹

疇
臼!I,'-~

ヨ瓢

-179-



ー180-



遺

番
跡

号
1 2 6 遺跡名 南 提

遺跡の

種類
勾 蔵 地 部落名 条

地 目 畑・ 宅地 面 積 3,000 rrf 時 代 平 安
訓査

年月日
62年］］月 4日

字 名 ,
 
．．
 
9

9

9

9

9

9

9

9

9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

1

,

＇1
,

忠

zwJ
積

xm

善

律

柳

田

柳

新

窃

依

高

所

在

地

・

土

地

所

有

者

浜茄下

II 

“ 

地

491 

493 

494 

498 

番 氏 名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （平）土師器（ロ クロ痕ある）

既出遺物

位置

地形

環境

三条部落の西方、千曲川堤防の内側の氾濫原に立地し、 三条大栂の迅路の北側の墓地

（依田氏 ・花房屋）から、北は依田酒店の南側から西に通じる馬入れ道を限る。西は依田

氏硲地から県逍までを遺跡分布範囲とする。
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遺

書
跡

号
1 2 7 遺跡名 束荒谷

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 ・I-日町

地 目
畑• 水田

宅地
面 積 30,000nl 時 代 縄文•平安 調査

年月日
62年 II月4日

字 名

．
所
在
地
・
土
地
所
有
者

束荒谷

” 
II 

II 

II 

地

1037 

1042 

1044 

1049 

1050 

番 氏

佐藤

日向

三石

佐伯

日向

範

肋

助

弘

雄

名

正

邦

述

義

褒

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （平）土師器 l

既 出 遺 物 （縄）打製石斧 l（牒地晶盤整備の際、南田の三石述助氏水田より出土）

位置

地形

環境

千鼎川右岸の低位段丘上に立地し、十日町部落の北半部で西は県迅から東はJR小海線

をこえて、七たび用水までの間で、南は広域農道と十日町中央部を結ぶ道路を限り、北

は南田のしだれ桜の大木のある料地の南を束西に通じる農迅までの間を遺跡の範囲とす

る。南は十日町遺跡に接し、東方約2somには月夜平遺跡がある。
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遺

書

跡

号
l 2 8 遺跡名 十日町

遺跡の

種類
包 穀 地 部落名 十日町

地 目
畑•水田

宅地
面 積 10,000 rrl 時 代 中 世

謂査
., 年月日

62年 11月4日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
着

上長池

” 
，， 

” 

地

905 

§08 

909 

614 

番 氏

篠原

加藤

昂野

加藤

名

郎

良三

逍弘

幸男

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採集遺物 （中）中世陶器片 l

既出遺物 永享12年 (1440)造立、頂渋文化財「六地政糀」

位置

地形

環境

千曲川右岸低位段丘上に立地する。 卜日町部落南半の県道から JR小海線までの間で、

南は十日町部洛の南鉗から東1このびる馬入れ道（臼田 • 佐及両町の境界線）を南限とし、
北は広域牒追と十日町巾央を結ぶ道路までの間を遺跡範囲とする。北に接して束荒谷遺跡

がある。十日町部落内に永享12年 (1440)造立頂要文化財の六地蔵糧がある。東方山麓

の木伐前には中世に祁金寺があって、十8町はその門前町で市場が開設されていたと伝

承されている。
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遺

薔

跡

号
1 2 9 遺跡名 店松A

遺跡の

種類
包、滋 地 部落名 岩 水

地 目 畑 面 積 10,000 nf 時 代 縄 文
調査

年月日
62年ll月4日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

fn" 
” 
” 
II 

松名

地

871 

871 

875 

886 

番 氏 名

小金沢悦嘉

井出忠雄

昭義

靖澄

土屋

小林

字 名 地 誉 氏 名

遺

物

採集遺物 （縄）黒曜石、土器

既出遺物 （縄）石鏃多数

位置

地形

環境

位原川と抜井川合流地点の東南部を占める台地に立地し、店松A地区は台地の南西部に

位屈し、西は抜井川の断れに面し、比閲20m、南は段丘の南縁を形成する尾根の麓で、

北東に向かって緩傾斜する畑地に分布する。南東部の高所にある小林清澄氏の畑を中心

にはや くから石鏃、黒曜石片が多く採集されている。
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遺

番

跡

号
1 3 0 遺跡名 唐松B

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 岩 水

地 目 畑 面 積 12,000af 時 代
縄文

平安・中世

調査

年月日
62年11月4日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

“ 
” 

名 地

900 

901 

905 

907 

番 氏 名

磯部光一

小林儀太郎

小林 一恵

小林新三

字 名 地 番 氏 名

遺

物

採 集 遺 物 （縄）後期土器 （平）須恵器（中）土師質土器 5

既出遺物

位置

地形

環境

抜井川が北流して千曲川に合流する付近の右岸丘陵台地に立地し、北方は位原川の汲蝕

による谷によって画され~ 羽黒山舟久保と相対している。唐松台地のほぽ中央部に位図

し、唐松A遺跡との間は浅い沢状の凹地形をなしている。北西面に緩傾斜する畑地に分

布している。
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遺

番

跡

号 l 3 l 遺跡名 境塚古禎
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 臼 田

地 目 宅 地 面 積 50of 時 代 古 坦
調査
年月日

6J年11月ll日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

阿弥

名 地

1344 

番 氏

仰臼田自動車

習所教

名． 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 円瑣、横穴式石室、坦丘径!Om、高さ Zm

採 集 遺 物 土師器

位置

地形

環境

臼田町の北西端、片貝川右岸平地の微屈地に立地する。臼田自動車教習所の建物の謡に

わずかに残存している。国道パイパスの終点から東に直角にまがって、取出原の 141号

線の信号に向かう道路下の水田 1枚を隔てた土手の断面に項丘の残形が認められる。奥

墜と思われる大石の一部が露われている。墳丘径lOm、石さ zm、昔の村境にあったから

境塚とよばれていたという。
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遺

番

跡

号
1 3 2 遺跡名 蛇塚古柑

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 臼 田

地 目 畑 面 積 100 ni 時 代 古 積
輝査

年月日
6]年11月4日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

法印塚

地

1025 

番 氏 名

田 町

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円打、横穴式石室、 瑣丘径lOm、莉2.5m

玄室長さ 480cm 巾3()0cm Tc/i95cm 汲道長さ190cm 巾120cm

既 出 遺 物
蕨手刀 2 刀子、鉄鏃、鉄鎌、骨（火葬骨）

須恵器（奈良時代）

位置

地形

環境

臼田町の北部、千曲川左岸の平坦な沖梢地に立地し、西方約600mの臼田山の山麓を片

貝川が流れていて、古代の米作地と考えられ、中間の美里在家遺跡は縄文中期、弥生中

期栗林式、平安時代にわたる遺物が確認される。本坑は国逍141号線をはさんでその東

に接し、周辺の蛇塚這跡はやはり細文、弥生から平安にわたる遺物を出土する。本坑は

臼田高校の北約150rnの畑地に所在するが最近宅地化がすすみ国道ぞいに宅地が広がり

すでに本古坦の西にびったり迫っている。本坦ははやくから盗掘され、戦時中は付近住

民の防空濠に使われていたが、昭和61年臼田町教育委員会の沼掃調査によ って蕨手刀 2

本、鉄鰈、鉄鎌等が検出された。
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遣

書
跡

号
l 3 3 遺跡名 滝の沢古損

遺跡の

種類 包 蔵 地 部溶名 臼 田

地 目 山 林 面 積 500uf 時 代 縄文 ・古坦
謂査

年月日
61年11月121::1

字 名 地 番

所

在

地

・

土

地

所

有

者

滝の沢 4048 

氏

品
mi 

名

松夫

字 名 地 番 氏 名

鴫

遺

物

規 模 円頃、竪穴式 項丘径16m 応 3m、 保存良好

採集遺物 I （縄）土器 l （古）土Rili器 l

位置

地形

環境

臼田町の西方片貝川左店、医王寺城跡の尾根から西方約75Qm、滝の沢の山頂にあり、

栢高約840m佐久平を一望する山頂古坦である。墳丘径16m、高さ 3m、打丘はよく保

存されている。竪穴式前期古坦の可能性がある。

付近は医王寺城の焙火台といわれる上の城の所在地と伝承される眺団のよい場所である。
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遺

番
跡

号
l 3 4 遺跡名 沌の沢経塚

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 臼 田

地 目 山 林 面 積 200nf 時 代 中 世
調 査

年月日
61年11年10日

字 名 地 番

所
在
地
・
土
地
所
有
者

滝の沢

氏

野

名

凩

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 円れ、瑣丘径J2m、高さ 2m

採 集 遺物

位置

地形

環境

臼田町の西方、片貝川左岸、医王寺城跡の西方尾根つづきの滝の沢の山頂にあり、滝の

沢古墳からさらに3QQm西方に位四する。

坦丘径12m、高さ 2m、周囲は周溝状の凹地をなす。培頂は径約4mに削平され869.5

mの複ira三角点がつくられている。坦丘はすぺて盛土である。古くから経塚と呼ばれて

いる。この辺一帯は上の城跡といわれ、医王寺城（下の城）の焙火台に比定されている。

現在は県有林で臼田高校の狐習林となり、周辺の日埴はよく保存されている。
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遺

番

跡

号
1 3 5 遺跡名 離山 1号古切

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 上中込

地 目 畑 面 積 lOOnl 時 代 古 頃
調査

年月日
61年1J月120

所
在
地
•
土
地
所
有
者

字

難

名 地

5910 

番 氏 名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模

採 集 遺物

位置

地形

環境

..t中込部落の北方、千曲川右岸の独立丘高727mの而麓の東よりにある。現在秦ーニ氏

の人益畑となり、坦丘、 項石等まったく認められない。西方30mから銅釧3ケが出土し

その上方に離山 2号古柑がある。
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遺

番
跡

号
1 3 6 遺跡名 離山2号古旧

遺跡の

種類 包 蔽 地 部窪名 上中込

地 目 山 林 面 積 200nf 時 代 古 墳
鯛査
年月日

61年11月120

所
在
地
・
土
地
所
有
考

字

離

名

山

地 番 氏

的志

名

光一

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円項、 横穴式石室、玄室220Xl90cm 天井石長270cm

巾120cm

既出遺物 金棗2ケ

位置

地形

環境

上中込部落の北方千曲川右岸の独立丘店さ727mの離山の南麓斜面にある。

水田面から比店10mの山脱急斜面にあり奥壁、天井石窃が露出崩落，している。そのすぐ

上には住宅がつくられている。坦丘は認められない。

付近より迅路工軍中金困2ケ出土したという。あるいはこの古項を削り取った際に下の

迅に落ちたものであったと考えら，れる。
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遺

番

跡

号
l 3 7 遺跡名 離山 3勾古泊

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 上中込

地 目 畑・宅地 面 積 100 af 時 代 古 柑
鯛査
年月日

61年J1月12日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

雌

名 地

5857 

番 氏

有烈

名．

秀雄

字 名 地 番 氏 名

｀ 

遺

物

採集遺物 円切、横穴式石室、旧丘径6m、高2m

既出遺物

位置

地形

環境

上中込部落の北方、千曲川右岸の独立丘雌山の北方の山麓、平らな畑地の迅路わきにあ

る。有買秀雄氏の屋敷地となっている。天井石が露出し、その上に宝暦4年の大乗妙典

供簑塔がたてられている。
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遺

薔
跡
号

1 3 8 遺跡名 滑川入古坦
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 荀 JI I 

地 目 甚 地 面 積 100111 時 代 古 墳
調査

年月日
61年JI月20日

写 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

．屑川入

地

608 

番 氏

千野 h
 

名

友

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校 円れ、横穴式石室、玄宅巾100cm 夭井石長170cm 巾110cm

採巣遺物

位置

地形

環境

副 1部落の東方山腹の情川入の沢の上方、部落との比森約50mの南面傾斜地で、千野家

硲地の西端にある。坦丘は失なわれ石室も露出している。 側槌も倒れ、天井石もずれ落

ちているが、側壁の下部が残存し、南面する玄室と羨迅がほぼ認められる。
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遺

番

跡

号
1 3 9 遺跡名 山崎古坦

遺跡の

種類
包 蔵 地 部溶名 大奈良

地 目 切 硲 面 積 59nf 時 代 古 瑣
[

訓査

年月日
61年11月12日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

山

名 地番

4758 

氏 名．

新海神社地

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 坦丘わずかに残存、径南北!Om、東西 5m、高さo.sm

既 出 遺 物 勾玉

位置

地形

環境

千曲川右岸平地の東方、大奈良部落の所在する段丘而平地の東部に立地する山崎迫跡束

辺の微高地で、加藤武雄氏の畑と東隣りの水田の畦との間にある。

切丘わずかに残存し、高さ50cm、径南北約!Om、東西 5m.昭和 5年頃勾玉が出土 した

と伝えられている。古れは新涌神社地となっている。

この西北約150mにも古坦があり、金棗が出土したという。
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遺

番
跡

号
1 4 0 遺跡名 乎神 1号古坑

遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 原

地 目 坑 砧 iii 積 82nf 時 代 古 柑
調査
年月日

61年11月16日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

寺

名

1
1れ

地

4804 

番 氏 名

新海神社地

字 名 地 書 氏 名

遺

物

規 模

円積、横穴式石沼、坑丘径12m、 高・さ3.5m、玄室長360cm

天井石長233cm 玄当巾320cm
巾220cm

汲迅長280cm
汲門巾390cm

採集遺物 須恵器

位置

地形

環境

大奈良部落の南方、千曲川右mの平地の東方比高約 5mの段丘上の平坦而に立地し、南

方を雨川が西流して千曲川に注ぎ、扇状地を形成している。この台地上に原遺跡が

所在し、この遺跡に北から幸神、外九間、中原の 3つの古坦群が存在する。この台地上

はすぺて平坦な畑地であるが、最近工場や住宅の建設がすすんできている。この地絣の

古坦は新悔神社地となっている。

幸神 1号旧は本古坦群中蚊大の規模を持ち、石室、汲道も原形をとどめ、最もよく保存

されていて復版も可能。
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遺

書
跡

号 1 4 1 遺跡名 幸神 2サ古墳
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 原

地 目 畑 面 積 lOOnf 時 代 古 坑
調査

年月日
61年lJ月12日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

幸

名

IIれ

地

4791 

誉 氏

小林 秋

名

一

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校
円柑、横穴式石室、坑丘径東西 6m、南北9m

玄室長240cm 汲道長260cm 夭井石長250cm
巾220cm 巾120cm 巾230cm

採集遺物

位置

地形

環境

'幸神 1号坦の東方、訂士精機工場の南方の畑に所在する。玄室、天井石が残っているが

玄室は畑から拾った小石で埋められている。
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遺

番

跡

号
1 4 2 遺跡名 幸神 3号古坦

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 原

地 目 坦 秘 面 積 52 rtf 時 代 古 瑣
謁査

年月日
61年II月16日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

弔

名

1
14
 

地

4796 

番 I 
新海神社地

氏 名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模

採集遺物

坦丘なし、 旧石（玄門石か） 2ケ残る

位置

地形

環境

幸神 1号出の北方柳沢悦雄氏宅の東側隣接地にあり、現在坦丘まったく失なわれて荒地

となり、わずかに65cmの間限を釘いて相対する巾70cmの石が 2つ残っているだけであ

る。新海神社 地である。
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遺

薔

跡

号 1 4 3 遺跡名 幸神4号古坦
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 原

地 目 力 甚 面 積 26 of 時 代 古 柑
謂査
年月日

61年ll月16B

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

幸

名

liヽ

地

4801 

番 氏名

新＇海神社

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 桟 円坦、横穴式石室、積丘径 6m、I乱圃18m、天井石の上而露出、現窃2.3m

採 遺物

位置

地形

環境

幸神古墳群のうちいちばん西方に位四する。畑から集めた石で覆われていて、天井石が

わずかに露出している。
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遺

薔

跡

号
1 4 4 遺跡名 辛神 5号古坦

遺跡の

種類
勺J 蔵 地 部落名 原

地 目 畑 面 積 100 rrf 時 代 古 泊
謁査

年月日
61年11月12日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

幸

名

h
'れ

地 番

4803-1 

氏 名

田中況久雄

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校 墳丘東西6.5m、 南北 Sm、 向さ 2m

採 1. 遺物 打製石斧、須恵器

位置

地形

環境

幸神6号坦の西30m、田中喜久雄氏の畑の中にある。畑から拾い

る。南側の裾の部分に坦石の一部と思われる大石がみえている。

めた石で覆われてい
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遺

薔

跡

号 1 4 5 遺跡名 弔村16号古墳
遺跡の

種 類
包 蔵 地 部沼名 原

地 目 畑 面 積 100 rrf 時 代 古 柑
調査

年月日
61年11月12R

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

北

名 地 奮

4803-l 

名 ．

田中喜久雄

氏 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校 円墳、坦fi:東西7m、南北5m、高さ 2m

採集遺物

位置

地形

環境

幸神 1号古項の西約30m、田中喜久雄氏の畑の中にある。畑から拾い集めた礫で上面が

覆われている。石室、汲辺石等の露出がみられないので、確認はできないが、周辺の閲

境や立地条件からみて古切である可能性が大である。
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遺

書

跡

号 J 4 6 遺跡名 外1tJ:fl I号古坦I遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 原

地 目 切 紅 面 積 300 n:f 時 代 古 内
謂査

年月日
61年11月l2l:l

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
奢

外九間

地

5032 

番 氏 名

新海神社地

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 円頃、横穴式石室
瑣丘径12m

南北200cm

高さ 3m 玄当ほぼ完存、東西170cm

羨迅長280cm 巾150cm

採集遺物

位置

地形

環境

雨川右岸の段丘面に立地し、原遺跡のうち、幸神古瑣群の南に接する畑地の中に所

在する。封士はくずれ、玄室、汲迅が露出している。外九間古坦群のうち、いちばん西

側に位四する。新海神社地となっている。
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遺

薔
跡

号
l 4 7 遺跡名 外九間2号古切1

遺跡の

種類 包 栽 地 部落名 原

地 目 墳 墓 面 積 300nf 時 代 古 坦
鯛査

年月日
61年11月16

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

外九I間

地

5048 

誉 名彙

新海神社

氏 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 I

採集遺物

叩月、横穴式石室、打丘東西 5m、1+1北 6m、周囲24m、店さ 1m

奥歴、天井石残る。

位置

地形

環境

外九間古打群のもっ とも東方に位沢し、周辺は畑荒地となっている。東側を三分• 平烈線

の県辺が通じている。北方に幸神2号i.l'tがある。封土はくずれて、奥堅、天井石が残っ

ている。古坦は新海神社地となっている。
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遺

警
跡

号
1 4 8 遺跡名 外九間3号古墳I遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 原

地 目 畑 面 積 l 00 of 時 代 古 泊
調査
年月日

61年11月12日

字 名 地 番

大塚佐久男 • 

氏 名 字 名 地 番 氏 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

外九間 5040イ-2

遺

物

規 換 円墳、坦丘径6m、高さ1.4m

採1 遺物

位置

地形

環境

外九,~~古培群の中央に位骰する。畑の中から拾い出した礫に覆われている。上部はやや

平坦で、円錐台状をなすが、 天井石等の露出はみられないので古切としての確認はまだ

できていない。
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遺

薔

跡

号
1 4 9 遺跡名 中原 1号古項

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 原

地 目 面 積 66nf 時 代 古 坦
謂査

年月日
61年11月12日

所

在

地

・
土

地

所

有

者

字

中

名

L
i61 

地誉

5068 

氏名

新海神社

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円積、横穴式石室、用丘径JOm、囚囲36m、玄室横巾220cm、奥行300cm、

汲道長さ200cm、巾100cm

採 遺物

位置

地形

環境

外九間古坦群の南1と接し、新興製作所の西端の北側の畑地の中に所在する。封土はくず

れて、石室、羨辺の一部が露出している。
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遺

薔
跡

号
1 5 0 遺跡名 中原2号古坑

遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 原

地 目 畑 面 積 JOO of 時 代 古 坦
調査

年月日
61年11月l28

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

中

名

原

地 番

5096-1 

氏

小林

名

政則

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 円瑣、横穴式石室、坦丘径約llm、周囲30m、応さ3m

採 遺物

位置

地形

環境

中原 1号古坦の西50mにある。新興製作所の西端の樹外約50m付近の畑の中にある。 ltf
丘r~いさ約3mで、天井石の一部が露出している。
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遺

書

跡

号 1 5 l 遺跡名 中原3号古墳
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 原

地 目 頃 船 面 積 19 rrf 時 代 古 柑
調査
年月日

61年1J月16日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

中
t
 

6
m
 

名 地

5132 

番 氏 名

新洵神社地

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模

採集遺物

位置

地形

環境

昭和4]年新興製作所設立の際、中原 3号古坦は、その建物の敷地の中に包含され、現在

その工場東側の床面とな っている。当時天井右は耕作者であった三分の臼田真二氏宅

に庭石として移し、出土品は新海神社の宝庫に納めてあるという。
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遺

書

跡

号
l 5 2 遺跡名 割塚古柑

遺跡の

種類
‘包 蔵 地 部落名 田口下町

地 目 果柑園 面 積 100 nf 時 代 古 積
調査

年月日
61年11月180

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

割
名

塚

地 薔 氏 名 字 名 地 番 氏 名

3236-1 ．．
 

．
 

＂ 
R
 

七似工大

遺

物

規 校
円坑、横穴式石室、玄室（東西） 120cm、（南北） 180cm、

坦丘残存しない。

採集遺物

位置

地形

環境

田口集落の西方入日付近、普ii塚遺跡内の平坦地に立地し、 リンゴ園の中にある。封上は

全く失なわれ平地面に奥墜、側壁の一部が残存し、石室の大きさ等をほほ推定すること

ができる。
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遺

薔

跡

号 l 5 3 遺跡名 明法寺古柑
遺跡の

種 類
包 蔵 地 部落名 田口下町

地 目 桑 畑 面 積 200nf 時 代 古 泊
鯛 査

年月日
61年11月18日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

明法寺

地

3281 

番 氏

中条

名．

栄次

字 名 地 番 氏 名

`~ 

遺

物

規 模
円切、横穴式石室、坦丘（残存部）径約6.5m、玄室、横巾（推定） 240cm 

奥墜240cm、 天井石240cmx190cm

採集遺物

位置

地形

環境

城山西方山麓台地の桑畑の中にあり、南方に割塚 1号古坦がある。封土はほとんど失な

われ、奥監、 側壁、天井石が露出し羨迅石も残っている。奥堡、 側壁の下部は埋没して

いるが、天井石と共に大型である。西側墜は二段積に残存している。
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遺

番
跡

号
I 5 4 遺跡名 五庵古切

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 田口下町

地 目 屋敷地内 面 積 30 crf 時 代 古 坦
調査
年月日

61年1J月18日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

五

名

庵

地 薔
臼氏

田

名

町

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校 円頃、横穴式石室、頃丘失なわれ、石室露出、店さ2m、玄室350X250cm

採集遺物

位置

地形

環境

田口下町部落内の宅地路地内にある。奥墜は通路拡叶］のため失なわれたが、側壁石と天

井石 2枚が残存している。
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遺

番
跡

号 I 5 5 遺跡名 英田地畑古坦
遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 田口宮代

地 目 畑 面 積 20nl 時 代 古 rn 
謂査
年月日

61年lJ月J8日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

英田地畑

地

2414 

番 氏

鷲見

名．

遠

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校 円れ、横穴式石宅、玄室東西lOOcm、南北200cm

採集遺物
昭和40年発掘調杏

蕨手刀 1、直刀 l、鉄鏃10、銅製品4、三粕玉2、上師器、須恵器、人＇け

位置

地形

環境

新海神社参道の西方のtlDの中にある。田口の集落を一望におさめる位四にあり、その上

方には英田地畑2号古坑や新海神社及び中御陵古慎、東御陵古柑等がある。昭和40年発掘

悶究後は削平して畑地となっている。

（蕨手刀は国立博物館に所蔵されている）
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遺

番

跡

号 I 5 6 遺跡名
新海神社

西御陵古坑

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 田口宮代

地 目 Lil 林 面 積 300nf 時 代 古 坦
謂査

年月日
61年11月18日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

炎田地畑

地

2407 

番 氏 名

新海神社地

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 円坦、横穴式石室、坑丘窃さ 2m玄室横巾130cm、奥行210cm

採集遺物

位置

地形

環境

新海神社西方約200m、山麓の南面傾斜面にあり、下方には蕨手刀を出土した英田地畑

1号古坦がある。封土は周囲にやや残っているが、石当内は掘り凹められている。奥槌は

巾約130cmの石が2段に横租みされている。 側壁は左右に 1ケずつ残り前方に玄門石

らしいものが一つある。小形の古坦である。

-213-



遺

番

跡

号
1 5 7 遺跡名

新海神社

中御陵古泊

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 田口宮代

地 目 新涌神社・林 面 積 IOOnf 時 代 古 切
調査
年月日

61年11月18日

字 名

宮の沢

地

2394 

番 ．
 

社神ku-
ぷ
＂新所

在

地

・

土

地

所

有

者

氏 名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円J:J't、横穴式石室 項丘径am、高さ2.5m、玄室、横rti160cm 
奥行240cm、 汲道艮さ200cm

採集遺物

位置

地形

環境

新海神社本殿の襄山、山腹緩斜面の杉林の中にある。旧丘頂上に天井石が露出し、玄奎

内は凹んでいて、堡面が見えている。南前方の墳丘下端には、羨門部の石の一部らしい

ものが見えている。
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遺

番
跡

号 l 5 8 遺跡名
新海神社

束御陵古泊

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 田口宮代

地 目 新海神社・林 面 積 lOOaf 時 代 古 瑣
謂査
年月日

61年11月18日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

宮の沢

地

2386 

番 氏名

新海神社

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円項、横穴式石室、 坦丘径7m、高さ 2m 

玄奎、横巾180cm、奥行200cm

採 1 遺物

位置

地形

環境

新海神社殿山、 山腹傾斜地で、中御陵古坦の東南約50m、三凪塔の1t後にあたる。

奥壁と側壁の一部が残存している。奥墜は横巾180cm、高さ120cm、玄宝内は露出し、

側堕の一部が残っているから、その規換はほぼ推定することができる。羨迅部の下方に

は占池とよばれる小凹地があり、 平索は水がないが、正月元旦の早朝神官が御符を屯く

硯の水をここから汲むという神事が伝承されている。

最近、先祖の店と称す立札が立ち、汲道の中途まで鉄捐で囲いが巡 つている。
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遣

番

跡

号 1 5 9 遺跡名 1上宮代1号古創
遺跡の

種 類
包 蔵 地、 部落名 田口宮代

地 目 然 地 面 積 l50of 時 代 古 坑
調査
年月日

6]年11月]8日

字

上宮代

名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

地

2312 

番 氏

出
井

名瞬
字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 円坦、柑丘径約10m、高さ 2m

採 集遺物

位置

地形

環境

新海神社の南約200m、宮代の集落内にあり、新海神社神官井出瞬氏宅の東に接し、坦

頂にはその屋敷神が祀られている。墳丘の裾は石積が施されていてほぼ長方形となって

いる。切丘は畑地から集められたと思われる礫で覆われている。項頂には石宮 2基と、

五輪塔 3tJiが建てられている。立地棗境から古墳の可能性が大であるが、まだ確定はで

きない。
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遣

書

跡

号 1 6 0 遺跡名 1上宮代2号古坦I遺跡の

種類 包 蔵 地 部窪名 田口宮代

地 目 宅 地 面 積 50 rrf 時 代 古 瑣
調査
年月日

61年11月188

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

.I: 宮代

地

2331 

番 氏 名

太田たかみ

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 桟 積丘なし

採集遺物

位置

地形

環境

上宮代 1号古坑の東北100m、新海神社の所在する段丘崖下の平地に立地するが、住宅

建設の際坦丘をとり除いて削平し、現在その跡地といわれる宅地内の一角に五輪塔が

一碁凶かれているに過ぎない。
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遺

薔

跡

号
1 6 1 遺跡名 山際 1号古頃

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 荒地 面 積 l 00 a:f 時 代 古 項
調査
年月日

62年11月5日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

山

名

際 地，
番 氏

新坪
．
澄

名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校

既出遺物

IIJ項・横穴式石当 玄寇2.4mx2.lm

坑丘なし、側壁の一部を残すのみ

勾玉2

位置

地形

環境

入沢部落の入口磯部の北方、山麓線と水田地帯の接点にそって、現田口用水の水路下に

連なる山際古項群のうち、いちばん北方に位屈するもので、山際遺跡内に含まれ、北方

には、弥生後期から平安時代に及ぶ新巻遺跡がある。現在畑荒れの桑畑内に、封土はす

べて失なわれ、側墜が露出してわずかに残存し、石室の規校がようやく推定される。奥

墜は失なわれ、あとに石祠がまつられている。
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遺

薔
跡

号
1 6 2 遺跡名 山際 2号古柑

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 50 al 時 代 古 頃
謂査
年月日

62年11月5日

字 名 地

88 

番

所
在
地
・
土
地
所
有
者

ヒ大深

氏

新淮
名党

字 名 地 番 ，氏 名

遺

物

規 模 円坦、横穴式石空 玄~l.7X2.2m

既出遺物 勾玉4

位置

地形

環境

山際 1号古坦の南方約250m、山際台地に立地し、水田地帯を前面にした好位位である

が、古填はすでに野沼小学校に移転復原されていて、現在はリンゴ園に削平されていて

痕跡もない。
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遺

書

跡

号 1 6 3 遺跡名 山際 3号古坦
遺跡の

種類
包 蔵 地 部濱名 入 沢

地 目 水路敷 面 積 20nf 時 代 古 泊
調査
年月日

., 
62年11月51::1 

字 名 地 番

所

在

地

・

土

地

所

有

者

上大深 108-12 

氏

石三
、
義

名

n

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校
円積、横穴式石立

玄室、奥墜高さ60cm、横巾130cm、長さ200cm、天井石及さ（南北）210cm 

採 集 遺 物

位置

地形

環境

山際 2号古坦の南200m、山麓を南北に通じる田口用水路の土手に西側面を露出してい

る。南側 には石積みコンクリ ー ト撻をつ くって支えている。側墜石は小口校みにして

•-ね 、 上部に狭まるように傾斜をつけている。
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遺

番

跡

号
1 6 4 遺跡名 月夜平4勺古柑I遺跡の

種類
包 絃 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 lOOnf 時 代 古 坦
調査

年月日
62年11月6日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

月夜平

地

3224 

番 氏

日向

名

•9
9. 

知義

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円柑、横穴式石室 坦丘麻さ1.5ふ、怪東西4m、南北10m

玄室（推定）長さ・200cm、「11180cm、天井石長さ200cm

採渠遺物

位置

地形

環境

谷川左岸の洪租台地に立地する月夜平遺跡の中央部に立地し、千曲川右岸の水田地mを

眼下に している。付近は縄文時代から古代、中世にわたる南佐久地方の代表的遺跡の一

つである。 低い丘陵状の窃みに位股し、坦丘はわずかに残存し篠竹1こ覆われている。奥

墜巾145cm、側墜長さ120cm等が残存し、 天井石は後方にずり落ちている。玄室は横巾

180cm、長さ200cmが推定される。
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遺

看
跡

号
I 6 5 遺跡名

権現通

5号古切

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 lOaf 時 代 古 珀
調査

年月日
62年11月5日

所
在
地
・

土
地

所
有

着

字名

中権現

地

1521 

番 氏

日向

名

丈夫

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校
円頃、横穴式石宅、 奥偲

側壁

横巾160cm、天井石

長さ160am

及さ210cm、巾170cm

採集遺物

位置

地形

環境

入沢部落北方｀比高約20m、南面する山腹斜面のリンゴ園の階段状の土手に、奥堅と東

側堅がわずかに露出し、 天井石が前方にずり落ちている。 眼下に入沢部落と月夜平の台

地を一望におさめる好位臥にある。

天井石を持 っていこう としてけがを した人があ ったり、古坑をくずしはじめると不幸が

ある等のことがあり、中権現占墳群はいままでかろう じて残っているという状態である。
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遺

番

跡

号
1 6 6 遺跡名

権現通

6号古墳

遺跡の

種類
危g 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 lOOrd 時 代 古 墳
調 査
年月日 62年，11月 5日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

遠見場

名 地

1415 

番 氏

日向猪一郎

名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円墳、横穴式石室

奥壁 横巾170cm、天井石 横巾180cm、長さ220cm

採 集 遺 物

位置

地形

環境

権現通5号墳から約80m下の、南面傾斜地で、上下の畑の境の階段状の断面に天井石

の一部がわずかに露出している。奥壁は横巾170cmと推定され天井石は、横巾180cm、

長さ220cmを測るが、側壁は埋もれていて不明。
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遺

薔

跡

号 l 6 7 遺跡名
樅現通

7号古瑣

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 人 沢

地 目 山 林 面 積 150 rrl 時 代 古 坑
籟 査

年月日 62年11月5日

所

在

地

・

土

地

所

有

着

字名

遠見掲

地

1408 

番 氏

石三 召

名

消

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円坦、横穴式石室

奥堕横巾130cm、側壁 (1枚）長さ150cm、天井石長さ180cm

採集遺物

位置

地形

珊境

樅現通古坑群の北端、遠見の沢の尾根に近い傾斜地に立地 し、小丘陵状をなす低い台

地の先端につく られている。奥堕と側壁の一部が残り、天井石がずれながら残っている。
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遺

番

跡

号 l 6 8 遺跡名 譴西8号古坦I遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 入 沢

地 目 果樹園 面 積 15of 時 代 古 坦
鯛査
年月日

62年U月7日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

五盤西

地

1693 

番 氏

向日
名潔

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校
円頃、横穴式石室

奥壁横巾240cm、側堡 (2枚）推定310cm

採 集 遺 物

位置

地形

環境

入沢集落中央部の北方、南而傾斜する畑地に立地し、部落からの比高約20m五盤西古坦

群中もっとも下方西よりに位磁する。上 ・下の畑の境を画する土手の裾に、奥墜と側墜

が一部を露出している。石室規模等は未詳
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遺

薔

跡

号 1 6 9 遺跡名 1五塁西9号占坦1:跡； 包 蔵 地 部窪名 人 沢

地 目 畑 面 積 15 af 時 代 古 切
鱈査

年月日
62年 U月713 

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

fi. 露西

名 地

1693 

番 氏

向u
 

名．

潔

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円れ、横穴式石宰

側墜扱 t20cm、 130cmの石 2枚

採集遺物

位置

地形

環境

五霊西8号古収の上方50inにある。山腹東南斜面の畑の上下の境を画する階段状の斜而

に奥壁と側壁がわずかに残存している。石室規模等不詳

-226-



遺

番
跡

号 1 7 0 遺跡名 五霞西l(}号古坦I遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 時 代 古 坦
調査

年月日
62年11月7日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

五露西

地

1692 

番 氏

松
岩

名昭
字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 摸 円項、横穴式石室

採集遺物

位置

地形

環境

五盟西9号1nの束20mの畑地内に存在していたが、昭和50年どろ腹耕のため石室を撤去

し、削平されたため、現在は痕跡をとどめていない。

写真は昭和45年撮影
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遺

誉

跡

号 1 7 1 遺跡名 1五霊西ll号古項l遺跡の

種類 包 蔵 地 部落名 入 9̀‘ ぷ

地 目 畑 面 積 時 代 ャ
ーtr
 

坦
鯛査
年月日

62年ll月7日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字名

五盤西

地

1692 

番 氏

松
岩

名昭
字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模

採集遺物

位置

地形

環境

五虚西8号古培の西北の畑の階段状の土手に側墜と羨門石の一部と思われる石がのぞい

ている。
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遺

番

跡

号
1 7 2 遺跡名 I五霊西)2号古項I遺跡の

種類
包 冦 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 50 rd 時 代 奈良• 平安
訓査

年月日

＇ヽ

62年11月7日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

五露西

地

1696 

番 氏

横森 f
,J
 

4
,
9
 

名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校
円項、横穴式石室、玄室、横巾2m、奥行2.3m、床而石敷

汲道、巾 1m、長さ1.1m

採 遺物
鉄鏃14、

台付l不、

刀子2、鍔搭具4、上師器杯、高台付坪、須恵器壷、’須恵器高

竹、歯、火葬丹、（臼田町文化センタ ー展示）

位置

地形

環境

五盤直古1.n群のいちばん東側に位四し、五霊神社の南西下月にあったが、昭和61年は迅

開設のため臼田町教育委只会が緊念発掘調杏を行い道路となる。奈良時代築造、 平安時

代前期～中期に追非。 63年 3月報告抒発行
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遺

書
跡

号 I 7 3 遺跡名 沿殿入13号古柑1
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 畑 面 積 50rd 時 代 古 瑣
調査

年月日
62年11月7日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

渦殿入

地

1797 

番 氏

岩松 肋

名

健

字 名 地 書 氏 名

遺

物
規 模 円頃、横穴式石室、天井石、横巾170cm、縦150cm、側石倒れて一部残存

採1 遠物

位置

地形

環境

Ii.霊西古積群の東北方約250m、勅殿入の沢の固面傾斜の山麓の畑の中にある。培丘は

ほとんど失なわれ~- 天井石が露出し、 側壁の一部が残存している。石室の規模形状等、
測定は困難、南東Iとはりだした尾根の南麓には、天神・宮林邪の古墳群がある。

ヽ
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遺

薔

跡

号
l 7 4 遺跡名 天神平14号古狐

j遺跡の

種類
包 成 地 部落名 入 沢

地 目 山 林 面 積 SOnf 時 代 卜
．Jd,．
 

坦
調査
年月日

62年JJ月7日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

天神平

名 地

1857 

番 氏名

三石甲了郎

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規

採 1

模

遺物

円柑、横穴式石安、墳丘径 5m、裔1.5m、玄室250xl80cm

位置

地形

環境

谷川右岸の台地の北方に、東からはりだした丘陵の、南面傾斜の山麓に立地する古坦群

のうち、いちばん西Jiに位四している古坦で、これから束へ宮林、 一万窪、西のn茂の順

で、 6基の古頃が東西にならんで分布する。前而の台地は、谷川に向かって緩傾斜し、

畑地果樹園となり、下海戸、山の前遺跡である。

天神平14号項は山林斜面の裾で、前而の畑との比莉15m、奥墜と羨門石と思われる石が

残存し、ほぼ石室の規校が推察できる。

“ ト

e

鬱畿
た
9

,

愉

• 

．．
 ’
 

q
.
 ｀
 

Ja•· 

. . 
-べr--~
-, ヽ・

． 三●， ,p.. . .、
ill • 

｀ 
. . . 

｀
 

-231-



遺

薔

跡

号 J 7 5 遺跡名 天神平15号古項I遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 山 林 面 積 50nf 時 代 古 積
調査

年月日
62年 11月7日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

天神平

地

1860 

番 氏

n向 彦

名
正

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模 円墳、横穴式石立、頃丘径7m、店 3m

採 遺物

位置

地形

環境

g林17号古柑の西方50m、畑からの比邸20mにある。坦丘1r.u石らしいものがみられる

が、確認はできない。
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遺

番

跡

号
1 7 6 遺跡名 1天神平16号古坦I

遺跡の

種類
包 蔵地 部落名 入 沢

地 目 山 林 面 積 soar 時 代 古 項
調査

年月日
62年11月7l:l 

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

天神甲

地

1860 

番 氏

日向

名

正彦

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校

採集遺物

円項、横穴式石室、 墳丘径IOm、1岱3m

位置

地形

環境

天神平14勺古頃の北東比高10mにある。項丘だけ残り、石室の石はすぺて除かれ凹みとな

っている。
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-ì‘
ヽ

”
 

＼
 

＊
 A

rー

|
 

ィ．．‘．
9
r

ill 

9
3

リ
、
な
っ
、

9
ヽ

‘

も?;;、，互

i.['‘

.
`
,
9A

,
l
.
 

洸|.

7

：叶・・
ぷ足榮
':[i‘
.

迄
(
t

”
ー
ー
．．
 
ヽ
：
）
，
＂
＇
ハ
ー
り

8
5
[
9

9,
．
4
.
.

ì
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遺

奮

跡

号 1 7 7 遺跡名 宮林17号古坦 遺跡の

種類
包 蔵 地 部藩名 人 沢

地 目 山 林 面 積 soot 時 代 古 項
謂査

年月日
62年11月7日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

宮
名

林

地 番

1850 

氏

岩松

•9999, 

．．．．． 

,
 
．．．
 
，
 ．．．．．．．．．．．． 

．
 
昭

名 字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 換
円泊、横穴式石盈柑丘径JOm、応3m、玄室120cmX190cm

わずかに胴張りがみられる。

採 集 遺 物

位置

地形

環境

天神林古坑群の東につづき、 山林内緩依斜而にある。奥壁横巾120cm、側盤は長さ190cm

横栢みされているがわずかに胴張りがみられ、汲門石が残存している。
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遺

番
跡

号
l 7 8 遺跡名 一万窪18号古坑I遺跡の

種類
包 蔵 地 部蕩名 入 沢

地 目 畑 面 積 50 of 時 代 占 坦
調査

年月日
62年11月7日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字名

一万窪

地

1965 

番 氏

菊池

名

り1拐

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 校
円積、横穴式石室

玄室、巾200cm、長さ3l0cm

既出遺物 直刀、鉄鏃

位置

地形

環境

宮林17号坑の東150mの一万窪の山麓、畑地の小台地に立地している。

汲門部を除いて、巨石で構築した石奎に上因を覆って腹具舎として所有者が利用してい

る。
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遺

薔
跡

号 I 7 9 遺跡名 l西の窪( 9{恥~J:JtI 遺跡の

種類
ー包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 山 林 面 積 100吋 時 代 古 柑
調査
年月日

62年IJ月7日

字 名 地 番

所

在

地

・

土

地

所

有

者

西の窪 1973のイ

氏

桜井

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模
円坦、横穴式石奎、±11丘わずかに残り、石室翫出、奥檄巾170cm、閻l30cm

玄室170cm、長さ 230cm、胴張りを示す、汲迅長190cm、巾100cm

採 遺物

位置

地形

環境

西の窪19号古墳の東約100m、西の窪の山麓斜面の山林内にある。横穴式石室が露出し、

坦丘わずかに残る。玄室は胴張りを示す。奥壁、側壁、淡道部等9えば残存し、その規模

を推定することができる。奥壁上部に石補が祀られている。
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遺

薔
跡

号 1 8 0 遺跡名 1舟久保2的古項I遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 岩 水

地 目 畑 面 積 50 of 時 代 占 項
調査

年月日
62年IJ月4R

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有
者

舟久保

地

1037 

番 氏 名

木次みわ子

字 名 地 番 氏 名

遺

物

規 模

採 巣 遺 物

円項、横穴式石認、奥整横巾130cm、厄25cm、裔さ80cm(地上）

東側唸長さ130cm、厚25cm、長さ60cm、西側壁、七手斜而に転落

位置

地形

環境

岩水部落の東方、約300m、羽黒山の南東斜面の舟久保にある。南方前而の谷をr・1原川が

東から西に流れている。階段状の畑の旺斜而の上に位招し、奥壁と束側理の石は原位凶

に立つているが、西側壁は、土手の斜而に転落している。束方約600mにある位原古t1t

（佐久町）と共に佐久地方の千曲川右岸に於ける南限の古墳である。
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遺

書

跡

号
l 8 1 遺跡名 医王寺城跡

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 臼 Ffl 

地 目 山林・耕作地 面 積
述郭

t 

＼ 

l 80x8Qtrl 
時 代 ～戦国

謂査
年月日

61年1]月22日

字 名

所
在
地

・
土

地

所

有

者

字下ノ城

地

3717 

3718 

3719 

3655 

3689 

番 氏

桜井

相沢

桜井

木内

依田

二

江

―

¢

己

名

此

松

浩

龍

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 連郭式、本郭、 二の郭、 三の郭、土嬰、堀切

既出遺物
石臼、古銭

、＇
氏
氏

土

出

村

井（
 

別称下ノ城、咀方山ヒ

経塚付近を上ノ城とよぶ。

位置

地形

環境

臼田町の西方、片貝川左岸に迫る比窃60mの段丘LTT上にあり、店下に前洞宗医王寺があ

る。頂上隕端に堀切を附てて本郭、 二の郭が南北にならび、本郭の北9為に大堀切を設け

る。南と西に対しては数段の段郭を構成している。西方約800mの山頂には経塚と古墳が

あり、上の城と称して燐火台跡と伝承されている。 脚下に片貝川流域の平野をおさえる

災衝である。井出氏、村上氏筍との関係が伝承されているが、伴野氏の前山城とも近接

した位凶にある。侶隕雑志は村上顧胤について、不祥だが或は臼田城跡と関係あるかと

記している。塩山向獣禅庵小年代記天文九年の条に板垣駿河守が大将となり、佐久郡の

臼田、入沢の両城をはじめとして数卜城を攻め破り、 前山城を築いて在陣したという。

臼田城はこの医王寺城跡をさすものと考えられる。
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遺

番
跡

号 」82 遺跡名 稲荷山城跡
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 勝 問

地 目 台 地 面 積
連 郭

37QX25Qof 
時 代 ～安土桃山

調査
年月日

61年］］月11日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

城

輿

名

山

水

地

13 

20 

30 

122 

番 氏 名

篠原光男

輿水正一

依 田 英 人

上出養護学校

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 連郭式、本郭、 二の郭、 三の郭、曲輪、堀切、土居

既出遺物
（武出氏） 「勝rm反店」犬正10年、徳川軍が甲州より侵入の前進,~地として、

松平家忠が修築した。

位置

地形

環境

E:11:B町の南方、千曲川左岸の丘陵 I:にある。康から南にかけては千曲川にのぞむ比窃30

mの断f訳で西方は片貝川にむかって緩傾斜而をなし、佐久甲州往退が通じている。字名は

城山を中心にして城下（北ー西）勝間（南）、城構えの内に本丸、肥前曲輪、凪ケ岡、下

人詰、馬出、虎口等がある。住宅等佑施設の開発がすすみ、虎口や堀、土居が失なわれ

ている。組年集成に天正十年八月徳川家康が柴田康忠を監使として、甲信両国の先月の

士を佐久郡勝問反砦に拠らしめ、 11月7口松平家忠に勝問砦を修築させたこと、天lE13
年家康が真田氏の上田城を攻めたが敗れ、軍を返したとき、応居、平岩らが勝間反砦11:

入って、その後甲州に引き上げた等のことが記されている。勝間反砦が現在の稲荷山城

跡である。
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遺

番

跡

号 I 8 3 遺跡名 渇原城跡
遺跡の

種類
包 蔵 地

I 

部落名 沿 原

地 目 山 林 面 積
辿郭

J 5QX 150 nf 
時 代 ～戦国

調査
年月日

61年11月10日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

北

名

側

地 番 氏

浦

林
沖

平

名

新一

龍雄

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 連郭式、本郭、 二の郭、 曲輪、堀り）を三方の尾根に配す。

既出遺物 I五輪塔、弘治三年依用長繁銘鰐口、楊原氏のち相木（依田）氏一族が拠ったか。

位置

地形

環境

臼田町の南西部、片貝川左岸、滝Jl,Iとの合流点の間に張りだした尾根の山頂に所在する。

南側の山麓には沿原部落があり、古くは楊原氏が拠ったものと思われる。東北方に城主

の廷地といわれた所があり、宝筐印塔二基があり、ここから発掘した的口に、 「奉納楊

原大門明神御宝前鰐口、弘治三丁 トニ月吉日依E1:1与ヒL~II源長繁」とあり、いま褐原神社
己

に保存されている。武田氏が侵入後はそれに囮した依田 （相木）氏の居城となったもの

と思われる。西北麓は滝部落を経て存日 （望月 lllf)に通じる迎路がとおっている。
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遺

番

跡

号 l 8 i1 遺跡名 向城跡
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 中小田切

地 目 山林・耕地 面 積
単郭

1 oex100 nf 
時 代 戦 国

調査

年月日
61年11月13日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

向

名 地

115 

116 

117 

118 

番 氏 名

油井 明

fi';J< 勲

清水頂弥

大工原正美

字 名 地 誉 氏 名

遺

物

形 状 単郭、堀切

既出遺物 （武田氏）雁峠城攻略IC武田信玄が築いたと伝える。

位置

地形

環境

中小出切部落の北西にはり出した尾根の先瑞1こ築かれ、比較的小規校ではあるが、数段

の{l}曲輪をめぐらしている。それらは現在畑地として耕作されているものが多い。片貝

川流域の小田切の平地を眼 Fie して、南方の雁峰城と相対している。北方山麓の蓮'{~寺

窪からは五輪塔や中世骨壷を出土している。
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遺

番

跡

髯
1 8 5 遺跡名 上小田切城跡

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 上小田切

地 目 山 林 面 積
単 郭

5QX4Q rrf 
時 代 戦 国

謂査
年月日

61年11月13日

所
在
地

・
土

地

所

有

者

字

亭

名

西ノ人

地

L93 

199 

202 

249 

番 氏

鷹野

鷹野

鷹野

小林

名 ・

敏彦
敏彦

敏彦

茂夫

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 出郭、 曲輪、堀切

既 出 遺 物 （依田氏）東南而山腹に普門寺跡がある。

位置

地形

環境

十二新田部落の北東の尾根上にあり、単郭で、東西に堀切を設けて防烈している。

十二新田部落から城跡への上り口に「しょうもんぜいけ」 （将監在家）の坂といい、東

方山麗には集塊岩の団が約zoomにわたってつづき、真言宗普門寺跡があり、字大門地

に大門迅の跡が残っている。また普門寺付近を古地 （ふるっち）といい、山股の岩穴か

らさびた刀剣、鍔、鋭、嫌石珀、古壷等を発掘したという（ 「南佐久郡志」）
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遺

番
跡

号 l 8 6 遺跡名 雁昨城跡
遺跡の

種類
包 蔵 地 部窪名 中小田切

地 目 山林 ・耕地 面 積
辿郭

38QX3QQ nf 
時 代 戦 困

調査

年月日
61年11月13日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

久保古屋

地

516 

530 

541 

544 

547 

番 氏

','r問

1,'i間

油井

小平

草問

名

和寺

密

健一

古平

政男

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 連郭式、木郭、 二の郭、三の郭、曲輪、堀切

既出遺物 （ 
小田切氏 村上氏被官、小田切氏の築城と伝える。ー名印問城

） 
草 間氏

位置

地形

環境

片貝川右岸に南方から突出した厖根の先端に築かれている。東の沢は城影とよばれ、西

方山麓には南居村の集落がある。北方前面には片貝川が流れ、水田地幣を附てて北西約

700mの向城と相対している。南方後方の尾根には三条の堀切を設けて防烈としている。

北束第三郭の前而にも一条の堀切がある。北西尾根の先端部には片貝川に臨んで水の手

があり、水の手曲輪がある。北方前面に対しては段郭、帯曲輪を巧みに祀している。陽

匹寺境内は城の大手をな し、城主の居館跡かと杓えられる。はじめ小田切氏が居住し、

小田切氏が水内郡に移った後、戦国時代に邸1サl氏が守ったと伝えられる。
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遺

誉
跡

号
1 8 7 遺跡名 田口城跡

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 田ロ ・城山

地 目 山林・耕地 面 積
連郭

750X200af 
時 代 戦 国

講査

年月日
61年11月21日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

城

” 
II 

“ 
II 

柳

” 

山

‘名

沢

地

3404 

3408 

3409 

3424 

3432 

3438 

3448 

番 氏

田 D 

‘’ 

名

中条徳之肋

中条徳之助

中条寅之助

丸山

加藤

g
印

区

字名

蟻久保

” 
恵下久保

” 

“ 

“ 
” 

“
 

地

3545 

3546 

3674 

3688 

3690 

3693 

3695 

3706 

番 氏

ロ
ロ

篠原

加藤

加藤

加藤

加藤

加藤

名区

たえ

新一

米司

茄一

新一

嘉一

遺

物

採集遺物 連郭式、本郭、 二の郭、 三の郭、堀切、段曲輪

既出遺物
石臼破片、焼米（田口氏 麓1こ番松院、新洵三社神筍城に関する

相木（依田）氏
） 

寺社がある。

位置

地形

環境

雨川右店にそって東方からはり出した関東山地の支脈の尾根の先端に築かれた山城で、

東南西は同い岩の断内がめぐっている。頂上からは佐久平全域を一望できる。東方の尾

根上には二条の大堀切を設けている。南の山麓には新海神社、蕃松院があり、田野口の

集落が開けている。雨川にそって東方は田口峠を越えて上州南牧谷に通じる要衝である。

田口氏代々の居城、天文17年9月、田口長能が武田晴信に攻められて落城して滅亡、そ

の後依田（相木）能登が城主となったが、武田氏の滅亡後、北条氏に属したため徳川方

の依田信蕃に攻められ、依田能登は天正11年 2月城を捨てて上州に走った。依田信蕃の

子松平康国は小猪城王となり、田口城下に蕃松院を創建して父信掻の菩提所とした。

匿

.'・

. ・,. l. ―,.'.,t"t・-.-.v . ・ "'-.- ' .. .. . ..』，．＾

・'・.y ,·'・--~-.. -:. ~~-、.,..'....... ~ ― 
• : 

. ・-..... . ,,", ...... ・-・・ ・一....
”― ,_ .. . . .'ぞ--~今,4._,1/f. るとぺ給三幽.;...•• ぶ~~,fl~字:;;~?t.;-.;:·一...―̀u..: •• ・:・t ... :.:-
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遺

番
跡

号
1 8 8 遺跡名 龍岡城跡

遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 下町・祁岡

地 目 平 地 面 積 五稜郭
l6QXJ60af 

時 代 近世末
調査

年月日 61年11月21日

所
在
地
・
土
地
所
有
者

字

龍

名 地

2973 
m~ ．臼

氏 名

町

3098 

番

臼 田 町

字 名 地 番 氏 名

｀ 

遺

物
形 状

既出遺物

大広問（佐久市時宗寺本堂）

五稜郭、堀、御台所、大寺門、薬返pt](田口丸山唯貸氏門）
藩校尚友館（佐久市木内孝ー氏宅）

院（佐久市小池I速既氏宅）東通用門
（佐久市成田山表門）

慶応 2年完成の西袢式城郭国史跡、文久3年舒..e.
陣屋日記他多数（松平乗設） 藩Ell、(1J点）そろばん他

位置

地形

環境

雨川右1社氾濫原につくられた江戸時代末期の西洋式城郭で龍問藩エ松平乗模が慶応 2年

に完成、広さ 1万坪 (33,000nf)余、五角形の稜堡塁で切石積、西面を除いて水濠をめ

ぐらす。国の史跡に指定されている。廣藩の際、御台所を除いて建物はすべて徹去し、

現在は田口小学校の敷地となっている。城内に明治元年戌辰の役に我死した龍岡藩士を

祭るために創建した招魂社がある。
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遺

番
跡
号

l 8 9 遺跡名 岩崎砦城跡
遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 分

地 目 山 林 面 積 単郭
25QX1QQ nf 

時 代 ～戦同
馴査
年月日

61年］］月21日

字 名

所

在

地

・

土

地

所

有

者

愛岩山

内ノ角入

II 

II 

II 

“ 
II 

地

774 

793 

794 

853 

856 

857 

878 

番 氏 名

消水 三治他

横 山 安 雄

滑 水 俊 佐

柏原 貫

横山定直

沿 水 忠 雄

佐々木昭司

字名

内ノ角入

” 

地

896 

902 

番 氏名

附水てるじ

消水 護他

遺

物

形 状 m郭

既出遺物 天正lO年、 山全体が徳川軍により利用されたと伝えられる。

位置

地形

環境

三分部落の南方岩崎山頂にあり、千曲川と雨川の合流点付近をおさえ、佐久平を一望に

する嬰地で、千曲川をへだてて稲荷山（勝問反） 城跡と相対している。編年集成、 天正

＇十年八月二十九日の条に「吾兵イ含州佐久郡岩崎二闘ヒ北条方百九十三人撃取ル」とある。

徳川氏に屈して北条11£を突破して、勝間反砦を占拠した沖金衆が、勝間、岩崎を拠点と

して北条方と戦ったものであろう。現在遺構として認め得るものはないが、徳川方の氾

金衆が陣を四いて戦ったものと思われる。
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遺

番

跡

号
」90 遺跡名 磯部城跡

遺跡の

種類
包 賎 地 部落名 入沢磯部

地 目 11」 林 面 積
単郭
2QQX80 rrf 時 代 ～戦国

訊査

年月日
62年11月5日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

南和田

西権現

名

“ 

“ 
南和田

” 

地

1135 

1136 

1149 

1150 

1151 

1152 

lt55 

番 氏名

日向 裕

三石新一郎

新沈

三石

三石

日向

三石

長人

義人

一族

裕

邦夫

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 単郭式、本郭、堀切

既 出 遺 物 入沢城の支城か

位置

地形

環境

谷川が千曲川畔の平地にでる谷口にあたり、その右犀の尾根J::に位位し、月夜平西端の

十二山砦と相対して、入沢の谷の出口を捉している。山頂からは千曲川畔の平地を一望

におさめる。南北の尾根にそって、 山頂に本郭を四き、北方に一段下って小郭を設け、

その北方に二条の堀り切りを設けている。

地形を利用した入沢城の砦で、平野部に対する見張り所の役目も兼ねたものと思われる。

（三石幸太郎氏発見の城跡）
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遺

番

跡

号 1 9 l 遺跡名 十二山城跡
遺跡の

種類
包 蔵・地 部落名 入沢十二山

地 目 山林・墓地 面 積
1)1 郭
200x l 00 rrf 

時 代 ～戦国
調 査

年月日
62年 II月6円

字 名

所
在
地

・
土
地
所
有
者

三界塚

II 

“ 
II 

II 

地

3396 

3402 

3409 

3412 

3597 

番 氏 名

加藤 清

佐藤 武

三石 強

加藤良三

岩下竹之助

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 単郭、段rib翰

既 出 遺 物

位置

地形

環境

入沢城の支城か

三界塚 (ff.永14年11月吉日、 三海行）と刻まれた石祠がある。

入沢の谷の入口にあたり、谷川左岸の月夜平台地の西方丘陵上に位屈し、西方前面の千

曲川畔沖積平地からの比莉約20m、谷川北方の磯部城と相対して、入沢城の砦として前

線の防衛拠点として、入沢の谷を守っていたものと思われる。山頂は南北に長く、中央

が細く、くびれていて、二つの小郭が連結されている とも考えられる。墓地がつくられ

て、全体の形がやや変えられているが、西方前面に対しては四段の帯曲輪が構成されて

いる。東方内側に対しては、畑に削平された部分が多いが、段郭の一部が認められる。

十二山砦を防衛拠点として、その内側の入沢城との間1とは、城主や家臣の屋敷、神社な

どの諸施設も皿かれたものと思われる。 （関査団発見の城跡）
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遺

番
跡

号 1 9 2 遺跡名 入沢城跡 遺跡の

種類
包 蔵 地 部落名 入 沢

地 目 山 林 面 積 巡郭
300x2oo rrf 

時 代 鎌釘～戦国
調査

年月日
62年ll月6日

所

在

地

・

土

地

所

有

者

字

天

“ 
“ 

名

諏ノ入

地

3050 

3051 

3052 

3298 

番 氏 名．

浩ロ向

日向翌一

三石良紀

吉祥寺

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 連郭式、本郭、 二の郭、堀切、上屈

既出遺物 石臼破片、唐銭
（ 
入沢氏 正殷 2年北条時俊が住み入沢氏を名のると
大井氏

） 
伝える。

位置

地形

環境

谷川左岸にそってはり出した関東山系の支脈の最咀端、 853mの山頂に築かれた山城で、北方は谷

川にそって入沢部落が所在し、北岸山麓には古瑣群があり、地域の歴史は古代にさかのぼる。入沢

城跡はこの入沢の谷の中央部にあって、西方山麓に月夜平の洪楼台地をふまえ、その前面に十二山
砦と磯部城の二つの支城があって、谷川の谷の入口部の南北に相対して千曲川ぞいの平野部からの

佼入を防いでいた。本郭東方の尾根筋には三条の堀切を設け、二の郭の西万にも堀切がある。南方

直下に曹洞宗吉祥寺があり、西JJ脚下には八幡社があり、やや北方にはなれて大宮諒訪神社がある。

北東の山麓台地の馬'?,f地区には巾世牧場址がある。応仁3年 (1469)文明14年 (1482)に入沢伍肋

• 長義が御符礼之古名に記され、市た天文 7 年 (1538) 大井美作沙弥源nが大井FErti召郷八幡 IC.'r.!f
辿した鰐口が現仔するから、城王は入沢氏、大井氏とかわり、天文9年武田信虎に攻略され、以後
廃城となったものと思われる。
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遺

薔
跡

号
1 9 3 遺跡名 水石城跡

遺跡の

種類
包 蔵・地 部落名 入沢•水石

地 目 山 林 面 積
爪 郭
70X5Qnf 

時 代 ～戦国
調査
年月日

62年11月JO日

字 名

所
在
地
・
土
地
所
有

考

水石

十二頂

地

2273 

番 氏 名

？沼財産区

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状 単郭

既出遺 物 天目茶碗 ・木塙 ・陶器片、

位置

地形

環境

谷川の上流、赤谷川と荷通川の合流点付近の右岸段丘上の東方からはりだした低い尾根

の西方末端に築かれたものであるが、顕著な遺構は認められない。岩石の多い丘陵状の

自然の地形を利用したものと思われる。付近より、天目茶椀の破片、陶器片、木の椀等

が発見され、又付近に、ヤグラ山、経地堂などの地名もあるが、城主等については不明で

ある。 （まぼろしの城と伝承されていたが、三石延雄氏が数十回の踏杏により発見した

城跡である。）

-256-



遺

番
跡

号
I 9 4 遺跡名 上ノ城跡

遺跡の

種類
包 威 地 部窪名 臼 田

地 目 山 林 面 積 200Xl50 時 代 ～戦国
調査
年月日

61年11月10日

字名

滝ノ沢

地 番

所

在

地

・

土

地

所

有

者

氾

氏

野

名

!ht 

字 名 地 番 氏 名

遺

物

形 状

既出遺物 医王寺城の條火台といわれる。

位置

地形

環境

佐久平南部片貝川左岸に西方から迫る北八ケ岳山麓台地の山頂に位殴し、楳高約870n'l、

佐久平全域を一望におさめることができる。東方約750mこの山魃台地の先端に医王寺

があり、この医王寺城 （下の城）に対して上ノ城とよばれたが、ここには円坦が二つあ

るが、城の遺構として確認できるものはない。南佐久郡古城址調鉦では焙火台としてい

る。

~'1 
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臼田町遺跡一覧表(1) 昭和63年 3月30日現在

番 号 発見 遺跡名 所 在 地 立地 遺 構 遺 物 時 代 偏 考

1B 新 既 出 表面採集 • 新 発 見 の 既 出遺物 先土器 縄文 弥生 古墳 平安 中世

1 

゜
原 田 遺 跡 臼田・原田 平地

（古～平）土師器

゜゚2 

゜
蛇 塚 ＂ ＂ 法源印吾塚庭 ＂ （（縄弥））打太石形蛤斧刃石斧

（古～乎）土師器

゜゚ ゜゚
蛇塚、法印塚両遺跡を含む

3 

゜
美里在家 ＂ 

II 美里在家 ＂ 
（縄）加曽利E式土器、石錢、打石斧、凹石

゜゚ ゜゚
（弥）栗林式土器、（古～平）土師器、須恵器

4 

゜
滝ノ沢 ＂ ＂ 水沼 ＂ 

（平）土師器（高台、内黒）、灰釉

゜5 

゜
荒 谷 ＂ ” 荒谷 山腹 （縄）打石斧 （平）土師器

゜ ゜6 

゜
七曲り下 “ ＂ 加護石 山黄 （（弥古）～箱乎清）水土式師土器器

゜゚゜7 

゜
平 ＂ ＂ 平 山腹 （（乎縄））石鏃師、黒耀石片

土器、須恵器

゜ ゜8 

゜
寺久保 ＂ ＂ 庚申 II （（縄古））勝須恵坂式器土器、 石鏃

゜゜， 
゜

下ノ城 ＂ ＂ 寺久保 （@j;縄）)打箱石清斧水式士器
（古～乎）士師器、須恵器

゜゚ ゜゚10 

゜
台ヶ坂 ＂ ＂ 台ヶ坂 ＂ 

（縄古）～縄乎文）土士器、打石斧、黒躍石
（ 師器

゜゜゚11 

゜
反 田 ＂ ＂ 反田 平地

（縄）石鏃、凹石

゜12 

゜
城 下 ＂ 

I/ 城 下 ＂ 
（縄）加曽利E式土器

゜13 

゜
横 山 ＂ ＂ ＂ 扇状地

（縄）加曽利E式土器、石鏃、石匙、打石斧、磨 （古～平）士師器

゜゚ ゜゚
石斧、黒躍石片、（弥）箱清水式土器、磨石鏃

14 

゜
城 山 " II 城 山 ＂ 

(ti)堀の内式土器 （古～平）土師器

゜゜゚15 

゜
小山崎 ＂ ＂ 小山崎 ＂ 

（縄）石鏃

゜16 

゜゚
小 山 ＂ 

II 小山 ＂ 
（古）須恵器 頃）黒躍石片

（古～平）土師器、須恵器

゜゜゚
旧前田遺跡を包含する。

17 

゜
丸 山 ＂ 

下小田切 ．勝問
＂ 

（縄）加曽利E式畜同B式土器、石鏃、磨石斧、
@j;（古)～箱乎清）水土式師器土器、須恵器、 灰釉

゜゚ ゜゚
凹石、（弥）箱清水式土器（平）土師器、須恵器

18 

゜
勝間原 ＂ ＂ 勝間 ,, （縄）石鏃、堀の内式土器 ぼ（古）～箱乎清）水式土器

゜゚ ゜゚
昭和銃年一部発掘調査（弥）箱清

@J・ 後期）箱清水式土器償！、壷、鉢、高杯他） 土師器、須恵器 水式住居址2棟、溝 1基検出

19 

゜
栗ノ木 ＂ ＂ 栗ノ木 II （（弥縄））石箱鏃清水式土器 ・土製紡錘車 （（縄古）～黒乎躍）石土片師器

゜゚ ゜゚20 

゜
日 影 ＂ ＂ 日影 丘陵 （古～乎）士師器、土錘 （古～乎）土師器

゜゚21 

゜
見 次

＂ ＂ ＂ ＂ 
（古～平）土師器、須恵器

゜゚22 

゜
家 浦 ＂ 下小田切 ・家浦 扇状地 石（縄斧）加磨曽利石E式石、棒同B式士器、石鏃、 打 （古～乎）土師器（内黒を含む）須恵器

゜゜゚
、 斧、 、（平）土師器

23 

゜
滝 // 湯 原 ・ 滝 山麓

（古～平）土師器

゜゚24 

゜
和 田 ＂ 

II 和田 II （縄古）～石乎鏃）土、黒躍石剣片恵
（ 師器、須器、灰釉

゜゜゚ー,_



臼田町遺跡一覧表(2)

番 号 発 見 遺跡名 所在地 立地 遺 揖 遺 物 時 代 備 考

旧 新 既 出 表 面 採集 ・新 発見 の既 出遺 物 先土器 繹文 弥生 古墳 平安 中世

25 

゜
北 倶 遺 跡 湯原 ・北 側 山臆 渾（古）～石平鏃）、土打師石器斧、須、晒恵石器斧、 黒躍石片

゜゜゚26 

゜
中 島 ＂ ＂ ・中島 ＂ 

（古～乎）士師器（内勾面玉黒色を含む）
須恵器、

゜゚27 

゜
向 城 ＂ 中小田切・向城 ,, （縄）打石斧、磨石斧、曽利式士器

（（縄古）～土乎器）片土師器、須恵器

゜゜゚28 

゜
上 滝 ＂ 場原・上滝 山麓 式塁Oi、l茅山山形式、、格有子尾目式、、楕加Pl曽押利型E文式土土塁塁墨石糸織文土石匿D、.田(平戸）下須霞恵 （（縄古）土器

～平）土師器（内黒を含む）

゜
。
゜29 

゜
児玉・大平 II ＂ 児大 玉平 II 

（平）土師器（糸切底を含む）、灰釉

゜30 

゜
ジソジロ

＂ ＂ 児 玉 II 
（平）士師器

゜31 

゜
山の神 ＂ 

II 山の神 山麓 （（縄平））石土鏃師器、 灰釉

゜ ゜32 

゜
梨子久保 ＂ ＂ 梨子久保 ＂ 

敲CW石)柱穴2、上原式、下島式土器、石匙、
、石皿、凹石

゜33 

゜
五里久保 ＂ ＂ 五里久保 II （（弥平））櫛土描師波器状（内文黒を含む）

゜゜34 。法城日向 If 

＂ 法城日向 ＂ 
（平）土師器、須恵器、灰釉

゜35 

゜
居久保 II 

＂ 居久保 ＂ 
（乎）土師器、須恵器 0 

36 

゜
細久保 ＂ ＂ 細久保 ＂ 

（乎）土師器（内黒、糸切底）

゜37 

゜
北川勝間 ＂ 北 JI!• 勝間 扇状地

（古～乎）士師器、須恵器

゜
0 

38 

゜
千曲台団地 ,, ,, 原 山麓

（古～平）士師器

゜゚39 

゜
広 沢 ＂ ＂ 広 沢 丘陵 （（縄弥））勝箱坂清式水土式土器器 （（弥古）箱清水式土器

～平）土師器、須恵器

゜゚ ゜゚40 

゜
田島窪 ＂ ＂ 田島 山麓 （（縄平））土器片、黒耀石片、打石斧

土師器

゜ ゜41 

゜
城 影 ＂ 中小田切 ・城影 ＂ 

QI)有尾式、勝坂式、加曽E式土器、打石斧、 （平）土師器・須恵器

゜゜゚
磨石斧、凹石、 （古～平）土師器、須恵器

42 

゜
I 

札場吉原 II If 吉 原 扇状地
（縄）磨石斧 （縄）片曽利、式（古土～器平、打石斧、磨石斧、石匙、黒

曜石 ）土師器、．須恵器

゜゜゚43 

゜
南久保・居村 II II南久保 ・居村 山麓

（平）土師器

゜44 

゜
前 久 保 ” 上小田切 • 前久保 ” 

（縄）加曽利E式、同B式土器、石鏃、打
石斧、凹石、（平）士師器、須恵器

゜ ゜＇ 

45 

゜
広久保 ・桃の久保" ＂ 

広久保

＂ 
（平）土師器

゜
桃の久保

46 

゜
馬 騎 ＂ 十二新田 ・馬騎 ＂ 

（縄）打石斧 （平）土師器

゜ ゜47 

゜
家 浦 ＂ 上小田切・家浦 乎地 曜（縄石）中期（乎後）半土器、（内打黒石を斧含、石鏃、黒

、 土師器 む）

゜ ゜48 

゜゚I 
堂 裏 II 

＂ 
堂裏 山麓
西の入

（（縄古）石鏃
～乎）須恵器 頃（古）～土平器）片須恵器

゜゜゚
— ?-



臼田町遺跡一覧表(3)

番号 発見 遺跡名 所在地 立地 遺 構 遺 物 時 代 偏 考

旧 新 既 出 表面採集• 新 発 見の既 出 遺物 先土器 縄文 弥生 古墳 平安 中世

49 

゜
大門地 造 跡 十二新田 ・大門地 山震

OO堀ノ内式士器 OO（平）花土積師下器層式土器、石鏃、 黒曜石

゜ ゜
9日東日向遺跡を含める

50 

゜
岩下洞窟 II " 岩下 山腹

（平）土師器、坑形土器、動物の骨

゜51 

゜
日 向 II /f 日 向 山麓

⑪堀ノ内式土器

゜52 

゜
岩 下 II 

＂ 岩 下 ＂ 
償（平））石鏃、黒曜石

土師器

゜ ゜53 

゜
十二新田寺久保 ,, ＂ 寺久保 If （（縄古～）加乎曽）利土師E土器器、須、打恵石器斧

（中）内耳土器片

゜゜゚゜54 

゜
樋 ロ // 

＂ 樋ロ 山麓
（古～平）土師器、須恵器

゜゚， 55 

゜
大 近 ＂ 

,, 大近 ＂ 
（平）士師器

嵩悶翡片

゜ ゜56 

゜
梨子木 ＂ ＂ 

梨子木 ＂ 
（（古縄）～中平期）後士半函士器器（糸、切黒、躍内石黒片）、、須チ恵ャ器ー、 ト灰剥釉片

゜゜゚57 

゜
転 石 ＂ 

II 転石 ＂ 
（乎）土師器（ロクロ使用痕）

゜58 

゜
金ヶ崎 ＂ ＂ 金ヶ崎 ＂ 

（（縄乎））繊土維師入土器、 墨晶躍ム石片須、石鏃
器（内黒、 口）、 恵器

゜ ゜59 

゜
観 音 平 ＂ ＂ 本久保 ＂ 

（縄）黒躍石片 （期縄土）楕器円押型文、繊維入尖底部片片、 中
期 、打石斧、石鏃、黒曜石

゜60 

゜
殴ヶ久保 If II 臣ヶ久保 II （（縄古）繊維入土器

～乎）須恵器

゜゜゚61 

゜
町屋形 ＂ ＂ 町屋形 ＂ 

（（縄平））石匙師、石鏃
土器（内黒を含む）

゜ ゜62 

゜
坂さ帰り ＂ ＂ 坂さ帰り II （（縄平））土器片、内石黒鏃、暗

土師器（ 文）、灰釉

゜ ゜63 

゜
大岩穴洞窟 II ＂ 大岩穴 ＂ 

（平）士師器、鹿角片

゜64 

゜
大乎入口 ＂ 

// 大平 山腹
（縄）黒浜式士器

゜ ｀ 
65 

゜
大 曲 II 十二新田・大曲 山腹

（先）黒躍石（石核）

゜66 

゜
離 山 fl 上中込 ・離山 台地

（弥）箱清水式士器、銅釧 （（縄古）～黒平曜）石、⑪ド）箱清水式土器
土師器

゜゚ ゜゚67 

゜
中反田 II 大奈良 ・中反田 平地

（古～平）土師器

゜゚
堀内重雄氏開田のとき多数出土
という

68 

゜
大奈良 ＂ 大奈良・ 大金奈石良他 徴高地 OO多礼欝石坂、石式、鐵加.曽CJ!.利)箱E式清土水笞式、士打彗石（平芹）、土磨靡石己芹、 石棒、 石1l亀

（縄古）E 打石斧（弥）箱清水式（高杯）
( ~平）須恵器、鬼高式（甕、取）

゜゚ ゜゚69 

゜
原 ＂ 原・ 幸外神九問・切・合中原他 ＂ 

（（弥古））後須期恵器士器 (Jj;（古)箱清水式士器、
～平）土師器、須恵器

゜゚゜70 

゜
山 崎 II 大奈良・山崎 ＂ 

（古）金環 （（弥古）～箱乎清）水土式土器
師器、須恵器

゜゚゜71 

゜
脇白山 ,, 

＂ 脇 丘陵 芸土（縄器）石（古匙～1乎、）黒住居躍石址落、打込石み斧、土（弥師）器箱清、水須式恵

゜゚ ゜゚72 

゜
芝 添 ＂ 清 川 ・ 芝 添 平地

（縄）石囲炉、加曽利E式土器、深鉢完形 （縄）中期藤内式土器

゜—"1 -



臼田町遺跡一覧表(4)

番 号 発見 遺跡名 所 在 地 立地 遺 構 遺 物 時 代 偏 考

旧 新 既 出 表面採集• 新 発 見の既 出 遺物 先土器 繹文 弥生 古墳 平安 中世

73 

゜
清 JII 遺 跡 清 JII 部蕗内 山麓 （（縄乎））多土孔石、糸小切形底石）皿

師器（ 、須恵器、灰釉
。

゜74 

゜
はかせ久保 9ヽ 清川 ・はかせ久保 山震

（平）土師器2

゜75 

゜
金 原 II I/ 金原入 山麓 （（弥乎））土箱清師水器式（内土黒器を1含 む）20 

゜゜76 

゜
清川入 ＂ " 消）II入 ＂ c-（古)～箱平清）水土式師土器器

゜゚゜77 

゜
吉沢堤下 ＂ ＂ 吉沢堤下 山麓

（古～平）土師器、須恵器

゜゚78 

゜
明 法 寺 ＂ 

下町・明法寺 山麓
（弥）箱清水式土器 （縄）分胴形石斧1

（古～平）土師器1、須恵器1

゜゚ ゜゚79 

゜
割 塚 ＂ ＂ 割 塚 乎地

（弥）太型蛤刃石斧 （古～平）土師器、須恵器

゜゚゜80 

゜
五 庵 II 

＂ 五 庵 ＂ （（縄古）～打平石）須斧恵器

゜゜゚81 

゜゚
神原道場 ＂ 

下町・中IJ・下神原・道場 // （（縄平））打石斧（弥須）箱恵清水式土器 （古～平）土師器5、須恵器 l

゜゚゜゚
道湯を含める

土師器、 器

82 

゜
英田地畑 ＂ 宮代・英田地畑 山麓

（平）須恵器 （古～平）土師器2
（中）刀 2

゜゚゜83 

゜゚
宮 東 ＂ ＂ 宮 東 台地

（絹り凹石 （古～乎）土師器 8(甕、高台付J;f)、須

゜゜゚゜
束方の段丘上を含め 「宮束」と

恵 器2、（中）茶臼 する。

84 

゜
大工原 “ ＂ 

上ノ乎 ＂ 
（古～乎）土師器 l、須恵器 1

゜
。

85 

゜
山 ロ ＂ 

河原宿・ 岩 渕 山襲
（縄）加曽利B式土器、凹石 （縄リ黒耀石

゜゜゚
「山口沢」を 「山口」 と改める

山口 （古～乎）須恵器 （古～乎）土師器3

86 

゜
明 鉢 // 宮 代 ・明鉢 ＂ 

（古～乎）土師器（甕胴部）

゜゚87 

゜
日向大工原 II

＂ 日向大工原 ＂ 
（古～平）土師器 1、須恵器 l

゜゚88 

゜
芦内岩陰 ＂ 

清 JII • 高戸ヤ ＂ 
土（縄器）洞窟石形鏃岩、陰石、匙木、島小式形、掻関器山、式礫、器黒、浜式、諸磯A式、 シカ骨、敲石、
磨石、凹石、@)後期土器 ゜

。
89 

゜
芦 内 ＂ ＂ 芦内 ＂ 

(W)黒躍石10

゜90 

゜
丸山下 ＂ 

丸 山・東大工原 平地
（古～平）士師器

゜゚91 

゜
丸山上 ＂ 

II 丸山•四ノ久保 山麓
（古～平）土師器4、須恵器 l

゜゚92 

゜
影丸山 II If田ノ上・水落

＂ 
（平）土師器3

゜93 

゜
程久保

＂ ＂ 程久保 ＂ 
（縄）黒躍石

゜94 

゜
栗 平

＂ ＂ 栗乎 ＂ 
（縄）大型打石斧 1

゜95 

゜
大からさわ If ＂ 

からさわ
＂ 

⑥前期土 器2、横刃型石器2

゜96 

゜
広川原 ＂ 広JII原・広川原 ＂ 

須（乎恵）土器師器30(内黒、糸切底含）、

゜I 

-,1.-



臼田町遺跡一覧表(5)

番 号 発見 遺跡名 所在地 立地 遺 構 遺 物 時 代 偏 考

旧 新 既 出 表面採集 • 新発 見の 既出 遺物 先土塁 編文 弥生 古墳 平安 中世

fH 

゜
西塚田 遺 跡 三分 ・西塚田 乎地

（古～乎）須恵器10(圃場整備中に出土） （古～平）土師器2

゜゚98 

゜
田 中 ＂ 

If 中川原 乎地 形（弥蛤）栗刃林石式斧、箱清水式土器、 石包丁、 太 （縄）打石斧
（古～平）土師器、須恵器

゜゚ ゜゚99 

゜
戸 井 ロ II 

＂ 
上川原

// （（縄古）～打平石）斧須、恵凹器石

゜゜゚
下川原

100 

゜
井 上 // 

＂ 上の田 // 塁(II高式亀)@f.土繭闊塁)、土（平土器）苫、須（蝙恵古の器）竪内、穴式土住士絹居匿塁槍亀惚石4鑑、溝、石1匙、土、打墳石4斧、和、損泉刃式翌、石鬼

゜゚ ゜゚
昭臼和田侶町年文発化掘臼田町教委展所示蔵

センクーで

101 

゜
逼照寺 ＂ ＂ 寺久保 山麓 （（縄弥））箱打石清斧水式土器

（中）土師質土器3

゜゚ ゜102 

゜
0 荒 巻 ＂ ＂ 

新 巻 平地
（弥）箱清水式土器 （弥）箱清水式土器、 （古～乎）土師器

゜゚ ゜゚
薬鉗田を含め 「新巻」遺跡とす

薬飾田 （中）内耳土器・陶器 る

103 

゜
小山沢 ＂ ＂ 小山沢 山麗

（縄）石鏃

゜104 

゜
分 ＂ ＂ 芝塚宮畑・北・谷手塚地 台地

（縄）中期土器・打石斧
（古～平）須恵器、土師器

゜
。
゜105 

゜
山 際 ＂ 入 沢 ・ 山 際 山度

（古）山際 1号墳を含む （弥）後期土器、 （平）土師器、須恵器、
灰釉、土錘、 （中）陶器

゜゚ ゜゚106 

゜
和田前 ＂ ＂ 

池ノ端前 平山 麓地 （古）山際 3号墳を含む （古～平）土師器

゜゚
和田

107 

゜
権現通 ＂ “ 細中権久保現 山麓 (JII)打石斧大 （古～平）土師器、須恵器、灰釉、土錘

゜゜゚
（乎）土錘 1 大 2、

108 

゜
五霊西 ・湯殿入 ＂ 

＂五霊西・湯殿 入 山麓 （縄）石剣高 打（甕石、斧、 （弥）後期土器 （縄）石鏃、打石斧、 （古～乎）士師器、

゜゚ ゜゚゜
後田・中村 （古）鬼式 高杯、蓋、士毀勾玉） 須恵器、灰釉、 （中）陶器

109 

゜
下海戸・山の前 ＂ 

II宮海林戸、下海戸、
＂ 

CW)後期土器、打石斧、横刃形石器 （弥）箱清水式土器10

゜゚ ゜゚
上 ・山の前 （古～乎）土師器

110 

゜
月通沢• 水 石 ,, II 月通沢•水石 ＂ 

土ぽ暉）ナイ．須フ患形石塁塁灰翼釉状、鯖（大片蒙、2石号核嘉(A)I~打石後半斧）、黒．躍士鈴石（平） (Jj;)箱清水式土器

゜゚゜゜゚
（中）天目破片

Ill 

゜
西墓地堂 ＂ ＂ 西墓地堂 ＂ 

（平）土師器

゜112 。東墓地堂 ＂ ＂ 東墓地堂 ＂ 
（縄）後期土器、 （平）土師器、須恵器

゜ ゜`  113 

゜
荻の入 ＂ ＂ 荻の入 // 

（平）土師器（内黒）

゜114 

゜
一 つ石岩陰 II 赤谷 ・天狗岩 ＂ 

土0剛器中、期（平五）土領師，，，台器式、土須器恵、器後、期（中土）器内、耳（士弥器）箱清水式 （平）土師器2

゜゚ ゜゚115 

゜
滝日陰 ＂ ＂ ＂ 山腹 （（縄弥））黒箱浜清式水式土器土器

゜゚116 

゜
大岩の滝岩陰 // I/大岩の滝の上 ＂ 

（乎）土師器（内黒）

゜117 

゜
赤 谷 ＂ ＂ 大深山 ＂ 

（平）土師器3

゜118 

゜
堂 平 ＂ 

II 堂乎 山麓
（縄）横刃型石器

゜119 

゜
臼 窪 ＂ 

入 沢 田日向窪臼窪 山腹
~)箱清水式土器

゜゜
（乎）士師器

120 

゜
藤 原 II 

＂ 藤原出口 ＂ （（弥乎））箱土清師器水式、須土器恵器

゜゜
_ <:; — 



臼田町遺跡一覧表(6)

番 号 発見 遺跡名 所在地 立 地 遺 構 遺 物 時 代 偏 考

IB 新 既 出 表面採集 • 新 発 見の 既 出遺物 先土器 繹文 弥生 古墳 平安 中世

121 

゜
馬寄・六角堂遺跡 入 沢馬六寄角堂・牧平 山艘 （縄）士打績石斧、中期（中土）畠If馬（彙餘形土は居刃と土違霧）、 績刃形石匿、 石鑑、 凹

石． 、（中） 鉄鐵
（縄）有孔環状石器

゜ ゜122 

゜
月夜平 II 

＂ 月夜平• 原 丘陵 石塁OO9皿刀、ヽ諸石、滋多攣鏃...A孔`學式打石、石、下斧士騒、鋼式唐`，石漕加斧車9、形利石耳E饉饉式、、、石土111D璽11、蓋精凹~B石式)、箱、石清嬢剣木の、式内石土式繹土匿 （（縄古）～黒平躍）石、
土師器・須恵器・灰釉（中）陶器

゜゚ ゜゚
0 昭和32年発掘調査

青沼史料館所蔵

123 

゜
吉祥寺 遺 跡

＂ 
諏訪の入 山麓 （平）土師器、須恵器、灰釉（中）内耳士器、

゜゚
寺久保遺跡を改称

士師質土器、陶器

124 

゜
野呂沢 II 

＂ 
野呂沢

＂ 
（中）土師質土器 2、陶器 1

゜125 

゜
観正田 ＂ 

三条・観正田 平地
（平）土師器、
（中）土師質土器1

゜゚126 

゜
南 裏

＂ ＂ 浜茄子 ＂ 
（乎）土師器

゜l'l:l 

゜
東 荒 谷

＂ 
十日町・東荒谷 ＂ 

（縄）打石斧 l
（平）土師器 l

゜ ゜128 

゜
十日町 ＂ ＂ 上長池 乎地

（中）永享121¥-六地蔵撞（重文） （中）中世陶器片 1

゜129 

゜
唐 松 A ＂ 

岩 水 ・ 唐 松 丘陵 （縄）石鏃、黒耀石 （縄）黒曜石 1、士器、

゜130 

゜
唐松 B ＂ ＂ ” ＂ 

（乎）須恵器1
（（縄中））後土期師土質器土器5

゜ ゜゚131 

゜
境 塚 古 墳 臼田・善阿弥 II 

円墳 ・横穴墳丘径10m 点 2m

゜132 

゜
蛇 塚 II // 蛇塚 平地 円墳 ・横巾穴3 径10m 渇2.5m 玄室（長 蕨手刀、刀子、鉄鏃、鎌、骨、須恵器

゜
昭和601¥-清掃調査

4.8m .0 高 0.95)羨道長1.9m （奈良）、

133 

゜
滝ノ沢 II 

＂ 滝ノ沢 尾根 円（縄墳）、 竪穴式古墳）丘土径師器16m 高さ 3m
土器1、( 1 

゜134 

゜
滝ノ沢 経 塚 II 滝ノ沢 尾根

（中）土石混合塚（径12、扁2)
， 

゜135 

゜
離山 1号 古 墳 上中込 ・離山 山腹

゜
現在人参畑痕跡なし

136 

゜
I/ 2号

＂ ＂ ＂ ＂ 
円墳、横穴、玄室2.2Xl.9m、羨道長300
Xl30cm、天井石270xl20cm

金環2

゜
南斜面、青木家の下

137 

゜
,, 3号

＂ ＂ 
II 山麓

円墳、横穴、墳丘径6m、高2m

゜
北斜面下、有賀秀雄氏屋敷地

138 

゜
清 JII入 ＂ 

清川 ・清川入 山腹
円墳、横穴、玄室巾100cm、天井石170

゜
千野氏墓地

XllOcm 

139 

゜
山 崎 ＂ 

大奈良・山崎 平地
残円墳存、横穴、墳丘10mX5m、高0.5mの 勾玉

゜
新海神社地

140 

゜
幸神 1号 ＂ 原 ・幸神 乎地

円3.墳2m・、憤天穴井、石墳2丘.3径"2J2.2mm、、悶羨11!1遍36長.2S.m8、m,高羨3.門Sm3.。9m玄,室須3.恵6大)( 

甕霰片 ゜
新海神社地

141 

゜
II 2号

＂ 
II 

＂ ＂ 
円墳、羨、道横穴2.、墳丘6mX9m、玄室2.4X2.2
m 6Xl.2m、天井石2.5X2.3m

゜ ＂ 
142 

゜
,, 3号

＂ “ ＂ ＂ ゜
柳沢悦雄氏土蔵の東側に僅に残
る。新海神社地

143 

゜
// 4号

＂ “ ＂ ＂ 
円墳残 ・横）穴（径6m、周囲18m、天井石僅

゜
新海神社他

かる

144 

゜
// 5号

＂ ＂ ＂ 
平地 4号墳従の来西や北方、く畑の中に士石を盛り上げて 墳丘径東西6.5m、南北5m、高さ 2m

゜
ある． っ らとされていた。

- fi-



臼田町遺跡一覧表(7)

番号 発見 遺跡名 所 在 地 立地 時 代 偏 考

遺 構 遺 物 規 模 状 況

1日 新 先士暑 縄文 弥生 古墳 平安

145 

゜
幸 神 6号古墳 原 幸 神 平地 1号古墳らと西さ方れのて畑しの中に上石を盛り上げた 墳丘径東西 7m、南北5m、扁 2m

゜
． やっくら 、た。

146 

゜
外九間 1号// ＂ 外九間 平地

円墳・横穴、墳丘径12m、高さ 3m、玄室1.7 

゜
新海神社地

X2m、羨道2.8xl.Sm 

147 

゜
II 2 号 II ＂ ＂ ＂ 

匝墳さ •横穴、墳丘 5mX 6m、周囲24m 、

゜
＂ 尚 Im

148 

゜ ＂ 3号 " ＂ ＂ 
I/ 

円墳・横穴、墳丘径6m、贔さ1.4m

゜
古墳か、やっくらか判別困難

149 

゜
中 原 1号,, II 中原 ＂ 

円墳•横穴、羨墳道丘210m、周囲36m、玄室

゜
新海神社地

2.2X 3 m、 mXlm

150 

゜
II 2号 fl ＂ ＂ ＂ 

円墳・横穴、墳丘径llm、周囲30m、高

゜
3m 

151 

゜ ＂ 
3号,, If 中原 ＂ 

昭土た和品、は天1年井、斬石翫興薔は神璽当時社作宝の所庫績霰作に立者あの三る星分．とのり自こ田わ直し二．氏建宅物に敷移地されと、され出

゜
新海神社地

152 

゜
割 塚 ＂ 下町・割塚 // 

円墳 ・横穴、玄室1.2Xl.8m

゜153 

゜
明法寺 ＂ 

If 明法寺 II 
円墳 ・横穴、墳丘径5.5m、玄室2.4X2.4

゜
m、天井石2.4Xl.9m

154 

゜
五 庵 ＂ ＂ 五庵 ＂ 

円墳 ・横穴、高さ 2m、玄室2.5X3.5m

゜155 

゜
英田地畑 ＂ 宮代・英田地畑 山麓

円墳・横穴（長2.0、巾l.Om) 蕨手刀 1、直刀 1、鉄鏃10、銅製品4、

゜
昭401f発掘調査現在畑地化す

＝輪 玉2、土師器、須恵器

156 

゜
新海神社西御陵古墳 ＂ ＂ 

II 
円墳・横穴、墳丘高2m、玄室2.lXl.3

゜
新海神社地

m 

157 

゜
新海神社中御陵,, ＂ 宮の沢 // 円墳4X・横穴、墳羨丘道径28m、高2.5m、玄室

゜
＂ 2. 1.6m、 Xl.3m

158 

゜
新海神社東御陵,, ＂ ＂ 

II 
円墳・横穴、墳丘径 7m、高 2m、 玄室

゜
＂ 2 X 1.8m 

159 

゜
1: 宮代 1号、9 ＂ 上宮代 平地

円墳、墳丘径10m、高2m

゜
観察では古墳か判定困難

160 

゜
If 2号" ＂ 

// 

＂ 
現在は五綸塔が置かれているだけで、取

゜
りこわされてしまった

｀ 161 

゜
山 際 1号 fl 入沢・山際 山麓

わずかに側壁の一部を残し、石祠をま 円墳 ・横穴、玄室2.4X2.lm

゜
つっている．勾玉2

162 。 “ 2号 " ＂ 上大深 ＂ 
石室は青沼小学校庭に移転保存 円墳・横穴、玄室1.7X2.2m 

゜
勾玉4

163 

゜ ” 3号" ＂ ＂ ＂ 
天井石奥壁の一部が田口用水ぞいの道の
土手にのぞいている

円墳・横穴、玄室1.5X2.2m

゜164 

゜
月夜平 4号 " ＂ 月夜平 丘陵

石井室露出、周囲は篠やぶに覆われている
天石は北方にずり落ちている

円墳・ 横穴 墳丘高1.5m、周囲巾西4m、再北10
m、玄室2X1.8m、天井石長2m

゜165 

゜
権現通 5号 Iヽ ” 中権現 山腹

奥壁と側壁の一部を存し天井石はずり落 円墳・横穴玄室l.6Xl.6m、天井石

゜
ちている 2.1Xl.7m 

166 

゜
II 6 号 II ＂ ＂ ＂ 

奥も壁ずは斜落面にわずかに露われる．天井石 円墳・横穴奥壁巾170CII、 天井 石2.2

゜
れちて埋まっている。 Xl.8m 

167 

゜ ＂ 7 号// ＂ 遠見場 ＂ 
奥壁が残り右側壁は内に倒れ天井石は落 円墳・横穴 玄室l.5X1.3m、天井石

゜
ちている。 長180an

168 

゜
五霊西 8 号 II ＂ 五霊西 ＂ 

階部段残状存の畑の畦の斜面に奥壁と側壁の一 円墳・横穴玄室3.1X2.4m

゜
が している。

＿ヮ＿



臼田町遺跡一覧表(8)

番号 発見 遺 跡 名 所在地 立地 時 代 偏 考

遺 構 遺 物 規 模 状 況 I 

旧 新 先土器 繹文 弥生 古墳 平安 中世

169 

゜
五霊西 9号古墳

＂ 
五霊西 “ 

山腹東南斜面畑の階段状斜面に奥壁、側
壁がわずかに残存している。

円墳・ 横穴 側壁長さ120CII、130cmの
石 2枚

゜170 

゜
I/ 10号 I/ 入 沢

＂ ＂ 
昭和50年頃農耕のため石室を撤去する 円墳・ 横穴

゜171 0 ＂ 11号
＂ 

II // 

＂ 
山腹斜面畑 の階段状畦の端に羨門石が

゜
残 っている

172 

゜ ＂ 12号 II “ ＂ 
II 鈴恵器帯、具歯、鉄他鏃、火葬骨、刀子、土師器、須 円墳 ・横穴墳丘径10m、高 Zm、 玄

゜゚
昭和61年発掘悶査をして道路敷

室 2X2.3m、羨道l.7X1 m となる．

173 

゜
湯殿入13号 ‘‘ ＂ 

湯殿入 山麓 壁山麓の一緩斜部面が残の畑るの中形状にあ り、天井石と側 円墳・ 横穴天井石横巾170cm、縦150

゜
が は不明 CID 

174 

゜
天神乎14号 ＂ 

II 天神乎 山腹 山麓斜面の林か奥の壁中にある。天井石は失な 円墳 ・横穴玄 室推定250Xl80CII、墳 0 
われている と羨門がみられる。 丘径5m、高1.5m

175 

゜ ＂ 15号 ＂ ＂ ＂ ＂ 
山腹斜面の林の中にある。墳丘が残存し 円墳・ 横穴 墳丘径 7m、高 3m

゜
葺石ら しいものがみられる。

176 

゜＂ 16号 ＂ ＂ ＂ ＂ 
16号墳の東にある。石室の石はすぺて除 円墳・ 横穴 墳丘径10m、高 3m

゜
かれ凹みとなり 、墳丘わずかに残る

177 

゜ ＂ 17号 ＂ ＂ 宮 林
＂ 

一山部麓斜羨面の林わずの中に残あり、奥壁 と側壁の
門石 かにる。

円墳 ・横穴墳丘径10m、高3m 玄室1.2
Xl.9m 

゜178 

゜
一万窪18号 ＂ ＂ 

一万窪 山 麓
山麓斜面の畑の畔にあ り、石室を農具舎
とし、上屋を造ってある。直刀 l、鉄鏃 l

円墳 ・横穴 玄室3.1X 2 m 

゜179 

゜
西の窪19-l号 ＂ ＂ 

西の窪 // 
山麓斜面墳の山林内にある。横穴式石室露 円墳 ・横穴玄室2.3Xl.7m 羨 道1.

゜
出し、 丘わずかに残る。 9X 1 m 

180 
I 0 舟久保20号 ＂ 

岩水 ・舟 久 保 山腹 山麓奥斜面の畑の中にあり、階段状畔土手 円墳 ・横穴 玄室2X 1.3m 

゜
に と側壁の一部が残存している。

， 

-R— 



臼田町遺跡一覧表(9)

番号 発見 遺 跡 名 所 在 地 立地 現況 規模 残存情況 文 献 地 名 遺 概 偏 考

（存推続定期伝間承）
築・在城者

mXm （推定・伝承）
遺 物

旧 新 形状 絵 図

181 

゜
医王寺 城 跡 臼 田 ・ 臼 田 丘陵 耕山作林地

180X80 やや不良 ～（戦国）
（村上氏） 南佐久郡志、信隔雑誌 美里在家、寺久保 石臼・古銭 別称下ノ城、西方山城、

連郭 （井出氏） 南佐久郡古城址謁査 加護石 経塚付近を上ノ城とよぶ

182 

゜
稲荷山

＂ ＂ 
勝 間 台地 地山林、寺絣社攪尾内蛉 宅 370X250 不良 ～（安土桃山）

（武田氏） 千曲之真砂、南佐久郡古械址 肥前曲輪、千人詰、田 r•• りり反侵砦入し天正1研環）II軍が甲

連郭 （徳川氏） 調査 f編年集成Jr芦 田記」 古屋、城下、城山
州よ 達基地とし、松平家
忠潅築

183 

゜
湯 原 ＂ 

湯原 丘陵 山林
150X 150 良 ～（戦国）

（湯原氏） 南佐久郡古城北悶査 将監在家 弘治三年依田長繁 相木氏一族が拠ったも

連郭 （依田氏） 南佐久郡志
銘の鰐口、五輪
塔、 のか

184 

゜
向 城 ＂ 中小田切 ＂ 

山林 IOOx 100 やや不良 （戦国）
（武田氏） 南佐久郡古城址調査 蓮華寺窪 五輪塔 雁峰城攻略に武田信玄

耕地 単郭 が築いたと伝える．

185 

゜
上小田切 ＂ 

上小田切 山頂 山林
50X40 やや不良 （戦国）

（依田氏） 南南佐佐久郡古城址調査 しょうもんぜいけの 東南面山腹に昔門寺跡

単郭 久郡志 坂、古城、古地 がある。

186 

゜
雁 峰 ” 中小田切 丘陵

山林 380X300 やや不良 ～（戦 国 ）
（小田切氏） 南佐久郡古城址調査 城影、居村、小屋久保 村上氏被官小田切氏の築

耕作地 連郭 （草問氏） 南佐久郡志、千曲之真砂 城と伝える．ー名草間城

187 

゜
田 ロ ＂ 田 ロ ・城 山 ＂ 耕山作林地

750X200 やや不良 ～（戦国）
（田口氏） 南佐久郡古城址調査 古臼破片 麓に蓄松院、新湿三社神社等

連郭 ・（相木（依田）氏） 「妙法寺記」「依田記」 焼米 嶽に関する寺社がある．

188 

゜
龍 岡 ＂ 

下町龍岡 平地
寺社境内 160X 160 やや不良 近世末

（松平乗誤） 南佐久郡古城址調査 藩印、そろばん 国史跡、文久3年着工、慶応

小学校 五稜郭 大給亀崖公伝 陣屋日記他 2年完成の西洋式城郭

189 

゜
岩崎砦 ‘’ 三分 丘陵 山林

250Xl00 良 ～（戦国）
千曲之真砂 天正I~、山全体が毯川軍により

単郭 「編年隻成」 利用されたと考えられる．

190 

゜
磯 部 ＂ 

入沢・磯部 ＂ 山林
200X80 やや不良 ～（戦国）

入沢城の支城か

単郭

191 

゜
十 二 山 ＂ 

入沢・十二山 ” 
山林 200Xl00 やや不良 ～（戦国）

入沢城の支城か

墓地 単郭

192 

゜
入 沢 ＂ 入 沢 山頂 山林

300X200 
良

（鎌倉） （入沢氏） 南佐久郡古城址調査 北小屋、馬寄、天白、 石臼破片、 正慶2年北条時俊が住み入沢

連郭 （～ 戦国） （大井氏） 「向岳禅庵小年代記」 寺久保、かじ久保 唐銭 氏を名乗ると伝える．

193 

゜
水 石 ＂ 入沢• 水石 ＂ 

山林
70X50 良 ～ （戦 国 ）

十二久保、墓地堂（は 天目茶塙、
単郭 かっと）、 やぐら山 木坑隕呂片

194 

゜
上ノ城 II 臼 田 ・臼田 ＂ 

山林
2QQX 150 南佐久郡古城址調査 医王寺城の蜂火台とい

われる。

｀ 
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